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第１章研究の目的、前提

１はじめに

これまでの琉球語研究は､音韻、アクセントの記述的研究と主要な音韻的特徴にかんす

る比較研究、文法にかんする概略的な記述研究と主要な項目の比較研究､国立国語研究所

編（1963）「沖縄語辞典』の首里方言、宮城信勇（2003）「石垣方言辞典」（石垣市新

川方言）、仲宗根政善（1983）『沖縄今帰仁方言辞典」（今帰仁村与那嶺方言）などの

辞典の刊行や語彙の収集が中心であった。

琉球語諸方言のふたつ以上の地域を対象におこなった研究には宮良當壯（1930）「八重山

語彙｣、崎山理（1963）「琉球・宮古方言比較音韻論｣、平山輝男・中本正智（1964）『琉球

与那国方言の研究』､平山輝男･大島一郎･中本正智(1967)｢琉球先島方言の総合的研究｣、

琉球大学沖縄文化研究所編（1968）『宮古諸島学術調査研究報告一言語・文学編｣、中本正

智(1976)『琉球方言音韻の研究』､中本正智(1982)『図説琉球語辞典｣､平山輝男編著(1983）

「琉球宮古諸島方言基礎語彙の総合的研究』、平山輝男編著（1988）「南琉球の方言基礎語

彙』などがある。

宮良當壯(1930）は、「八重山語総説」135ページ､方言語彙を五十音順に配列した「甲

編」301ページ、標準語の逆引索引の「乙編」203ページの３部からなる。同書に収録さ

れた方言語彙は､大正期から昭和期にかけて現地調査で得られたもので､国際音声記号に

よって記録された信頼性の高い貴重な資料である。約80年前の、本土方言の影響をうけ

る前の八重山諸方言の姿をしることができ、現在の方言と比較することによってさまざま

な言語変化をさぐる貴重な材料である。

宮良當壯（1930）の解説編の文例の節には、石垣島大川、竹富島、小浜島、鳩間島、

黒島、新城島、波照間島、与那国島の60個の例文がそれぞれの方言に訳され、仮名表記

と音声記号によって示されている。さまざまな表現のもりこまれた文例は､地点ごとに対

照できるようにならべられている｡「甲編｣には見出し語として収録された方言語彙16500

語のうち、石垣市大川10400語、竹富島１９００語、鳩間島１８００語、小浜島１０００語、新

城島1000語､黒島900語､波照間島900語の方言語彙が収められている。ほかに石垣市
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平得、同市真栄里、同市白保、同市宮良などの方言語彙がある。いずれも詳細な比較歴史

言語学の材料であるが、それらにたいする宮良當壯自身による詳細な考察､本書を利用し

たその後の比較歴史方言学的な研究もない。

中本正智（1972）は、琉球語諸方言全体を烏I敢しつつ、琉球語諸方言の音韻変化の通

時的な考察を行なうと同時に各地方言の音韻的な特徴を概観している｡八重山方言につい
ては、与那国方言、石垣方言、大浜方言、波照間方言、小浜方言、西表祖納方言、竹富方

言、黒島方言、鳩間方言が考察の対象になっている。加治工真市（1984）「八重山方言

概説｣は音韻的な特徴を中心に八重山諸方言の概略的な解説である｡平山輝男編著(1988）

は、石垣方言、波照間方言、与那国方言の大量の基礎語彙とそれぞれの方言の音韻、アク

セント、文法に関するややくわしい記述からなる。

上記の先行研究の照間方言島方言、白保方言に関する記述や資料は､本研究報告におっ

ておおきく参考')になったが、狩俣には調査できなかった語彙があり、確認できなかった
事象があった。

２本研究報告の目的

石垣島白保は、はじめは隣村宮良の管轄にあったが、１７１３年波照間島から３００人余の

人々をうけいれて独立した村となった。その後、1771年に起こった明和の大津波によって

1574人の村人をうしなって壊滅的な被害をうけ、ほぼ全滅したが、首里王府の政策によっ

て波照間島から418人の人々が移住､入植させられて再建されたことが王府時代の資料｢八

重山島年来記｣に記録されている｡波照間島と白保集落は海によって遠く隔てられていて、

その後の目立った交流はない。また、白保集落は石垣島の四箇とよばれる中心市街地から

もはなれている。

波照間島の伝統的な方言を波照問島方言とよび、白保集落の伝統的な方言を白保方言と

よぶ。白保方言は、周囲集落の方言の影響がすぐないようである。波照間島方言と白保方

言を総称して「波照間白保方言」とよび、分岐する以前の共通の祖方言を「波照間白保祖

方言」とよぶことにする。

歴史書によって分岐した年代が明確な波照問島方言と白保方言の共通するものは、波照

間島から白保に人々が移住させられるまえにもっていた波照間白保祖方言の特徴を保存し

ているものとかんがえ、波照間島方言と白保方言の語彙を収集し、両方言の間の単語形式

の一致と不一致、変化と不変化の程度をあきらかにしようと研究計画に着手した。

波照間島方言と白保集落の方言の基礎的な語彙の比較研究をおこない､白保方言と波

照間島方言の分岐後の約２３０年間に、両方言で変化せず、波照問白保祖方言からひき

ついでいるものと、それぞれの方言で変化したものを明らかにするために､臨地調査に

際しては､沖縄言語研究センター(1979)「琉球列島の言語の研究第１調査票その２」、

同（1979）『琉球列島の言語の研究第２調査票」同（1979）「琉球列島の言語の研

１以下の記述で狩俣が表記をかえて引用しているところがある。詳細はそれぞれの先行研

究を参照していただきたい。

－２－



究第３調査票」、同（1979）「琉球列島の言語の研究第４調査票』を使用した。

『第１調査票その２」には、身体名称､家畜などの動物、稲や芋などの栽培植物など

264項目の語彙が収録されている。『第２調査票」には衣食住に関連する道具、自然、

天体の語彙、数詞などの３００項目の語彙が収録されている。「第３調査票』には親族

名称、人間関係、代名詞などの１９７項目の語彙が収録されている。「第４調査票』に

は形容詞が135項目、擬声擬態語が９５項目収録されている。

本稿の資料の主たる方言資料提供者（話者）は以下の方々である。

白保方言Ｍ・ＭＸＭ３６生、男性）

Ｔ､Ｕ・（Ｍ43生、女性）

Ｔ､Y､（S7生、女性）

ＵＹ．（Ｔ５生、男性）

Ｕ､T・（Ｔ９生、女性）

波照間方言ＵＳ．（Ｍ４２生、男性）

ＭＴ．（T１５生、男性）

臨地調査でえられた単語を以下の①～④に分類し､①②③④のそれぞれがどのようにあ

らわれるか、その割合はどの程度あるかを検討し、言語年代学の方法によって両者の距離

をはかる予定であった。

①語彙的な意味、対応語形・音声形式ともに一致するもの。

②語彙的な意味と対応語形は一致するが、音声形式にずれがあるもの。

③対応語形・音声形式は一致するが、語彙的な意味にずれのあるもの。

④語彙的な意味と対応語形（音声形式）がともに異なるもの（別語）。

しかし、急激な日本語化の影響によって、日常生活のなかで、とくにわかい世代との会

話のなかで伝統的な方言を使用する機会がへったこと、近代化による生活様式の変化によ

って使用されなくなった事物が増大したことなどから、臨地調査に際して高齢の話者から

回答のえられなかった語彙が少なからずあり､きわめて近縁の方言を比較研究するうえで、

信頼できる数値をだすには無視できない数であった。

波照間島方言と白保方言のように、きわめて近縁の関係にある方言を比較研究するぱあ

い、そして、近縁の周辺方言からの影響がかんがえられるぱあい、音韻体系や文法体系に

大きな違いをもつ言語や方言間の比較研究以上の注意が必要なのだが、それを解決するた

めの手法がまだ確立できていないこと、明治以降の急激な近代化・日本化にともなって日

本語標準語のおおきな影響をうけて琉球語諸方言が変化しているので、その点についても

十分な注意が必要であることなどもわかった。

音声形式が一致する上記の①に属する単語のなかには、波照間島方言と白保方言が分岐

する以前の共通の波照間白保祖方言がもっていた形式をひきついだ「ホモロジー」のもの

もあるが、波照間島方言と白保方言が分岐した後に、平行変化や収數変化によっておなじ

音声形式を有するにいたった可能性のあるものもある。また、②③のばあいにも、平行変

化や収数変化を想定しなければならないぱあいもあるし、分岐したのち、祖方言からひき

ついだホモロジーに、あらたな変化が発生した可能性を想定しなければならないぱあいも
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ある。④のぱあい、一方の方言が固有の内的要因によってあらたな形式（新語）を発生さ

せた可能性だけでなく、祖方言からひきつぐ形式を有しながら周辺集落からの影響や日本

語標準語の影響によって借用した形式が共存している可能性もある。

上記のことを明らかにするために、収集した単語の語頭、語中の母音、子音のすべてに

ついて、先行する母音や子音などのさまざまな音環境において検討をおこなった。そのこ

とによって、波照間島方言と白保方言の双方においておきた音韻変化のほぼ全体を記述で

きたとかんがえる。これまでおおくの琉球語の研究者が指摘してきた母音、子音の基本的

な音韻変化を語頭、語中のいろいろな音環境において記述、分析した。また、あまり言及

されることのなかった同化（隣接相互同化、遠隔進行同化、遠隔逆行同化)、音位転換、音

挿入なども記述、分析した。

分析の対象を日本語から流入したとかんがえられる単語にまでひろげた。分析の対象を

ひろげることによって、音韻変化の順序を推論するてがかりがひろがったとかんがえる。

歴史資料によって人々の移住した年代が明確な波照間島方言と白保方言の詳細な比較研

究を行なったことは、同様の移住がおこなわれた地域がほかにもあったり、移住のおこな

われたという伝承のある地域があったりする八重山諸島の諸方言の今後の比較研究の基礎

となる資料を提供することは､本研究報告の成果のひとつにあげられるだろう｡すなわち、

本研究で得られた知見を基礎にし、八重山諸方言の他の下位方言間の比較研究へと拡大す

ることによって、八重山諸方言の下位方言のこまかなちがいを解明し、分岐した時期の明

らかでない方言間の距離、系統樹的な分岐関係とを推定し、それにもとづいた方言区画の

基礎づくりにつながるとかんがえる。そしてさらに、対象を八重山諸島から、宮古諸島へ

とひろげ、宮古八重山諸方言全体の比較歴史方言学的な研究、そして琉球方言全体の比較

歴史方言学的な研究を行なうための基礎づくりともなるだろう2)。

３研究の前提3）

波照間島方言と白保方言の比較研究のまえに、それぞれに固有の体系をもった言語、あ

るいは、方言を比較研究するうえで前提となることがらについてのくる。，

フォネームは、単語あるいは単語の文法的な形を形成するとき、孤立して存在するので

はなく、他のフオネームと結合して単語のなかに存在し、他のフォネームとsyntagmatic

な関係をつくっている。フォネームは、語頭、語中、語尾の単語内での位置と、前後する

他のフォネームの韻質の違いなどのさまざまな音環境のなかで隣接するフォネームに影

響をあたえて変化させたり、隣接するフォネームの影響をうけて自らが変化したりするの

で、特定のフォネームについて論じるとき、当該のフォネームの現在の韻質だけでなく、

由来するフォネームの韻質､音韻変化後のフォネームの韻質とのちがいをもたらした音韻

２以下の記述で国立国語研究所編（1963）「沖縄語辞典｣、仲宗根政善（1983）『沖縄今帰

仁方言辞典」の方言形を引用しいるが、狩俣が表記をかえて引用しているところがある。

詳細はそれぞれの辞典を参照していただきたい。

３以下の記述は、かりまたしげひさ（2008）記述の一部を追加、削除している。
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変化の要因、音韻変化の過程、単語内での前後のフォネームとの相互関係、音韻変化を条

件づける音環境などについても検討しなければならない。

特定のフォネームが当該方言の音韻体系において同時に存在する他のフォネームとの

paradigmaticな関係のなかで相互に対立したり、かさなる領域をもっておぎないあった

りして体系をなしているので、音韻体系内での当該フォネームの位置、他の音韻変化との

整合性などを具体的に検討しなければならない。

3.1音韻変化の構造（１）

古代日本語の*iに対応する宮古八重山諸方言の舌先母音］を中舌母音Iとみる先行研究

がある4)。＊i＞】、＊i＞Iは、琉球語諸方言の*e＞i、＊o＞ｕとおなじ狭母音化である。＊e＞
i、＊o＞ｕは、どのようにおきているかをみる。日本語のｉとｅのｘ線トレース図の正中断

面を比較すると5)､ｉは、舌のもりあがりがｅより前に移動してたかくなっているのがわか

る。おなじくｕとｏを比較すると、ｕはｏより前に移動してたかくなっている。

「ＪＪＪＪ

」

ぐ

図１イ［ｉ］ 図２エ[ｅ］

）

図３ウ[ｕ］ 図４オ[ｏ］

日本語の母音を発するときの舌の最高点をむすんだ多角形（図６の内側の多角形）をみ

ると、ｏ＞u、ｅ＞iは、舌のもりあがりがのどの奥から口の出口へむかった変化であること

がわかる。ｏ＞ｕの変化や、ｅ＞iの変化を狭母音化というのはそのためである。

４かりまた（2002)、かりまた（1986）を参照。

５琉球語には同様の資料がないので、調音上の特徴がおおきくことならないとかんがえら
れる日本語の資料を参考に使用する。
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図５ア[ａ］ 図６母音多角形

呼気の流れる方向に舌がうごいておきた琉球語の狭母音化は、肺からおくられる呼気流

がほんのすこしつよまることによって、舌の表面のうける圧力がつよまり、呼気のながれ

る方向にわずかながらおされたとかんがえる。琉球語の狭母音化は、話し手にはまったく

気づかれないほど微細な変化だが、ながい時間に舌面がつよい呼気におされて呼気流の出

口にむかった変化なのである。舌先母音１は、他の狭母音化とおなじく、舌が呼気流のな

がれる方向へおしやられて、前舌狭母音*iから変化したものである6)。

宮古島市下里方言の舌先母音ｌは、有声破裂音ｂ、ｇと結合したり、語頭に単独であらわ

れたりしたとき､bzlx(坐る)､gzlxpa(管)､mugzM麦)､zlzara(鎌)のようにzをとも

ない、無声破裂音p、ｋと結合したとき、psltu（人)、aspsl（遊び)、ｌＫＳ１ｍｕ（肝)、saksl
（先）のようにＳをともなうアロフォンとして実現する。摩擦をともなうアロフォンは、＊

iが呼気流におしやられて､主要なせばめを舌先上面の舌くりと上歯茎の間で形成する舌先

的な母音に変化して発生したためだとかんがえる。この摩擦をともなうアロフォンは、母

音字母の左肩にS、Ｚを添えてｚＬｓｌと書きあらわされてきた。

古代日本語の*iに対応する下里方言の舌先母音］は、ｏ＞u、ｅ＞iの狭母音化をひきおこ

したつよい呼気流によってｓ、ｚの調音位置までおしやられた結果、摩擦音をともなうが、

有声破裂音ｂ、ｇと結合したり、単独であらわれたりするとき、ｚｌになり、無声子音ｐ、ｋ

と結合するときslになる。また、単独であらわれたり、語末にあらわれたりするとき、呼

気流のよわまりによって摩擦のよわいアロフォンであらわれる。

舌先母音〕は、後続する子音*r、＊Ｗ、＊jに影響をあたえて摩擦音Ｓ、Ｚにかえるが、ｚｌ

は、ｚｌｚｕ（魚)、zlzara（鎌）のように後続する*ｗ、＊ｒをｚにかえる。ｓｌは、kslsan（切

らない)、tskslJu（月、月夜に対応)、pslsara（平良）のように*r、＊jを無声摩擦音ｓに

かえる。舌先母音］は、単語内での位置、および先行する子音の韻質のちがいなど、音環

境のちがいによってことなるアロフォンz１，ｓlであらわれるし、後続の子音にあたえる影

響もことなる。

いつぽう、古代日本語の*ｉに対応する宮古諸方言の母音を中舌母音/I/[I]とみると、＊ｉ

＞Iの変化は、＊o＞u、＊e＞i、＊e＞I＞ｉなど他の狭母音化とは逆向きの変化になってしま

う｡*i＞Iの変化を想定するなら､前舌狭母音*iの舌全体とそのもりあがりの最高点を後方、

すなわち、中舌狭母音Iの位置に移動させた要因を説明しなければならないし、中舌母音Ｉ

にともなう摩擦音s､ｚ発生の要因も説明しなければならない。同様に、後続する*r、＊ｗ、

６狭母音化が呼気流のつよまりによって生じたことを上村幸雄（1989）が論述している。
かりまた（2006）とあわせて参照していただきたい。
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*jを摩擦音化させる要因と変化過程の説明ももとめられる。

中本正智（1976)、内間直仁（2005)、内間宗俊（2007）は、自らがかかげる母音多角

形の図のなかで前舌母音ｉよりも前に、しかも上の歯茎硬口蓋に接近して位置する母音を

中舌母音と記述している。前舌狭母音ｉよりも前方に位置する母音を中舌母音とみなすの

は、音声学的にみて無理がある。

あるフォネームの音韻的な特徴を記述するとき、しかも当該フォネームがことなる音韻

的な特徴をもった別のフォネームから変化した結果生じたものであるとき、変化後のフォ

ネームの音韻的な特徴についての正確な音声学的な観察が不可欠であるが、変化前のフォ

ネームの音声学的な特徴について検討することも重要であろう。そのさい、当該のフオネ

ームを特徴づける代表的なアロフォンについてのみ検討するのではなく、さまざまな条件

のもとに実現するさまざまなアロフォンについて、それが実現する条件とそれを生じさせ

た要因についても検討しなければならない。

3.2音韻変化の構造（２）

下里方言には*gu、＊ｂｕに由来するｖと*ku、＊ｐｕに由来するｆがある。下里方言のｖ

とｆは、上の歯と下唇の裏側で摩擦をつくる唇歯摩擦音だが、（１）母音と結合して音節を

形成する音節副音になることもできるが、そのほかに、（２）他の母音や子音と結合せず単

独で柏をなす成節的な子音になることもできる。

(1)且（呉れない)、ｆｂｌｚ（食おう)、ｕａｘ（豚)、uaxbi（上)、ｖｖａ（おまえ7)）

(2)ｄｏｘｖ（道具)、janavtsl（悪口)、ｋｕｖ（昆布)、ｐａｖ（ハブ)、kasavta（瘡蓋）

ｔｏｘｆ（豆腐)、ｊａｆ（厄)、ｉｆＳａ（戦)、maHbl（枕）

下里方言にはvvi（売れ)、ｖvan（売らない)、ｖｖａ（君）などの語がみられるが、これら

の語は､つよい呼気流に対抗する唇歯のふんばりがあって､語頭の*ｕが有声の唇歯摩擦音

ｖに変化し、さらに後続の*ｒをｖに同化させたものだとかんがえる。

*ure（売れ）＞vri＞vvi

＊ｕをふくむ*gu、＊ｂｕも、はじめに*ｕがｖに変化したのち、先行子音*b、＊ｇが逆行同

化によって両唇から唇歯への調音位置の変更、破裂音から摩擦音への調音方法の変更が生

じてｖと融合し、＊gu＞v､＊bu＞ｖの変化が完了したとかんがえる｡ｖに後続する*r､＊ｗ、

*jは、ｖの完全進行同化によって調音位置、調音方法の変更が生じて唇歯の摩擦音ｖに変

化している。

*ｇｕ＞ｇｖ＞ｖ ＊ｂｕ＞ｂｖ＞ｖ ＊bura＞vra＞vva

７与論方言の?ura（君)、伊江島方言の?ｌａｚ（君）と同語源で、uraから変化したものだ
とかんがえる。
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doxv（道具)、ｋｕｖ（昆布)、ａｖｖａ（油)、kuvva（脹脛・こぶらに対応）

＊ｋｕも、＊ｐｕも、＊ｕから変化したｖが先行子音*p、＊ｋを調音位置（唇歯)、調音方法

（摩擦音）に変化を生じさせ、逆に、＊P、＊1Kは、後続のｖを無声音化させるという相互

同化によって、ｆに融合したとかんがえる8)。このｆは、さらに後続する*r、＊ｗ、＊jを完

全進行同化させて無声摩擦音ｆに変化させる。

*ｋｕ＞ｋｖ＞ｆ＊ｐｕ＞ｐｖ＞ｆ＊lKura＞ｋｖｒａ＞丘a＞Bfbl

ffU（黒)、maffn（枕)、Bfbln（降らない)、toxBfb，（豆腐は・係助辞ｊａの融合形）

語末にｕをもつ名詞が格助辞ju、係助辞ｊａをともなう文法的な形式は、語末の母音と

助辞が融合して、なが母音ｕｘ（＜ｕ＋ju)、ｏｘ（＜ｕ＋ja）を生じさせるのに対して、ｔｏｚｆ

（豆腐)、ｊａｆ(厄）など語末にｆをもつ名詞は、成節的な子音、、ｎ、ｖを語末にもつ名詞

とおなじく、助辞の頭子音jを同化させて、ｆに変化させる。

tiX＋ju＞tiﾘｕ（手を）

duku＋ju＞dukuX（毒を）

ｍｕｍｕ＋ju＞ｍｕｍｕｘ（桃を）

nmn＋ju＞ｍｉｍｍｕ（耳を）

kuv＋ju＞kuvvu（昆布を）

toxf+ju＞tozBfiM豆腐を）

tix＋ja＞ti2ja（手は）

duku＋ja＞dulKoX（毒は）

ｍｕｍｕ＋ja＞ｍｕｍｏｘ（桃は）

mim＋ja＞nｍｎｍａ（耳は）

kuv＋ja＞lKuvva（昆布は）

toxf+ja＞toxHb，（豆腐は）

ｆが生成された音韻変化の要因、kura＞Bfblの変化を条件づける音環境､変化の進行過程

（*kura＞kvra＞仕a＞BfbL)、単語内で先行する*k、＊p、後続の*r、＊ｗ、＊jなどの前後の

フォネームにあたえた影響、音韻体系内での当該フオネームの位置、および、他のフオネ

ームｖ、ｍ、ｎとのparadigmaticな関係、＊u＞v、＊gu＞v、＊bu＞ｖなど他の音韻変化と

の整合性などを検討すると、ｆは、ｍ、ｎ、ｖとおなじく成節的な子音である。

ｔｏｘｆ（豆腐)、ｊａｆ(厄)、ｉｆもａ（戦）などのｆを、単独で柏をなす成節的な子音、、ｎ、ｖ

と同じとみないで、奥舌狭母音ｕをおぎなってＣＶ構造の音節とみなし、toxfU（豆腐)、

jafM厄)、ifUsaと解釈する先行研究9)がある。そのぱあい､平行しておきている*gu＞v、

*bu＞v、あるいは*u＞ｖの変化を除外し、子音のみが変化した*lKu＞fU、＊pu＞filの変化

を想定することになるし、後続子音の流音、半母音の摩擦音化は、母音ｕをとびこえた遠

隔同化ということになる｡＊ｕをそのままにして*k､＊ｐをｆに変化させた要因､変化過程、

他のフォネームや*u＞v、＊gu＞v、＊bu＞ｖの変化の整合性などを合理的に説明しなけれ

ばならない。

８ｖは、先行子音ｐ、1Kの調音点、調音方法に影響をあたえて変更をもたらして摩擦音化さ
せ、逆にＰ、ｋは、後続のｖの声門の状態に影響をあたえて変更をもたらして無声音化さ
せていて、相互同化がおきている。

９かりまたしげひさ（1987）は、それまでの研究者の見解を整理したものである○
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八重山諸方言、たとえば､第２章でのべる波照問島方言でも白保方言でも語頭で*ｕと結

合した*k、＊ｐが摩擦音化して中であらわれる。⑭ｕ（黒)、ｍａ脚ａ（枕）に語例をみる

と、宮古諸方言の*ku＞f《＊pu＞f《あるいは、＊kura＞kvra＞hPa＞Bfblと類似の変化がお

きているようにみえる。

波照間

中uＮ

①中ｕ

ｍａ⑪①ａ

in①lJtsa

白保

①ｕＮ

仲ｕ

ｍａの①a

ilm3tsa

草

血
釘
黒
枕
海

＊

ａ

銚
町
ａ

ｍ
ｏ
ｔ
，

⑪
側
⑪

ヘ
ヘ

鮒胞珊血。巾。
波
⑭
⑪
⑪
①

ｏ
ｍａ４ｒｕｏ

ａ
品
ｗ

Ｋ
｛

保
卿
伽
伽
・
巾
。

［
ロ
ハ
ｗ
品
ｗ
ふ
Ｗ
品
ｗ

*ｐｕ

二日

二人

Ｈ市（ふく）

蓋

波照間島方言のぱあい、宮古諸方言にみられる語中音節の*gu、＊ｂｕの摩擦音化も明確

にはみられない。また、語末の*血、＊ｍの母音ｉが弱化して擬音Ｎに変化しているが、

宮古諸方言の、、ｎのような成節的な子音としては機能していない。したがって、波照間

島方言と白保方言の⑪も後続の母音ｕが唇のまるめのないｍであらわれたり、無声音化

して、成節的な子音のように調音されたりしても、成節的な子音として機能しているとは

いえないだろう。

宮古諸方言の*ku＞ｆ＊pu＞ｆと波照間白保方言の*lKu＞のu、＊pu＞のｕは、共通祖方言

にはさかのぼらない変化であり、音韻変化の要因、変化を条件づける音環境、変化の進行

過程、後続の*r、＊ｗ、＊ｊなどの前後のフォネームにあたえた影響などにおおくの共通点

を有するが、音韻体系内での当該フォネームの位置、他のフォネームparadigInaticな関

係、他の音韻変化との整合性などがことなる。宮古諸方言と波照間白保方言でおきた*k、

*ｐの摩擦音化は、後述する「平行変化」である。

3.3音韻変化の構造（３）

下里方言のｓは、母音と結合して音節を形成する音節副音になることもできるが、その

ほかに、他の母音や子音と結合せず単独で柏をなす成節的な子音として音節形成に参加す

る。成節的な子音ｓは、＊si、＊ｓｕに由来し、成節的な子音ｆＷとおなじように後続するｒ

やｗを同化させて摩擦音ｓに変化させる。

sara（皿)、ｓａｔａ（砂糖)、

sta（下)、Ｓｍ（墨)、ｐａｓ

ｓｓｕ（白)、ssagix（白髪)、

kasa（笠)、企ａ（草)、ｉｆBａ（戦）

(橋)、ｍuｓ（虫）

mussu（筵)、ｓｓａｎ（知らない）
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成節的な子音ｓを語末に有する名詞の格助辞ｊｕの融合形、係助辞ｊａの融合形は、成節

的な子音ｆｖとおなじように助辞の頭子音ｊを同化させて、ｓに変化させる。

juv＋ju＞juvvu（粥を）

ｋif+ju＞kiffil（湯気を）

,nus＋ju＞mussu（虫を）

-is＋ju＞issu（石を）

juv＋ja＞juvva（粥は）

kif+ja＞kifb，（湯気は）

ｍus＋ja＞mussa（虫は）

is＋ja＞issa（石は）

ｐ、ｋと結合した下里方言の舌先母音１は、先に述べたように後続の子音*r、＊ｗ、＊jを

摩擦音化させる。これは成節的な子音ｓとおなじである。

pslsugazl（広がり)、kSlsan（切らない)、pslsa（手や足のひら）

psl、kSIを語末に有する名詞の格助辞ｊｕの融合形、係助辞ｊａの融合形は、成節的な子

音ｓとおなじく助辞の頭子音ｊを同化させて、ｓに変化させる。

aspsl＋ju＞aspslsu（遊びを）

sakS1＋ju＞sakSlsu（先を）

aSpsl＋ja＞aSPslSa（遊びは）

sakSl＋ja＞sakSlsa（先は）

つよい呼気流のおしやりによって狭母音化したｌは、声道における主要なせばめが、舌

先上面の舌くりと上歯茎の間にある舌先的母音だが、下里方言の子音S､Ｚとおなじ調音位

置によってつくられる。ｓ]の摩擦音的な韻質から、機能的には母音としてはたらく音節主

音的な摩擦音ｓとみることができる。無声子音の後のｓｌにかぎれば、その韻質は子音ｓと

おなじであり、無声音化したアロフォンがｓに統合されたとみることもできる。

宮古大神島方言には、雌（作る)、ｋＢＨ（作れ)、lKHbln（作らない）のｆのように破裂音

ｋと結合して音節主音として機能することのできるｆがある。また、宮古伊良部島佐和田

方言には､ｐｌｘｍａ(昼間)、blxblxgassa（クワズイモ)、mlzna（にら）のように破裂音ｐ､ｂ、

鼻音、と結合して音節主音として機能するそり舌側面音の１がある｡

大神島方言のｆも、伊良部佐和田方言の１も、ｋ､ｐ、ｂ、ｍと結合して音節主音になるだ

けでなく、、（入れる)、ｔｕｌ（烏)、ｐａｌ（針)、ｆＳａ（草)、ｊａｆ(厄)、ｉｆｂａ（戦）のように

単独で１拍にかぞえられる成節的な子音として単語を構成する要素にもなるし、ｔｕｎａ（鳥

は)、navvmazl（すべっこい)、ｂ（食う)、Ｈｘ（呉れる）のように音節副音になって母音と

結合して音節を形成する。後続のr、ｗ、ｊを同化させるという共通性ももっている。下里

方言のslをＳのアロフォンとみれば、音節形成能力、後続する子音を同化させるなど、１，

fとの共通点をもったものということになる。

無声破裂音ｐ、ｋと結合している］の摩擦音としての韻質、後続のｒ、ｊを同化させて摩

擦音ｓに変化させるという音節内でのふるまい、伊良部島佐和田、長浜方言や大神島方言

にみられる音節主音的な１，ｆとの共通点を重視して、］を摩擦音ｓのアロフォンとみるこ

とも可能なのである。そうすると、下里方言のｓは、音節副音としての能力、成節的な子
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音として単独で柏を形成する能力のほかに、音節主音として音節形成に参加する音節形成

能力をあわせもつ子音ということになる。そして、下里方言のｓは、伊良部島佐和田方言

の１，大神島方言のｆとおなじ音節形成能力をもつことになるのである。

pstu（人)、ｌＫｓｍｕ（肝)、pssara（平良・地名)、lKssan（切らない）

下里方言にはｓｌのほかに古代日本語の母音*iに由来するz]がある。このzlは、ｂ、ｇと

結合してあらわれるほか、他のフォネームと結合せず単独であらわれ、ｚ］と相補分布的に

あらわれる。そして、Ｓ、Ｚと同じ調音位置でつくられる舌先母音］は、ｚ１ＺＵ（魚)、zlZan

（言わない)、z1Zara(鎌10)）などにみるように後続の子音*r、＊Ｗ、＊jを摩擦音化させる。
これを有声摩擦音ｚが音節主音として機能しているとみることも可能である。

ｍａｚｌ＋jU＞ｍａｚ１ＺＵ（米を）

kabzl＋ju＞]Kabz1zu（紙を）

mUgzl＋jU＞mUgz]ZＵ（麦を）

mazl＋ja＞mazlZa（米は）

kabzl＋ja＞kabzIza（紙は）

mUgzl＋ja＞mUgzlZa（麦は）

古代日本語の母音*iに由来する形式であること、他の母音との類似性と相互関係、音節

主音としての機能、舌先化（あるいは摩擦音化）させた要因の緩和（呼気流のよわまり）

によって摩擦のよわいアロフォンの存在などを重視して母音とみる従来の見解がある。

古代日本語の母音*iに対応する下里方言の形式が母音であるのか子音であるのか、ただ

ちに決定はできないが、当該形式を検討するだけでなく、音韻体系内の位置、周辺方言と

の関係にも曰をむけなければならない。

波照間島方言、白保方言の舌先母音ｌについてもおなじことがいえるのだが、波照間白

保方言のぱあい、舌先母音］の摩擦はよわく、したがって後続の子音j、ｗにあたえる影響

もことなる。しかし、次の語例にみるように、後続の子音ｒを摩擦音化させていて、宮古

諸方言の*i＞1の変化と平行的におきたものであることがわかる。

波照間

EELssaN～ｓａＮ

ふけ（しらが）ssaga

筵

白保

ssaN～ｓａＮ

ｓｓａｇａ

ｍｕｓｓｕ

歴史的な系譜関係をもつ日本語、あるいは他の琉球語諸方言、隣接する諸方言の類似の

言語現象と比較、対照しながら、当該方言の母音体系や子音体系が形成されてきた歴史的

な過程を検討し、当該方言の母音体系、子音体系の現在の構造と体系をあきらかにしなけ

ればならないとかんがえる。

宮古諸方言の舌先母音については、ThomasPenarrd（2007）が言語類型論の観点をふ

まえながら詳細に論じている。

１０沖縄島中南部および周辺離島の?irana、？irara（鎌）と同語源の語｡
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音声学の観点から一種の接近音と認め､類型論的にはいわゆるFricativevowelに類

似していると見て、舌先母音説に近い考えをとった。一方、音韻論の観点から母音よ

りひびき音の子音に類似していることを指摘し、半子音説に近い立場をとった。（略）

音素を個別に見るのではなく、音韻体系全体、また記述体系全体から見るべきであ

ろう。Ｔｈｏｍａｓ（2007.PP18）

かりまた（2007）の記述や本稿の記述もTllomas（2007PP18）にちかい考えをのべて

いる。舌先母音については、八重山諸方言をも視野にいれて再検討したうえで、別の機会

にくわしく論じたい。

４系統類縁関係と音韻変化'1）

近接する方言間の類似する音韻変化が共通祖方言に由来するものなのか、あるいは分岐

後にそれぞれで類似の変化をとげた結果なのかを明確にしなければならないし、とおくへ

だたった方言間の類似の音韻変化がなんのつながりもないみせかけの一致なのか、あるい

は、何か共通の理由による音韻変化なのかを明確にしなければならない。

複数の方言間の音韻変化を比較したり、音韻変化の相互関係や体系`性を検討したりする

にも（１）対象となるフオネームの韻質、（２）由来するフオネームの韻質、（３）音韻変化

の要因、（４）変化を条件づける音環境、（５）変化の進行過程、（６）音韻体系内での当該フ

ォネームの位置、（７）他の音韻変化との関係。整合性などを具体的に検討することが必要

である。そうすることで方言間の音韻体系や個々のフォネームの近似性の度合いがはから

れ、方言間の類縁関係をあきらかにするためのてがかりをえることができるのである。

4.1ホモロジーと相似変化

宮古八重山諸方言において語頭の半母音*ｗが破裂音ｂに変化している。宮古八重山諸

方言のつよい呼気流に対抗する唇でのふんばりが要因でおきた半母音の破裂音化*ｗ＞ｂ

は、後続の母音がａでもｉでもｅでもｏでもおきていて、宮古諸島、八重山諸島の全域の

方言にあまねくみられる。

(亥)、biruN（酔う）（与那国島祖納）

(亥)、biXruN（酔う）（竹富町波照間）

(亥)、biXruN（酔う）（石垣市石垣）

batａ（腹)、ｂｕｔｕ（夫)、

batａ（腹)、ｂｕｔｕ（夫)、

badａ（腹)、ｂｕｄｕ（夫)、

(藁)、

(藁)、

(藁)、

bｉｘ

ｂ１ｘ

ｂ１ｘ

bara

bara

bara

、琉球語におきた音韻変化には、狭母音化や同化のような内的要因による変化と、借用や

大言語の影響など言語接触による外的要因による変化があるだろう。内的変化のぱあいも、

狭母音化や同化のように長い時間にすこしずつ進行する変化と、音位転換のように短い期間

に進行する変化もあるだろう。
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bara（藁)、batａ（腹)、ｂｕｔｕ（夫)、ｂｚｌｘ（亥)、bjuzzl（酔う）（宮古島市下里）

しかし、＊ｗ＞ｂは、奄美沖縄諸方言ではほとんどみられないので、奄美沖縄諸方言と宮

古八重山諸方言が分岐したあとの変化であり、しかも宮古八重山諸方言の下位方言に分岐

するまえにおきていたとかんがえる12)。ことなる方言間の類似の現象が共通祖方言（宮古

八重山祖方言）からひきついだ形式であるとき、それを「ホモロジー」（homology歴史的

相同）とよぶ。白保方言と波照間島方言は、きわめておおくの共通の形式をもつ。その共

通の形式は、波照間島方言と白保方言が分岐する以前から有し、分岐したのちもかわらず

保持されているものであれば、ホモロジーである。

ことなる方言のあいだにみられる類似の形式が共通祖先にさかのぼるものではなく、独

立した下位方言で別々におきた変化によって形成されたものであるとき、その変化を相似

変化とよぶ。相似変化には、「平行変化」と「収數変化」とがある。由来する形式は祖方言

にさかのぼるが、分岐後に、変化の要因、音環境、変化過程などを同じくして平行的に変

化し、同じ形式に変化するぱあいを平行変化'3)という。それに対して、収數変化14)は、由

来する形式や変化の要因、変化過程などを異にしながらも、結果として類似の形式に変化

するぱあいをいう。

4.2平行変化

波照間島方言、白保方言で語末に擬音Ｎの音挿入aditionがよくしられている。

波照間

p9toN

paN

kgts1N
aN

naN

Ｎ
Ｎ

柵
岬
剛
姻
狐
帆

鳩

歯

去年にぞ）

粟

縄

しかし、波照間島方言だけにみられる音挿入と、白保方言だけにみられる音挿入とがあ

１２今後の宮古八重山諸方言の詳細な調査によって、ｗ＞ｂがホモロジーでなく、平行変化
であるとみなければならないことをしめす現象がでてくる可能性はある○

１３人杉隆一ほか（2005）では平行進化を「生物の進化において、共通の祖先から分かれ
た子孫が、同様の傾向を示すこと」と定義している。

１４人杉隆一ほか（2005）では収教を「系統の異なる複数の生物が、類似する形質を個別

に進化させること。（略）系統学的には、収敦はホモプラシー（非相同）に含まれる。つま

り、収敦は、系統解析の過程で、共通祖先から伝わった相同形質としては説明できない派

生的形質状態の共有を説明するために想定される形質進化上の仮説の－つである。収數と

並行進化とのちがいは、後者が共通祖先から受け継がれた共通の遺伝的基盤を前提とする

個別進化であるのに対し、前者が共通の遺伝的基盤を前提としない個別進化であるという

点にある｡」と定義している。
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って、語末Ｎの音挿入は共通祖方言にさかのぼらない可能性がある。そうであるなら、語

末への擬音Ｎの音挿入は、波照間島方言と白保方言に分岐したあとの平行変化である。

波照間

ａｄｚａＮ

ｐｉＮ

ｎｉＮ

ｇｕｍａＮ

ｇｕｍｂｏＮ

ｏ

眠畑・肌・仰錘ｍ ｍｍ

麻
菩

痔
屈
根
胡
牛

波照間

典te
naba

白保

中l3teN
nabaN

額（ひたし､）

きのこ

沖縄島今帰仁村方言に*ki＞t3i、＊gi＞d3iの破擦音化がみられ、沖縄島中南部諸方言に

も*ki＞tJi、＊gi＞d3iの破擦音化がみられる。しかし、今帰仁方言以外の北部諸方言では
破擦音化はみられず、破擦音化は、共通祖先にさかのぼらず、それぞれの方言で個別に発

生したものである。今帰仁方言と中南部諸方言の破擦音化は、由来する形式と変化後の形

式、音環境、破擦音化の要因、変化の過程などにいたるまで同じであるとみとめられるの

で、平行変化である。

奄美沖縄諸方言で*e＞I＞ｉの変化が起きていて、宮古八重山諸方言で*e＞ｉの変化が起

きている。沖縄島中南部諸方言の*ｅに由来するｉをふくむ音節と宮古諸方言の*ｅに由来

するｉをふくむ音節はきわめて類似の形態をとる。しかし、宮古八重山諸方言のぱあい、Ｉ

を経た明確な形跡がないことから、共通祖先にさかのぼらないとすれば、奄美沖縄諸方言

と宮古八重山諸方言に分岐する以前に、この変化がおきていたとは想定できないことにな

る。しかし、このばあい、同じ形式（母音）がおなじ要因（呼気流のつよまり）によって

狭母音化しているので、ふたつの変化は平行変化である。

波照間島方言と白保方言の語頭の*tsuは､歯茎前舌の破擦音が摩擦音化し、母音は歯茎

前舌音との同化によって舌先母音１になっている。波照間島方言のぱあい、語中*tsuの子

音はおおくが破擦音tsのままで､母音は］に変化している。白保方言のぱあい､一部にtsl

がみられるが､おおくは母音がｉであらわれ､子音も口蓋音化していて､tliになっている。

波照間島方言と白保方言の語中の*tsuは、平行変化がおきているようにみえる。

ａ

ａ
ａ
１
Ｋ
ａ

ｎ
ｏ
ｒ
ｏ
Ｓ
ｒ
・

問
宅
宅
歩
宅

照
、
。
ｍ
・
ｒ
ｍ
ｏ

波
剣
則
剣
剣

白保

sJ9a～ｓｎａＯ

ｓＪｌ:ａ～ｓｒａＯ

ｓＪｋａ～ska

sJ:ａ～ｓｒａｏ

語頭の*tsu

綱

面

柄

顔(つら）

語中の*tsu 波照間 白保
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つ
つ

［
ロ

１
と
た
つ
つ
つ
つ
つ
月
月

五
夏
松
ひ
ふ
三
四
六
七
八
２
３

iska～isJka

natsU

mattsl

pstutzl

⑩t'axtzl～の図t'axtzl

miztzl

juxtzl

弓Xtzl、muxtzl

nanatzl

jaxtzl

nmgots1

sangotsl

itska～itsJka

natlI

mattsl

pjtitlj～mtitlJ

中t'axtli～典t,axtli

mixtlI

juxtll

mtli～nxtlj

nanatli~nanatlj

jaxtn

ningatlI

sangatjI

しかし、語末に*tsuをもつ単語を宮良當壯（1930）『八重山語彙」で確認してみると、

ningwatSI、SIngwatSI､saUgwatSI､gungwatSIJitSIgotSI、p9tSIngwatSI、kungwatsl､dz

IngwatSI、d31xitSIngwatSIで記載されている。「八重山語彙」のtSIがかりまたの調査では

tllに変化していたということになる。＊tsu＞tslは、ホモロジーとして波照問白保祖方言

にあったが、宮良當壯（1930）からかりまたの調査した1990年までのあいだに、白保方

言において*tsu＞tsl＞tliと変化したものとかんがえられる。

祖方言からホモロジーとしてひきついだ形式が一方の方言においてあらたに発生した要

因などによって変化したぱあい、ふたつの方言間のちがいが平行変化によるものなのか、

あらたな変化によってホモロジーから変化したものなのかの判別がむつかしいのではない

だろうか。詳細かつ慎重な検討が必要だろう。

4.3収教変化

とおくはなれた方言間にみられる類似の音韻変化として、波照間島方言の有声子音の

無声子音化と宮古大神島方言の無声子音化がしられている｡波照間島方言や石垣島白保

方言にみられる*g＞k、＊b＞p、＊d＞tの無声子音化と宮古大神島方言の*g＞k、＊b＞p、＊

d＞tの無声子音化は、由来する形式を有声破裂音*b、＊｡、＊ｇに限定すると、同じ変化が

起きているようにみえる。

しかし、波照間島方言の無声子音化は、破裂音だけでなく、鼻音*ｍ、＊n、流音*rでも

おきている。いつぽうで、波照間島方言の有声破裂音の無声子音化は、語頭音節ではみら

れず、第２音節以下のしかも先行音節の子音が無声子音のぱあいに限定されている。

(壷)、ｓｑｐａ（鱸)、kqtli（風)、kqtsl（舵)、ｓＵｔｉ（袖)、ｋ４ｄｕ（角）

(盤)、ｐｑｎ（針)、ｐ四ａ（鼻)、ｋ餌ｉ（金属)、k2n9a（竈)、sln9u（肝）
(芭蕉)、garas（烏)、ｂｕｘ（麻)、ｉｇａｘ（烏賊)、nagabi（中指)、ｄ3ｍ（銭）

Sqpu

tare
Oo

basax

波照間島方言のばあい、無声子音化する形式に条件があり、その条件を満たしたアロフ
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オンは無声子音化するが、条件をみたさないアロフォンは無声子音化しないので、有声子

音と無声子音の対立がうしなわれるわけではない。また、無声破裂音*b、＊｡、＊ｇの一部

のアロフォンが無声子音化してｐ、ｔ、ｋに統合して安定するが、無声子音化した\、ｑ、

ｍは、つよい呼気流をともなって発音されるときは無声子音化したアロフォンで実現する

が、呼気流のよわい発話において容易に有声子音で実現される不安定なアロフォンで

ある。

波照間島方言の無声子音化は、破裂音だけでなく、鼻音、流音にもみられること、無声

子音および無声音化した母音に先行される音環境にかぎっておきていること、呼気流のよ

わい発話のぱあい、：、ｑ、１１３がr、ｎ、ｍであらわれることなどから、先行音節の無声子
音のつよい呼気流が母音を無声音化させ、さらに後続の有声子音も無声音化させた、つよ

い呼気流のつよすぎによる音韻変化であるとかんがえる。波照間島方言の無声子音化は、

つよい呼気流を背景にした進行同化で、しかも、調音点、調音方法の変化のない、無声音

化だけの部分同化である。

大神島方言の無声子音化は、鼻音、流音ではおきておらず、有声破裂音に限定されてい

る。そして、有声破裂音であれば、語頭でも語中でも無声子音化し、先行､U後続の子音と

母音の韻質もとわないのである。

turu（泥)、ｐａｓａ（芭蕉)、kakam(鏡)、ｎａｐｉ（鍋)、ｐｕｚ（麻)、ｋａｔｉ（風)、ｔiｎ（銭）

大神島方言のぱあい、結合する母音、単語内の位置に制限がなく、すべての有声破裂音

が無声子音化して有声破裂音b、ｄ、ｇと無声破裂音ｐ、ｔ、1Kが統合し、破裂音における無

声子音と有声子音の対立がうしなわれ、子音体系もおおきく変化している。

大神島方言の無声子音化は、どのようにして実現したのであろうかｂ

大神島方言の舌先母音1のうち無声子音にはさまれてあらわれるｱﾛﾌｫﾝｓｌは､摩擦

音ｓと同じく摩擦がつよく、半子音とみなすことも可能である。そのぱあい､後続するｒ、

jなどが摩擦音化してあらわれる。＊ku＞ｆ＊pu＞ｆ＊gu＞v、＊bu＞ｖなどの摩擦音化や、

それにともなう後続子音の摩擦音化もみられる。

kSlkl（月）、psltu（人)、pslsara（平良)、ｓｓａｍ（乱)、passａ（柱）

Hfも，（草)、maHb，（枕)、Ｂｉ，（黒)、ｐａｕ（蛇)、ａｖｖａ（油)、ｕｖａ（おまえ）

他の子音と結合しないであらわれるアロフォン］と有声子音と結合したアロフォンlは、

摩擦がとてもよわいかまったくきかれないこともある。また、舌先母音］にr、ｊが後続す

るとき､舌先母音ｌの摩擦がよわいため､他の宮古諸方言のような摩擦音化がみられない。

]：（飯)、１０(魚)、ｌａｒａ（鎌)、ｐｌｋｉ（髭)、ｐｌｔａｌ（左)、mk1（右)、

大神島方言のばあい、かつて、呼気流のつよい時期があり、他の宮古諸方言と同様の変

化をおこしたが、その後に呼気流がよわくなり、］の摩擦もよわくなったものとかんがえ

る。大神島方言の有声破裂音の無声子音化は、この呼気流のよわまりと連動しておきたと
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かんがえる15)Ｏ呼気流のよわまりによって声門下圧が相対的にさがり、声道内の気圧との

差がちぢまって声帯の力強い振動がえられなくなって、有声破裂音が無声破裂音に変化し

たのである。語頭、語中にかかわらず呼気流がよわまるので、いろいろな音環境の有声破

裂音が無声子音化していて、波照間島方言の無声子音化とはことなるのである。

波照間島方言の無声子音化も大神島方言の無声子音化も、いずれも空気力学的な力が関

与した音韻変化であるが、前者は呼気流のつよまりによって、後者は呼気流のよわまりに

よっておきている。また、前者は先行音節の無声子音のつよい呼気流が結合する母音を無

声音化させ、さらに後続の有声子音をも無声音化させていて、同化という面もあわせもつ

のに対して、後者は先行、後続のフォネームにかかわりなくおきている。同化による無声

音化があるし、同化によらない無声音化があるのである。

有声破裂音*b、＊｡、＊ｇの一部のアロフォンに限定すれば、両者は同じ無声音化といえ

るが、そこに限定してみても、音環境も変化の要因もことなるし、音韻体系におよぼす影

響の点でもおおきくことなる｡無声子音化の全体をみると､両者にはおおきな違いがある。

ふたつの方言の無声音化は、共通の祖先（宮古八重山祖方言）には存在しておらず、そ

れぞれの方言で個別におきた変化である。しかも、音韻変化の要因、音韻変化を条件づけ

る音環境、変化の進行過程、音韻体系内での当該フォネームの位置、他の音韻変化との関

係・整合性などがおおきくことなっていて、波照間島方言と大神島方言の無声音化は収數

変化である。

宮古諸方言にも両唇破裂音*ｐと軟口蓋破裂音*ｋの摩擦音化がみられるし、奄美沖縄諸

方言、とくに沖永良部与論沖縄北部諸方言にも*p、＊ｋの摩擦音化がみられる。ふたつの

摩擦音化は、平行変化なのであろうか、収敏変化なのであろうか。

宮古諸方言のぱあい、母音*ｕと結合した無声破裂音*p、＊ｋが唇歯の摩擦音ｆに摩擦音

化し、他の母音と結合した*P、＊ｋは摩擦音化していない。八重山諸方言のなかには石垣

市石垣方言のように*pu、＊ｋｕがｆをへてｈｕ（⑪）に変化している方言がおおい。宮古諸

方言でもわかい世代ではｆがｈｕであらわれることもすぐなくない。

無声破裂音*p、＊ｋだけでなく、＊ｕと結合した有声破裂音*b、＊ｇもおなじように唇歯

の摩擦音ｖに変化していて、＊pu＞f；＊ku＞fの変化と*bu＞v、＊gu＞ｖの変化が連動して

平行的におきているし、原則として、語頭でも語中でもおなじように摩擦音化していて、

音環境をとわない。ただし語中の*ｐｕは琉球祖語の段階で中をへて消失していたとかんが

えられる｡石垣市石垣方言では*bu､＊ｇｕがｖをへて､ｗやｂに変化しているようである。

f１ｊｕ（冬)、ftaXzl（二人)、ｔｏＸｆ（豆腐)、ｆBａ（草)、ifSa（戦)、ｊａｆ(厄)、maffhl（枕)、

kasavta（瘡蓋)、dzmavva（脳)、ｄｏｘｖ（道具)、janavtsl（悪口)、toxvva（台所）

下地町与那覇

①Uju（冬)、のUtaxr1（二人)、ｍａ脚ａ（枕)、中,lsa（草)、⑭ａ（蔵)、沖Utsl（幾つ)、
aba（油)、dzaba（脳みそ・髄油)、toxra（台所・トグラ）石垣市石垣

１５呼気流のよわまりによる破擦音の破裂音化もみられる。かりまた（1993）を参照。
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それに対して、沖永良部与論沖縄北部諸方言の無声破裂音*ｐの摩擦音化は､結合した母

音が*a、＊o、＊ｅのぱあいに限定されている下位方言と、すべての音環境で摩擦音化して

いる下位方言がある。また、与論島方言のように*ｐの摩擦音化していない方言もある。沖

永良部与論沖縄北部諸方言の*ｋの摩擦音化は、結合した母音が*a、＊o、＊ｅのぱあいにお

きている下位方言があるし､,同じく＊a、＊ｏのぱあいにおきている方言がある。また、語

中の*ka、＊ko、＊keの摩擦音化は、後述するように、先行音節の母音も*a、＊o、＊ｅでな

ければならないという制約がある。

沖永良部与論沖縄北部諸方言の*ｐは、両唇摩擦音０を経てｈに変化し、＊ｋは、軟口蓋

摩擦音ｘを経てｈに変化していて、両者は変化過程もことなる。宮古諸方言では*pu＞ｆ

*lKu＞ｆと並行的に*bu＞v、＊gu＞ｖの摩擦音化がおきていたが、沖永良部与論沖縄北部諸

方言では有声破裂音*b、＊ｇの摩擦音化はみられない。

pana（鼻)、ｐana（花)、ｐａｉ（針)、ｐｕｘ（帆)、ｐｕＪｎ（骨)、ｐｉｒａ（篦)、ｐｉｘ（屍）

hadi（風)、ｈａｍ（金）、ｈｏｚ（皮)、⑩uｉ（声)、中udu（去年)、Pix（毛）与論町城

p⑪ana（鼻)、ｐのaｉ（針)、⑪uni（骨)、ｐのuｘ（穂)、ｐ中ira（篦)、ｐ⑪iｘ（屍)、ｐ⑪iｚ（火）

hari（風)、ｈａｘ（皮)、hagam（鏡)、Ｑｉｘ（毛)、中u血（米)、中uｉ（声）国頭村宇嘉

宮古諸方言と沖永良部与論沖縄北部諸方言とでおこった破裂音の摩擦音化は、由来する

形式も音環境も変化の過程もことなるし、変化後の形式もことなっている。ふたつの方言

グループでおきた摩擦音化も収数変化である。

4.4発生拘束

宮古諸方言で*o＞u、＊e＞i、＊i＞］の狭母音化をひきおこした呼気流のつよまりは、そ

れと連動して*pu＞Ｒ＊ku＞f（＊bu＞v、＊gu＞ｖの破裂音の摩擦音化、＊ｗ＞ｂの半母音の

破裂音化もひきおこしている。その結果、舌先母音］が生成されたり、母音体系に再編が

生じたりしているし、唇歯摩擦音ｆｖと成節的な子音が生成され、半母音ｗがなくなる

か大幅に減じるなど子音体系にもおおきな再編が生じている。

呼気流のつよまりは、沖永良部与論沖縄北部諸方言においても*o＞u、＊e＞I＞ｉの狭母

音化をひきおこして母音体系の再編をひきおこしている。さらに、＊ke＞hi、（あるいは9i）

＊1ｍ＞hu、（あるいはのu)、＊to＞su､＊te＞｣i、＊po＞中u、＊pe＞⑩iなどの摩擦音化も連動

してひきおこしている。また、呼気流のつよまりは、＊o＞u、＊e＞I＞ｉという韻質の変化

をともなう狭母音化だけでなく、それ自体の韻質には変化のみられない母音*a、＊u、＊ｉ

にも影響をあたえていて、＊ka＞ha、＊ta＞sa、＊pa＞①ａなど、＊ａと結合した先行子音の

摩擦音化や、＊u、＊ｉと結合した破裂音の喉頭音化*pu＞p,u、＊ku＞k、、＊pi＞p，i、＊ki＞

ｋHや喉頭破裂音の発生*u＞?u、＊i＞?iなど､おおくの音韻変化をひきおこす要因にもなっ

ていて、奄美沖縄諸方言においても子音体系のおおきな再編をひきおこしている。

もちろん、琉球語の諸方言において呼気流のつよまり以外にも音韻変化の要因は存在す

る。個々の母音、子音の韻質が前後の母音、子音に影響をあたえて変化させる筋弾性的な
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条件がつよく作用しておきるさまざまな同化があるし、リズム＝アクセント的な条件が作

用しておきる音韻変化もある。聴覚的な類似`性のゆえにおきた音韻変化や音位転換などの

音韻変化もある。しかし、呼気流のつよまりは、狭母音化、破裂音の摩擦音化、半母音の

破裂音化、無声破裂音の喉頭音化、有声子音の無声子音化など、一見して関連がなさそう

にみえるさまざまな音韻変化に共通する要因としてはたらき､音韻変化に方向性をあたえ、

下位方言ごとの音韻体系を形成するうえでの重要な要素になっている。

琉球語諸方言の呼気流のつよまりのようにおおくの音韻変化の要因になり、音韻変化の

方向』性に負荷をかけることを本報告では「発生拘束」とよぶことにする。琉球列島の諸方

言を琉球語として統一し、琉球語の下位方言を琉球語たらしめる強力な要因としてはたら

く発生拘束が呼気流のつよまりであり、琉球語諸方言の音韻体系の形成におおきく関与し

ているとかんがえる。

語頭で*k＞ｈの変化のみられる喜界島の諸方言、沖永良部島の諸方言、与論島の諸方言

では、語中でも*k＞ｈの変化がおきている。同じく語頭で*k＞ｈの変化のみられる沖縄島

北部の諸方言でも語中での*k＞ｈの変化がおきている。これら地域の語中のｋ＞ｈの変化

は、結合する母音が*a、＊e、＊ｏであればよかった語頭の*k＞ｈとはことなり、＊ｋに先行

する音節の母音も*1Kと結合する母音も、いずれも*a、＊e、＊ｏでなければならない。語頭

の*k＞ｈと語中の*k＞ｈとは、摩擦音化の条件にちがいがある。

奄美大島、加計呂間島の諸方言、徳之島の諸方言では、語頭では*k＞ｈの変化のみられ

ないのだが、語中ではｋ＞ｈの変化がおきている。これら地域では語頭と語中という音環

境のちがいが重要な因子としてはたらいて、語頭の*k＞ｈと語中の*k＞ｈがかならずしも

同じではないことがわかる。

奄美沖縄諸方言のこれら下位方言における語中の*k＞ｈは､語頭の*k＞ｈとはことなり、

さまざまな姿であらわれ、発生拘束となる空気力学的な力の負荷のかかりかたにおおきな

ちがいのあることがわかる。奄美沖縄諸方言の個々の下位方言は、空気力学的な力が発生

拘束となるという共通性を有するゆえに類似の音韻変化がみられ、結果として、類似の音

韻体系を有するのだが、個々の下位方言ごとに発生拘束の負荷のかかりかた、変化を顕在

化させるための条件のちがいや変更があって、個々の下位方言を他の下位方言から区別す

る特徴をうみだしていくのであろう。

奄美大島南部方言では、語中*1Kは摩擦音化してｈのままのこっているのに対して、奄

美大島北部方言では､語中の*1Kは摩擦音化したあと消失している。以下は､瀬戸内町諸鈍

の語例。

nahax（仲)、？allaxsa（赤さ）

tohox（蛸)、jOllox（擢・イヤコに対応16)）

s6h6x（酒)、deh6x（竹)、hat6xh6（畑)、sehexrjum（裂ける）

lKohoxro（心)、kohoxnot（九つ)、mohox（婿・モコに対応）

w6h6x（桶）、

血
、
珈
伽
山

一
一
一
一
一

＊
＊
＊
＊
＊

'６「擢」をあらわす宮古島市下里方言のzzaku、トカラ列島宝島方言のjakoなど諸方言
の比較から、祖形を*ijakoと推定した。
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瀬戸内町諸鈍方言や龍郷町瀬留方言などをみると、ｋをはさんだ前後の母音（*ake、＊

alKo）が遠隔同化（ＧＭあるいはｃｘ、oho、あるいはoz）をおこしていて、奄美大島北部

方言のぱあい、母音の同化のあとにｈが消失したとかんがえる。以下は、龍郷町瀬留の語

例。

ｅ
ｏ
ｅ

止
血
血

＊
＊
＊

’
’
一

Ｓｃ（酒)、雌（竹)、hate（畑）

koxro（心)、koznotSI（九つ)、ｍｏｘ（婿）

we（桶）

沖永良部島方言、与論島方言では、語中の*ｋは摩擦音化し消失しているが、母音の同化

はおきていない。以下は、与論町城の語例。

伽
血
血
伽
伽

一
＊
＊
＊
＊

＊
｜
’
一
一

nax（仲)、ｔａｚ（鷹・サシバなど)、？axsai（赤い）

ta⑩ｕ（蛸)、ｊａ｡ｕ（擢）

Ｓａｉ（酒)、ｄａｉ（竹)、pattai（畑）

kuxro（心)、］Kuznuka（九日)、tuxru（所）

uｉ（桶）

沖縄島北部諸方言でも語中で*ｋ＞ｈの変化はおきているが､母音の同化もおきておらず、

ｈの消失もみられない。以下は、国頭村辺野喜の語例。

allａ（赤)、ｎａｈａ（中)、sahakuneN（高くない）

saのｕ（蛸)、gwexku（擢）

ra9i（竹)、ha9iti（水をかけて)、ｓａｋｉ（酒)、中ataki（畑）

ku⑩unuti（九つ)、ｍｕ中ｕ（婿）

uzlKi（桶)、ｕ①iti（起きて・オケテに対応）

血
血
血
、
血

＊
＊
＊
＊
＊

’
｜
’
一
一

沖縄島北部諸方言の語中の*k＞ｈは、奄美大島、徳之島、沖永良部島、与論島の各方言

のように規貝'｣的にみられるわけではなく、今帰仁村方言や名護市方言などでは条件がみた

されていても摩擦音化していない単語があって、地域によって摩擦音化の度合いの変異も

おおきい。しかし、語頭の*k＞ｈは、語中のばあいにくらべると、ひろくみられる。沖縄

島中南部諸方言のぱあい、＊ｋの摩擦音化は、語頭でも語中でもおきていない。

分岐するまえの奄美沖縄諸方言の祖方言において語中の*k＞ｈが発生していたとみるな

ら、ホモロジーだが、沖縄島中南部諸方言でみられないこと、上にみたような下位方言ご

との変異がみられることなどから､語中の*k＞ｈが祖方言にあったとはかんがえられない。

奄美沖縄諸方言における語中の*k＞ｈは平行変化である。

語中の*k＞ｈは、変化後の形式に変異がみられるが、由来する形式、音環境、変化の要

因がおなじである。変化後の形式の変異は、＊k＞ｈが完了したのちに奄美徳之島諸方言、

沖永良部与論沖縄北部諸方言のそれぞれの下位方言グループであらたな条件が発生したり、
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発生拘束となる呼気流が微妙によわまったり、さらにつよまったりして差異が生じて、ち

がう方向に変化した結果ではないかとかんがえる17)。

平行変化としての語中の*k＞ｈの変化をひきおこす呼気流のつよまりが発生拘束として

下位方言でも機能して、平行変化がみられる。奄美沖縄諸方言で進行する狭母音化、ある

いは宮古八重山諸方言で進行する狭母音化も、それぞれの方言グループ内でおきた平行変

化であり､呼気流のつよまりが発生拘束となっている｡祖方言に存在したつよい呼気流は、

下位方言に分岐したあとも保持され、それが発生拘束として発現することによって平行変

化をひきおこすのだが、下位方言で狭母音化が実現するとき、下位方言によっては発生拘

束の条件に変更が生じるものがでてきて、変化後の形式に変異があらわれたのであろうと

かんがえる。

４５構造的拘束

宮古諸方言の狭母音化は、いずれもつよい呼気流が発生拘束になっている。＊u＞ｖの変

化もつよい呼気流が要因になっている。しかし、＊o＞u、＊e＞iの変化は、語頭、語中、語

尾のいずれの位置においても、結合する子音の韻質をとわない変化であるのに対して、＊ｕ

＞ｖの実現には制限がある。

＊ｕは、＊g、＊b、＊k、＊ｐと結合したとき、ｖに変化し、さらに、先行子音と同化してｖ、

fを生成させるのだが、＊s、＊ts、＊｡z、＊ｒと結合するときには、＊u＞ｖの変化が実現され

ず、したがって先行子音をｖ､ｆに摩擦音化させない｡逆に、先行子音との同化がおきて*ｓｕ

＞s、＊tsu＞tsI、＊dzu＞dzlに統合されたり、＊ru＞zlに変化したりする。これもつよい呼

気流が要因になっているが、先行子音の歯茎舌先音という韻質に優先された結果、ｖ、ｆに

変化せず、ｓ]、ｚｌに変化したのである。同様に、鼻音*、、＊ｎと結合した*ｕは、ｖ、ｆにも、

sl、ｚｌにも変化せず、そのまま、U、ｎＵであらわれたり、成節的なｍ、ｎであらわれたり
する。鼻音、、ｎは、呼気流が鼻むろにぬけて、そこで共鳴がおきるため、口むろ内の呼

気圧が十分にたかまらないという鼻音に特有の韻質に条件づけられ、ＵをＶやS】、ｚ]に変

化させなかったのであろう。

さらに、＊u＞ｖは、＊gu＞v、＊bu＞v、＊ku＞ｆ＊pu＞fの変化だけでなく、＊ura＞ｗａ、

*gura＞vva、＊bura＞vva、＊lKura＞Hf､、＊pura＞ffblのように後続子音の摩擦音化を誘導

し拘束している。＊u＞ｖにともなって、先行子音を逆行同化させてｖに統合するか、先行

子音と相互同化してｆに統合するかは、先行子音が有声子音なのか、無声子音なのかによ

って拘束されている。同時に、語頭子音が有声子音*ｇ、＊ｂであるか、無声子音*k、＊ｐ

であるかという韻質が、後続する流音ｒや半母音j、ｗをｖに進行同化させのか、ｆに進行

同化させるのかを拘束している。

音節（あるいは音節連続）を構成する個々の形式であるフォネームが、それ以外の他の

形式に対して発生負荷となり、逆にそれらによってひとつの構成要素が負荷を負っている

１７たとえば､奄美大島北部方言と南部方言のぱあい､前者は１音節２拍の語を短く発音す

る傾向があるのに対して、後者は閉音節構造の語を発達させているという、リズム＝アク

セントの違いが関与している可能`性があるが、今後の検討課題である。
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状態、すなわち、構造にしばられて発生拘束の実現／非実現が左右される。この構造的な

拘束は、狭母音化とそれに伴う前後の子音変化のように、連動しておきる音韻変化をトー

タルに検討するぱあいに重要である｡

構造的拘束は、それを構成する要素のセットによって条件づけられるが、構成要素のそ

れぞれが音韻変化の過程において「条件づけるもの」と「条件づけられるもの」の関係に

なる。呼気流のつよまりがあっても構造的拘束の適用を疎外するあらたな条件の発生によ

って、あるいは、構成要素のひとつに変更が生じることによって、当該の音韻変化がひき

おこされないで別の音韻変化が生じたり、音韻変化そのものがおきなかったりすることも

あるのである。

宮古諸方言におきた*i＞1も、＊ｕ＞ｖと同様に、＊bi＞bzl、＊gi＞gzl、＊pi＞psl、＊lKi＞kS1

の発生拘束としてはたらくが、＊iがSlになるか､Z,になるかは､先行子音が無声子音*p、

＊ｋか､有声子音*b、＊ｇかに条件づけられている。同時に、＊pira＞pslsa、＊kira＞k8lsa、
*bira＞bzlza､＊gira＞gzlzaなど後続する流音､半母音の摩擦音化を誘導し拘束している。

つよい呼気流が発生拘束として狭母音化をおこすとき、＊iがs]､あるいは､z,になるのは、

*ｉの前舌狭母音という韻質に条件づけられているのだが、それが破裂音*p、＊b、＊k、＊ｇ

と結合したときにおきるのに、＊、＊ｎと結合したときにおきないのは、＊ｍ、＊ｎの鼻音

としての韻質に条件づけられているからである。ここでも先行音節の子音の韻質が後続音

節をｓに変化させるか、ｚに変化させるか、あるいは変化をおこさせないかの構造的拘束

の負荷としてはたらいているのである。

波照間島方言で有声子音の無声子音化には、先行音節に無声子音が存在し、先行音節の

母音がつよい呼気流によって無声母音化するという条件があってはじめて実現する構造的

拘束である。＊b＞p、＊｡＞t、＊g＞k、＊｡z＞tsのぱあい､すでに存在していた*p、＊t、＊k、

*ｔｓと統合して安定した存在となるのだが、＊ｍ＞､9、＊n＞弓、＊r＞暫の変化が安定したフォ
ネームとならずアロフォンのままとどまるのは､鼻音､流音の韻質､無声子音化した鼻音、

流音がつねにつよい呼気流によってしか生成されないというフォネームとしての不安定さ

があり、呼気流がよわまると有声の鼻音、流音で調音されるためであろう。ここにも構造

的拘束を発現させた条件の変更（呼気流のよわまり）によって、予定されていた構造的拘

束が負荷として機能しなかった例をみることができる。

構造的拘束のぱあい、音節、あるいはその連続を構成するひとつの要素の消失、あるい

は要素の韻質の変更、発生拘束となる呼気流量の変更などによって、特定の構造の変化を

ひきおこしたり、構造的拘束が発現しなかったりするのであるｏ

狭母音化をひきおこした呼気流のつよまりは、発生拘束として琉球語の諸方言を琉球語

として統一する音韻論的特徴をうみだし、音韻体系をつくりだした重要な要素である。し

かし、下位方言のなかには、発生拘束、あるいは、それを実現にみちびく条件に少なから

ぬ変更が生じて、他の下位方言にはみられない音韻変化が生じ、他の方言とはことなる音

韻論的な特徴を有するようになったものがある。

個々の方言、あるいは下位方言グループごとにことなる形式があらわれるのは、発生拘

束を誘導する条件が個々の方言ごとに、あるいは、下位方言グループごとにことなってい

たからである。その結果、個々の方言、あるいは下位方言グループは他のそれから区別さ

れることになるのである。
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つよい呼気流が発生拘束になっておおくの音韻変化がひきおこされ、その結果として生

じたフォネームによって特徴づけられる宮古諸方言のなかにあって、大神島方言は、呼気

流がよわまって発生拘束におおきな変更が生じている。摩擦のつよかった舌先母音の摩擦

がなくなったり、破擦音が破裂音に変化したり、そして、有声破裂音が無声破裂音に変化

したりしているのである。舌先母音】に後続する流音、半母音の摩擦音化もみられない。

しかし、それにもかかわらず、大神島方言が宮古諸方言の下位方言として区分されるの

は､呼気流のよわまりというあらたな発生拘束の適用をうけないpsltu(人)､kSlkSl(月)、

sakS1(先)、mkS1(道）などの語例に摩擦のつよい舌先母音slが存在したり、maHh,(枕)、

avva（油）などにみられる破裂音の摩擦音化の語例が保存されたりしているからである。

また、無声破裂音ｐのなかにはｐａｔａ（腹)、ｐ叩ａ（叔母)、ｐｌｒｉ（坐れ）など、半母音ｗ

から破裂音化したｂが無声子音化されたものがふくまれ、宮古諸方言としての特徴をうし

なっていないからである。

発生拘束として呼気流のつよまりによって、さまざまな音韻変化がおきたが、発生拘束

の小さな変更､あるいは､発生拘束の発現に制約をくわえるあらたな条件の発生によって、

その変化が完成しなかった下位方言や、途中から別の方向に向かった下位方言が大神島方

言以外にも存在するとかんがえる。たとえば､宮古八重山諸方言にあって、＊i＞]を経て、

さらにIがｉに変化して、１を有しなくなった与那国島方言にあっても、呼気流のつよかっ

た時期におきた*ｗ＞b、＊siro＞*ssu＞tzuなどの音韻変化が保存されている。

発生拘束が破裂音の摩擦音化、半母音の破裂音化、無声破裂音の喉頭音化、有声子音の

無声子音化などの音韻変化にはたらいているとすれば､現段階では関連づけられていない、

さまざまな音韻変化を関連づけて論じることが可能になる。すなわち、半母音化や摩擦音

化は、呼気のつよまりによるぱあい、逆に、呼気のよわまりによるばあい、あるいは、空

気力学的な条件が積極的に関与せず、筋弾性的な条件によるぱあいなどが想定されるが、

その音韻変化が筋弾性的条件と空気力学的条件との相互作用によって発生していることが

わかっているので、平行変化・収散変化、あるいは構造的拘束の概念を導入することによ

って、さまざまな音韻変化をいっそう総合的、体系的に考察することが可能になる。

有声子音の無声子音化など、はげしい呼気流による音韻変化を特徴とする波照間島方言

は、無声破裂音の有声子音化や有声破裂音の鼻音化、あるいは摩擦音化がみられる。波照

間島方言を特徴づける音韻的特徴のおおくがはげしい呼気流を発生拘束や構造的拘束とし

ているとすれば、波照間島方言の語中無声破裂音の有声子音化（*t＞d、＊1K＞g）や有声破

裂音の鼻音化（*g＞､）もつよい呼気流をその変化の要因にしている可能性がある。そし

て、おなじ変化が他の八重山諸方言でも平行変化的に存在しているとすれば、語中無声破

裂音の有声子音化や有声破裂音の鼻音化の発生拘束、構造的拘束としてつよい呼気流をか

んがえなければならない可能性はたかいだろう。

５分岐と統合

早口であるとか、息づかいが荒いなどのさまざまな音声的な変種が特定の個人の発話に

とどまり、集団を構成する成員にひろがっていないなら、それは個人的な特徴にすぎない
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だろう。音声的な変種が１回きりのものなら、それも単なるいいまちがいとして訂正され

て消えていくだろう。しかし、音声的な変種が特定の個人をこえて、集団の構成員の発話

のなかにくりかえしあらわれるものになれば、その変異は個人的なものではなく、集団に

繰り返しあらわれ､世代をこえてひきつがれる音韻として固定されるのだろう｡あるいは、

変化をひきおこす力（あるいは条件）がすでに集団に共有されていて、当該の変化が集団

の構成員の発話に同時に発現したとしても、その変化がアロフォンのレペルにとどまり、

安定的にひきつがれるフォネームとして定着しなければ、それも一過性のものとして消え

ていくことになるだろう。

変化の過程で可能性としてのいくつかの方向性のなかから特定の現象が選択的に固定さ

れる。そこで、可能`性のひとつが決定される条件や要因が集団によってことなり、結果と

して変化の方向性がことなって、その形式がことなったものになると、ふたつの集団の言

語は分岐したとみられるのだろう。複数の言語あるいは方言に分岐し、ことなる方向に変

化しつづけながらも、祖方言を共通にし、下位方言グループにまとめられるのは、ホモロ

ジーとなる音韻現象が保持されるからであり、発生拘束や構造的拘束を共通にすることに

よって平行進化がおきるからである。

比較歴史方言学的な音韻論にとって、問題になるのは分岐と音韻変化の関係である。先

にのべたホモロジー、平行変化と収數変化、発生拘束と構造的拘束は、分岐と音韻変化の

関係を考慮し、琉球語諸方言の区分、下位方言間の系統関係をあきらかにするうえで重要

なてがかりをあたえる。いつぽう、統合と音韻変化の関係は、下位方言間の影響、音韻変

化の時間差や音韻変化の順序などをかんがえるとき、重要な要素になる。また、統合など

によっておきた音韻変化も圧倒的な影響によっておきるのか、外的要因に呼応する内的な

条件があるのかも重要な問題である。

沖縄島中南部諸方言のぱあい、おそらく、有力な方言（首里、那覇の方言）が周辺方言

に影響をあたえ、統合していっているとおもわれる。同じ現象が首里、那覇地域から中部

や北部地域に移住した人々によって形成された屋取集落の方言が周辺の近接する集落の方

言に影響をあたえたり、影響をうけたりしている。近年では標準語と琉球語諸方言とが接

触することによる影響も想定しなければならない。同じ言語をはなす人々が移住して分裂

した双方でそれぞれの変化をこうむることによってことなる特徴をもった下位方言に分岐

する。そのとき、言語内的な理由による体系的な変化と、周辺方言からの影響による変化

とがあるだろう。

波照間白保方言のぱあい、波照間島方言と白保方言は、おおくの共通性をもつが、共通

の現象は、それが平行変化によるものでなければ、ふたつの集団に分離する以前に有して

いたものであり、ホモロジーである。いつぽう、おなじ音韻体系をもつ方言話者集団が波

照間島から白保に移住して分離し、波照間白保祖方言がふたつに分岐したのちに、一方の

集団でおきた変化によるものである。宮古島方言においても同化せずａｕのまま残ってい

る島の周辺地区の集落の方言と、同化して融合した平良市街地を中心にする地域の方言と

があるが、この現象も宮古島内部でおきた現象で、人々が宮古島に拡散したのちに発生し

たものであろう18)。

１８同化した方言話者と同化しない方言話者が接触することによって影響をうけ、同化した
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石垣島白保方言と波照間島方言が分岐したとみるなら､1874年に池間島から移住した宮

古島西原集落の方言と移住元の池間島方言とのあいだでも方言が分岐したとみることがで

きるだろうか｡あるいは、1961年に宮古多良間村の水納島から宮古島市高野集落に移住し

た人々の方言と移住元の水納島方言とのあいだでも方言が分岐したとみることができるの

だろうか。琉球国末期、あるいは明治初期に首里から地方に移住した人々の方言は、いつ

まで首里方言とよべるのか。首里方言としての特徴をうしなわなければ、いつまでも首里

方言とよべるのかb首里方言を首里方言たらしめる特徴とはどんなものだろう｡あるいは、

波照間島方言を波照間島方言たらしめる特徴、白保方言を白保方言たらしめる特徴はどん

なものだろう。波照間島方言を白保方言から区別する特徴とは何なのだろう。

何をもってふたつの方言が分岐したとみるのだろう。１個の単語の音声的な形式がちが

えば、ふたつの方言は分岐したといえるだろうか。ふたつの方言が分岐したというために

は、ちがいがどれほどの量になればよいのだろうか。ふたつの方言が分岐したというため

に、かならずなくてはならないものとはどんなものだろう。言語がすぐれて体系的な構造

物であるとするなら、体系の変化、ちがいがみいだされなければならないのか。

上の問いにこたえられるような研究は、まだはじまったばかりで、ざんねんながら明確

なこたえをもちあわせていない。のこされた課題はおおい。

oxをふくむ語を使用するようになる。このぱあい、同化したoxを使用する方言が宮古島の中

央方言である平良市街地の方言であったということも大きな理由であろう。ここで統合が進

行しているとみることができる。
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第２章波照問白保方言の比較音韻論

１はじめに

琉球語の狭母音化(*o＞u､＊e＞i､＊e＞Ｉ＞i､＊i＞，）をひきおこしたつよい呼気流は、

おおくの子音変化の要因にもなっている。呼気流の空気力学的な力がはたらいておきた音

韻変化は、琉球語を日本語本土方言から区別するおおくの特徴をうみだしている。狭母音

化と、それにともなう子音変化は、つよい呼気流によってひきおこされたものだが、琉球

語におきた音韻変化は､かならずしもつよい呼気流によってのみおきているわけではなく、

呼気流のよわまりによってひきおこされた音韻変化もみられる。また、呼気流のつよまり

やよわまりといった空気力学的な力が積極的に関与せず、個々のフォネームをかたちづく

る調音器官の筋肉的な運動の相互作用がおおきく関与しておきた同化assimilationもさま

ざまみられる。

波照間白保方言においても事情はおなじである。つよい呼気流は、波照間白保方言のお

おくの音韻変化をひきおこしている。波照問白保方言は、よく知られるように、八重山諸

方言のなかでもとくにつよい呼気流による有声子音の無声音化、摩擦音化などの音韻変化

を特徴とする方言である。また、隣接同化、遠隔同化などによる母音変化や子音変化もい

ろいろみられるし、語末音挿入、語中音挿入などの音挿入aditionもみられる。語末のＮ

音挿入は、波照間白保方言を特徴づけるものとしてしられている。語例はすぐないが、音

位転換metathesisもみられる。波照間島方言に子音の音位転換の例があり、白保方言に

母音の音位転換がある。

波照問白保方言の母音変化と子音変化のおおくは、それが属する八重山諸方言とおなじ

母音変化と子音変化がおきている。しかし、その音韻変化のありかたや実現のしかたの詳

細にいたるまで他の八重山諸方言とおなじなのか、あるいは、他の八重山諸方言とどこが

おなじで、どこごがことなるのか、波照間白保方言を他の八重山諸方言から区別する音韻

的特徴は何で、それはどのように形成されたのなどについて詳しいことはまだ明らかにな

っていない。そこで、本稿では、波照間島方言と白保方言を対比させながら記述をおこな

う。必要におうじて、適宜他の八重山諸方言、宮古諸方言など、他の琉球語諸方言と対比

させて記述する。そのことによって、八重山諸方言のなかでの、あるいは、宮古八重山諸

方言のなかでの波照間白保方言の位置づけをおこなうことにする。

記述は、母音と子音にわけておこなう。母音の変化は、狭母音化と同化（隣接同化と遠

隔同化)による母音の変化にわけて行なう。子音の変化については､無声音化､有声音化、

破裂音化、摩擦音化、破擦音化、鼻音化など多様な変化がみられるが、そのさまざまな音

韻変化を記述し、それらがどのような条件、音環境のもとでおきているのか、その変化の

要因は何かをさぐっていくことにする。また、音位転換や波照間白保方言を特徴づける語

末のＮ音挿入についても波照間島方言と白保方言とを比較しながら分析する。

それらのことをとおして､波照間島方言と白保方言が分岐する以前におきた音韻変化と、

分岐後の230年のあいだにおきた音韻変化とを峻別し、どのような音韻変化が波照間島方

言と白保方言におきたのかをみていく。本稿は、記述はまだ羅列的であり、現段階でのお
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もいつきを十分な検証もできていない。他の八重山諸方言、あるいは宮古八重山諸方言で

おきた音韻変化を詳細に記述していくうえでの、あるいは下位方言相互の比較研究をおこ

なううえでの準備的な作業である。

２波照問白保方言の母音変化

波照間白保方言におきた母音変化には、＊o＞u、＊e＞i、＊i＞］の狭母音化と*ao＞ox、＊

au＞ox、＊ae＞ez、＊ai＞exなどの母音の相互同化や先行音節の母音ｕ、ｉによる遠隔進行同

化と後続音節の母音ａ、ｕ､ｉによる逆行遠隔同化、などがみられる。狭母音化と同化によ

って音韻変化がおこると、あらたなフォネームの挿入、フォネームの統合、ずれなどの音

韻体系の再編がひきおこされる。

波照間白保方言のつよい呼気流は、母音の韻質におおきな変化のみられない*u、＊ａに

も作用している。＊ｕと結合する先行子音や後続子音に変化をひきおこしたり、その結果＊

ｕが消失したりしている。また、＊ａ自身には韻質の変化はみられないが、つよい呼気流に

よって発生した無声音化したアロフォンｑは、後続の子音に影響をあたえて無声音化さ
せる要因ともなっている。そこで本稿では、韻質の変化をともなった*o＞u、＊e＞i、＊i＞

1だけでなく、＊u＞u、＊a＞ａも狭母音化を構成する要素としてあつかうことにする。

無声音化した母音のアロフォンj、いI、§は、つよい呼気流による空気力学的な条件
がおおきく関与した進行同化によって後続の有声子音を無声音化させ、有声破裂音ｂ、ｄ、

ｇをｐ、ｔ､ｋ､有声破擦音dzをtsにかえる。その結果､ｂ､ｄ、ｇの一部のアロフォンがｐ、

t、ｋと統合され、フォネームの再編（ずれ）がおこなわれる。有声の鼻音、、ｎ、流音ｒ

も無声音化させるが、一部の単語で：が無声摩擦音のs、ｈに変化してフォネームの再編

（ずれ）がおこなわれるが、、9、悪、rは、つよい呼気流とともにあらわれるアロフォン
のままであり、呼気流のよわいときには無声音化しない、、ｎ、ｒであらわれる。母音の無

声音化にともなう有声子音の無声音化については、３節の３．１無声音化の項でくわしくの

べる。

2.1波照間白保方言の狭母音化

波照間島方言も白保方言は、狭母音i、ｕ、舌先母音］だけでなく、広母音ａもみじか

母音であれば無声音化したアロフォンj､い⑭§を有する。なが母音a:､iX､ｕｘ､ｅｘ､ｏＸ、
lxは無声音化したアロフォンをもたない。無声音化したアロフォンは、無声子音にはさま

れるときにあらわれるだけでなく、先行する子音が無声子音ｐ、ｔ､1Ｋ､ｔｓ､ｓ､ｈであれば、

後続する子音が有声子音であってもあらわれる。そのことによって後続子音が無声音化す

るが、それについては子音の項でのべる。

2.1.1＊ｏの狭母音化

波照間島方言、白保方言のいずれにおいても、他の琉球語諸方言とおなじく狭母音化に

よって、＊ｏは円唇の奥舌狭母音ｕに変化し、狭母音化のまえから存在した*ｕと統合され
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ている。波照間島方言と白保方言とをくらべてみても、両者にめだったちがいはみられな

い。波照間島方言、白保方言ともにｏのアロフォンとしてのがあらわれるが、ＣＤのあら

われる条件を特定できていない。

短母音のｏもあらわれるが､母音の同化によって発生したoxが短母音化したものや､ｋｗａ

＞ko、gwa＞goなどの変化によって発生したものなど、語例はおおくない。

かりまた（2008）で詳述したように*o＞ｕの変化は、琉球語諸方言全体にあまねくみら

れる。変化をみると、宮古八重山諸方言が各地の方言に分岐する以前に*o＞ｕがおきてい

た可能性がたかい。＊o＞ｕは安定した変化で、波照問白保方言が分岐する以前におきたも

ので、ホモロジーとみるなら、少数ながらもみられるｏをふくむ単語を説明できなければ

ならない。

後述する*u、＊iのぱあい、つよい呼気流が狭い声道をながれることによって、先行する

破裂音*p、＊ｋを摩擦音化させたり、後続する流音ｒを摩擦音化させたりするが、狭母音＊

u、＊iとはことなり、＊ｏは、先行、後続の子音を変化させていない。

2.1.1.1＊ｏ

語例はすぐないが、＊ｏの語頭音節での脱落がみられる')。

波照間

urldzlN

mutli

budza7a

buXbl

白保

urud3iN～urudzlN

mutlI

buzdzara

buXbi

語頭の*ｏ

うりずん⑳

顔（おもて）

大皿（おほざら）

親指（おほ指）

2.1.1.2＊ｋｏ

＊ｏと結合する*ｋをｈに変化させる沖永良部与論沖縄北部諸方言に対して波照問白保方

言は、他の宮古八重山諸方言とおなじく語頭でも語中でも破裂音のままたもたれている。

白保方言t9pa可gｕ（煙草)、波照間島方言dezg[U1i(大根)、白保方言degUJIi（大根）のｋは
有声音化してｇになっている。有声音化については子音変化の項で詳述する。

波照間

kuz

kutuSl

白保

kux

kutl41j～kut⑭

語頭の*ｋｏ

粉に）

今年

１２人称代名詞「汝、あなた」を波照間島方言、白保方言ともにdazというが、与論島方
言の?ura、伊江島方言の?laz、宮古島下里方言のvvaなどから、波照間白保方言のdazは、

語頭のｕが脱落した語形であるとかんがえる。波照間島方言ではdaibjox(癩病)、daklEjox
(らっきょう)などにみるように、語頭のｒが。に変化していることも、語頭音脱落を裏づ

ける。

２『おもろさうし」に「おれつむ」「おれつみ」などの語形がみられ、語頭音節の母音をｏ
と想定できるので､本稿では*ｏとしておく。他の琉球語諸方言の語例を精査して確認した

い。
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去年にぞ）

声

腰

こぱ

昆布

九つ

九日

ｍ
ｍ
ｕ
ｕ

Ｎ
ｎ
ｎ

蜘
・
１
町
皿
加
ｎ
ｎ

ｕ
ｏ
ｕ
ｕ
ｏ
ｕ
ｏ
ｕ
ｕ
ｏ
ｕ
ｏ

ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ

１３燗
卿

印
副
ａ
ｕ
，
ｍ
ｍ

Ｎ此
・
・
ｍ
並
。
Ⅷ
汕
汕
・
血
・

ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｈ
ｈ

白保

p9ku
taku

o

lKukunutliO

]Kukunuka
o

t9pagll

degUIn

波照間

p9ku
taku

O

hal[，onatslo

h9lKonaga
takabu4）
o

dexgUJ1i

語中の*ｋｏ

箱

蛸

九つ

九日

煙草

大根

波照間島方言のh9konaga（九日）、hqk,onatsl（九つ）は、白保方言のkl3kunuka（九

日)、klllKunutlI（九つ）とおおきくことなる。白保方言の語形が周辺方言の影響によるも

のでなく、波照間島方言のｈ§konaga､h9k，onatslが*kokonoka、＊lKokonotsuから変化
した語形であるなら、この変化は、波照問島と白保方言が分岐した後の変化によるもので

ある。

波照間島方言で語頭のｋ＞ｈの変化の例はhakodzl(顎）の単語にみるように、数はすぐ

ないが、ないわけではない。h9konagaの第３音節目のｎａは語末の母音ａの逆行同化に
よる変化であろうか。語頭音節の母音がａであることの説明はまだできない5)。

2.1.1.3＊ｇｏ

語頭の*ｇｏ

牛菩

胡麻

５月

波照間

gumboN

gumaN

gungotSl

白保

gumboX

guma

guI]gatli

語中の*gｏ

３波照間島方言、白保方言で無声子音および無声音化した母音に後続する無声破裂音1K､ｔ

は、h9k，onatsl（九つ）のｋ,のように喉頭音化したアロフォンであらわれる傾向がある。
また、無声破擦音も喉頭音化したアロフォンであられることがある。喉頭音化した無声破

擦音をtz、ｔ５のようにかきあらわす。喉頭音化したアロフォンは話者によってもあらわれ
る頻度がことなるが、同一話者でも単語によって、あるいは個々の発話においてもあらわ
れ方がことなることがある。本研究報告では、それをいちいち記していない。

４波照間島方言のt9kabuは、子音の音位転換がおきている。音位転換の項を参照。
５日本語で「七日」を「なのか」というのと同じく、同音連続をさける現象を想定するこ
とも可能だが、確定できない。
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担桶（たご6)）taxgU tangu

２．１．１．４＊ｓｏ

波照間島白保方言では*so＞ｓｕが一般的な変化だとおもわれるが、stutsl～s9tutsl（ソ

テツ)、ｓＵｒａ（梢）では*so＞s、あるいは*so＞s9の変化がおきている。語頭音節における
つよい呼気流による無声音化がおきるのと平行して、歯茎摩擦音ｓとの同化によってｕが

舌先母音ｌに変化したものと考える。舌先母音ｌは､かりまた(2008)で詳述したように、

ｓと調音位置がほぼ同じである。おなじことが*kodzo＞kl3tslN（去年）の*dzoでもおき
たとかんがえる。

波照問

stutsl

s9ra

白保

stuts1～ｓｕｔｕｔｓｌ
ｓｕｒａ

ｏ

語頭の*ｓｏ

ソテツ

梢（そら7)）

～s9tutsl

語中の*ｓｏ

裾

みそ

糞

SSu

Iniln

⑩Ultsu

SSuX

Inizsuz～miJnx

⑩ｕｔｓｕ

2.1.1.5＊dzo

語中の*dzo

去年にぞ）

波照間

kuts1N

白保

ln3tslN

2.1.1.6＊ｔｏ

語頭の*ｔｏ

樋

十（とを）

烏

年

トマト

的
間照
町
、
叩
咽
唖

波
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

白保

tui

tuz

turuI
Oo

tgll
tamuto

波照間

itu

pSJtusklN

pSJturl

lKI3tusl

白保

ittsu

pjtllljki～pJtU1ki

pjturi

kut唖～kutl411

如
吟
Ⅸ

＊の
月
人
年

中
糸
一
一
今

雪叩

(ひとつき）

６担桶には、「たんご」「たご」の２形が想定されるが、現段階では宮古八重山諸方言の祖
形をどちらかに特定できない。

７語源は不明だが、沖縄方言suxra、宮古島下里方言surａなどの語形から*soraを祖形と
考えた。
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鳩

ひとつ

トマト

p§toN

pSJtutzl
tomato

p苧oN

pjtitli～pJtitlj
tamuto

波照間島方言のpSJtutz1(ひとつ)は､第２音節の母音がｕで､この語形の祖形は*pitotsu
だとかんがえる。白保方言のpjtitlj～pJtitl：(ひとつ）は、第２音節の母音がiで､祖形
は*pitetsuであろう。

奄美市笠利佐仁、龍郷町瀬留

今帰仁村与那嶺、名護市幸喜

那覇市楚辺、那覇市首里当蔵

宮古島市下里、保良、伊良部

石垣市大浜、真栄里

石垣市白保

石垣市新川（『石垣方言辞典』）

与那国島

波照間島

t,IxtZI

t，ixt3i

tiztli

ps8tiXtsl

p8tixdzl
pJtitlI

pjtiXdzl

t，uxt5i

ps』tutz1

*putetsu

*pitetsu

*pitotsu

奄美大島諸方言のｔ，IxtZI、沖縄諸方言のｔ,Izt5iやtixtliは、語頭の音節が消失している

が、第２音節が破擦音化していないことから、消失した語頭の音節は*ｐｕで、「おもろさ

うし」に記載されている「ふてつ」と同系の*putetsuが祖形であったろうとかんがえる。

それに対して、宮古諸方言、および石垣島方言の祖形は、白保方言と同じ*pitetsuであろ

う。与那国島方言の祖形は波照間島方言とおなげpitotsuであろう。

これまでの資料から、奄美沖縄諸方言の*putetsu、宮古八重山諸方言の*pitetsu、与那

国島方言、波照間島方言の*pitotsuの３系にわかれるであろうとかんがえる。ここで問題

になるのは、波照間島方言と白保方言の語形がことなる理由である。波照間島方言と白保

方言が分岐したのちに、それぞれでことなる変化をしたのだろうか。そうだとすると、奄

美沖縄諸方言と宮古八重山諸方言と与那国島方言の語形のちがいが生じたのも１７７１年以

降ということになる。そうでなければ、波照間島方言の語形が与那国島方言の影響をうけ

ておきかわったか、白保方言が石垣島の周辺方言の影響をうけておきかわったかというこ

とになろうか。後者の可能性はあるだろう。

しかし、なぜおおくの琉球語諸方言の語形が日本語hitotsuと祖形を異にするのか、奄

美沖縄諸方言と宮古八重山諸方言の祖形がそれぞれどのようにできたのか、それがことな

る理由は何か、不明である。なぜ与那国島方言、波照間島方言の語形が他の宮古八重山諸

方言とことなり、日本語hitotsuと祖形を共通にするのかも不明である。与那国島方言、

波照間島方言の祖形*pitotsuが日本語と祖形を共通にする古形だとするなら、古形が周辺

に分布する周圏分布をしめす例とみることも可能だろう。pSJturl（－人)、pS8tusklN（一
月)などの語形の前要素pS8tu(ひと)との意味上の共通性にもとづく類推によってps9tutzl
（ひとつ）ができた可能性もあるだろう。それらが不明のままでは波照間島方言と白保方

言の語形のちがいの解明も十分にはおこなえない。
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波照間島方言tomato（トマト）に半狭母音ｏがあらわれるのは、

来語だからであろう。いっぽい、白保方言のｔａｍｕｔｏ（トマト）｝１

音節母音が音位転換したものであろう。音位転換の項を参照。

、あたらしく流入した外

は、語頭音節母音と語中

２１．１．７＊ｄｏ

語頭の*ｄｏ

泥

胴

鯛
唖
、

波
ｄ
ｄ

保
、
、

白
ｄ
ｄ

語中の*ｄｏ

喉

戸（家戸8)）

踵（あど）

口広甕9）

nudu

jadu～jadcD

adu

bandoZ

nudu

jadu

adu

bandoz

2.1.1.8＊ｎｏ

語頭の*ｎｏ

喉

鑿（のみ）

蚤
螺加川Ⅲ

蝦
加
川
Ⅲ

波照間

ｎｕｎｕ

ｈ９ｋ'onatsl

h9konaga

伽ｏ

ｓｎｕ～剣弓ｕＯ

語中の*ｎｏ

布

九つ

九日

角

昨日（きのふ）

火の神

薪

おかず（糧物）

斧佐の）

ｕｎ
ｏ

ｕ
ｍ
随

剣
Ｎ
ｎ

眠唖』。》。仰》岬》》岬
ｕ
ｕ

pJ弓akaN～ｐ油akaN
tazmunu

kqtlimunu
bunu

2.1.1.9＊ｐｏ

古代ハ行子音のｐを保持する沖ブ

は⑪あるいはｈに変化しているが、

じくｐを保持している。

を保持する沖永良部与論沖縄北部諸方言にあっても*ｏと結合する*ｐ

化しているが、波照間白保方言のばあい、宮古諸方言のぱあいとおな

８「万葉集』７４４「夕さらば家亘開け設けて我待たむ」などの「やど」と同系の語で､jado
を祖形とかんがえる。

９語源は不明。「飯胴」か。今帰仁与那嶺ｐ`aNdox、首里haNduxgaxmi・八重山新城方言
pandu。
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附唖。ｍ・叫
波
ｐ
ｐ
ｐ

白保

puts凹

pux

plJ31

語頭の*ｐｏ

星

帆

骨

～ｐｌｌｔｓｕ

語中の*ｐｏ

大皿（おほ） buXdzarabudzara

２．１．１．１０＊ｂｏ

語中の*ｂｏ

壷

カボチャ

かまぼこ

牛菩（ごぱう）

白保

Sllpu

kabutliBL
印ａｍｏａｏ
ｋ

繍岬蠅瑠》

gumboz

２．１．１．１１＊'ｎｏ

語頭の*ｍｏ 波照間

腿muTnU

白保

rｎｕＹｎｕ

ｕ
Ｎ

ｎ

保
皿
・
ｍ
ｕ
ｍ

白
皿
・
興
幽
、

波照間

sumu～sI1Jn9u～sun9uO◎

軸InoN

psJn9u
tazmunu

sJ型us9kl

mutll

k§tlimunu

語中の*ｍｏ

肝

雲

紐

薪

霜月

顔（おもて）

おかず（糧物）

mutlI

k2tlimunu

2.1.1.12＊ｊｏ

語頭の*ｊｏ

手斧（よき）

夜中

夜

よだれ

四つ

四人

枝（よだ'o)）

ａ

保
吐
、
ｍ
伽
邨
伽
曲

・
１
Ｅ
）

［
ロ
・
皿
・
皿
・
皿
・
皿
・
皿
・
川
・
皿

波照間

JuS9

Junaga

Juru

judarl

juxtzl

jutarl

juda

１０沖縄諸方言、宮古諸方言の語形との比較から祖形を*jodaと考えた。
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２．１．１．１３＊ｒｏ

語頭の*rｏ

六月

櫓（ろ）

波照間

rukugotsl

duZ

白保

rukugwatlI

dux

語中の*ｒｏ

黒 の⑪ｕ ⑪のｕ

ｌｎｕｓｓｕ筵

２．１１．１４＊ｗｏ

語頭、語中において*ｗに後続するｏは、狭母音かによってｕに変化している。語頭で

は*ｗが破裂音化してｂになっている。ただし、波照間島方言のｕｋ，ｉ（桶)、白保方言の

uklKi（桶）はｗ＞ｂの例外である。語中では唇音'性退化によって母音単独音節になり、先

行音節の母音と同化している。

語頭の*ｗｏ

斧（をの）

麻（を・苧）

おととい11）

桶（をけ12)）

町
間
ｕ

ｔｕ
。
Ⅱ

照
、
、
此
胚

波
ｂ
ｂ
ｂ
ｕ

白保

bumu

buX

bututtli～bututli

uklKi

語中の*ｗｏ

魚（いを）

十（とを）

竿（さを）

青い（あを）

波照間 白保

Jｕｘ

ｔｕｘ

ＳＯＺ

ｏｈａＮ

JｕＸ

ｔｕｘ

ＳＯＸ

ｃＤｈａＮ

oをふくむその他の音節

波照問

ｄｚｏｋ,ａ～dzokk,ａ

2．１．１．１５

白保

tlilkk，ａ急須13）

波照間島方言のｈ§k,onaga（九日）の語中のｎａは、語末のｇａの母音ａの遠隔逆行同化
によってｏ（あるいはｕ）がａに変化したものであろう。

11祖形を古代日本語の「をとつひ」「をととひ」のいずれにしても語頭は「を」である。
ｌ２ｕｋ，ｉ（桶)、ukki(桶)の語頭にｂがあらわれないのは、この単語が*ｗ＞ｂの変化がおわ
ったあとに流入した可能性もある。地点数をふやして確認したい。

１３橋口満（2004）「鹿児島方言大辞典下巻」に「チョカ名茶瓶｡」があるが、琉球語
諸方言の当該の単語は、鹿児島方言から移入された語であると考える。そこで、琉球語の

祖形を仮に*tlbkaと考えた。
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白保方言のtamuto（トマト）は、新たに入ってきた外来語であるが、語頭音節の母音ｏ

と第２音節めの母音ａが音位転換をおこしたものではないかと考える。

2.1.2＊ｅの狭母音化

前舌半狭母音*ｅは、波照間島方言、白保方言のいずれにおいても、他の宮古八重山諸方

言とおなじく狭母音化によって、張唇の前舌狭母音ｉに変化している。他の宮古八重山諸

方言とおなじく中舌狭母音Ｉを経た形跡はみられない。＊e＞iの変化にともなう先行､後続

の子音の変化もない。

＊e＞iの変化の例外となるのは､波照間島方言lxN(柄)、asajage（朝焼け)、jujage（夕

焼け)、白保方言pSJ]ｌｅ（髭）である。asajage（朝焼け)、juXjage（夕焼け）は、日本語1票
準語からの影響の可能性があるが、他の２形についてその理由は不明である。

2.1.2.1＊ｅ

語頭の*ｅ

絵

海老

柄

波照間

lZ

ibl

1xN

白保

ix

ib1～ibi

ix

語中の*ｅ
ヨー

ノコ kuikui

2.1.2.2＊ｋｅ

語頭の*lKe

毛

木

煙

今日（けふ）

波照間

kiz

kix

kjpus9～]sjpus

kjux

'白保

kiz

kiX

kjpulI～kjpulIN

kjux

波照問

saEi
o

talKi
o

ulK,ｉ

白保

saki
o

talKi
o

ulKlKi

asaJagl

juXjagi

語中の*ｋｅ

酒

竹

桶

朝焼け

夕焼け

池

鱗（いりけ14)）

asaJage

JuXJage

lgl

lrlgl ｍｇｌ

１４宮古島市下里方言ilki、保良方言ilkiの語形との比較から祖形を*irikeと考える。
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2.1.2.3＊ｇｅ

語中の*ｇｅ

髭

禿げ

影

波照間

pJ]l

pagl

kjex

酬岬．艸舶

2.1.2.4＊ｓｅ

語中の*ｓｅ

紹（かせ）

汗

煙管

波照間

k3t5i

ali

kjtslrl
眠
螂
叩
馳

2.12.5＊dze

語中の*dze

風

波照間

kqt3i

白保

lK2t3i

2.1.2.6＊ｔｅ

言蔀項の*ｔｅ

天

手

太陽

波照間

t5iN

jiz

凡哩

白保

tiN

jix

jiPa▽

白保波照間語中の*ｔｅ

ソテツ

顔（おもて）

おかず（糧物）

s9tutsl～stutsl

mutli

lK2tlmlunu

sututsl～StutSI

mutlI

k9tllmunu

、

2.1.2.7＊ｄｅ

語中の*ｄｅ

筆

腕

波照間

⑪tlI～②utli

ud3i

白保

①tlI～中llvi
udi

2.1.2.8＊ｎｅ

語頭の*ｎｅ

根

柄杓'5）

波照間

JIiN

nibu

白保

Jux

nizbux

波照間 白保語中の*nｅ

１５沖縄諸方言、奄美諸方言の語形との比較から祖形を*nebuと考えた。
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骨

船

金属（かね）

種

羽

脛

豚の餌箱'6）

p凹型 伽へ

川
柳
噸
柳
．
剛
叫
、

⑩l3IJi

k§Wi

t抑

p9J31

｣:J]i

toXni

2.1.2.9＊ｐｅ

語頭の*Ｐｅ

展

イルカ'7）

波照間

piN

pjtu

白保

plx

pjtu

語中の*ｐｅ

蝿(}土へ）

前（まへ）

pｊｅＸ

ｍｊｅｘ

pｊｅＺ

ｍｊｅ２

２．１．２．１０＊ｂｅ

語中の*ｂｅ

鍋

汁鍋

大しゃもじ

昨夜'8）

波照間

nabi

jinabi

ibira

jubi

白保

nabi～na2bi

suxnabi

ibira（飯箆？）

ju2bi

２．１．２．１１＊ｍｅ

語頭の*ｍｅ

目

波照間

血Ｎ

蝦
Ⅲ

ｅｍ＊の耕
爪
亀
甕
豆
雨

jjn9i En9i伽亜加亟．麺・麺

ｋａｍｉ
Ｏo

knTni
oo

TnaTni

ＨＴｎｌ

１６語源について仲宗根政善（1983）は「田舟」としている。奄美大和浜方言ｔｂｚｍ、
帰仁与那嶺方言toznl、宮古城辺保良方言taumなどから祖形を*tauneと考えた。

１７沖縄諸方言、宮古諸方言の語形との比較から祖形を*petoと考えた。
１８「よく九条より大納言殿いらせ給ひて侯ひしが（とわずがたり)」の「よべ（昨夜）

よび、他の琉球語諸方言の語形などから*jobeと考えた。

今

(昨夜)」 お
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２．１．２．１２＊ｒｅ

語中の*rｅ

すだれ

波照間 白保

jjtari

2.1.3＊iの狭母音化

狭母音化をひきおこしたつよい呼気流は、破裂音*p、＊b、＊k、破擦音*ts、＊｡z、摩擦

音*s、流音*ｒと結合する張唇前舌狭母音*iを舌先母音１に変化させるが、すべてのｉを変

化させているわけではなく、変化しないでｉのままのものがある。母音単独音節の*i、語

頭で鼻音*ｍ、＊ｎと結合した*iは変化せずiであらわれる。語中で鼻音*ｍ、＊n、破裂音＊

ｇと結合した*iは、消失して擬音Ｎがあらわれる。

＊iが］に変化することによって、＊iは、ｉとIに分裂される。ｌの発生（分裂）は、あら
たなフォネームとしての母音体系へのわりこみでもある。

2.1.3.1＊ｉ

語頭の*iは、これまでえられた資料のなかで波照間島方言の]～列（飯）をのぞいて、ｉ

のままである。語中の*iは、ａに後続するぱあい、相互同化によってｅになっているが、

u、ｏに後続するぱあい、変化しないでｉのままである。

ａ
可
Ｋ剣

剣
へ
副

町

辮両国加伽酉血・叫蜘胸艸汎・唖Ⅲｍ・皿
ａ

・
観
測
：

白保

ix

lXmagan

ibira（飯箆？）

ilIuli

1s～lsJ

ittsu

語頭の*ｉ

飯(いひ）

飯椀

大しゃもじ

石臼

息

糸

薑（いらか）

五つ

五日

動物

犬

烏賊

鱗（いりけ）

杵（稲搗き？）

魚（いを）

lnaga

卯

itslKa～its9lKa

ls9n9us

inu

lga

lrlgl

inaljｋｉ

Ｊｕｘ

波照間島方言､白保方言のjux（魚）は与那国島方言のijuと類似の語形で、同じように

してできたとみるなら、＊iwo＞ijo＞iju＞juxの変化過程を経て生じた語形であろう。

juz、ｉｊｕは、他の宮古八重山諸方言とはことなる。宮古島市下里方言lzu、保良方言lzu

は、語頭の舌先母音］の影響でｗ、あるいは』がｚに摩擦音化してできたものであり、石
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垣市新川方言idzu、小浜島方言idzu、竹富島方言id3uは、下里方言などのｌｚｕから舌先

母音の摩擦がよわまってｉになり、摩擦音ｚが破擦音になってできた語形であろう。

波照間

muiga

ln8

dexgUJn

mantsa

語中の*ｉ

六日

米

大根

まな板

白保

muiga、muika

nlg

degUJn

manitsa

2.1.3.2＊ｋｉ

無声破裂音*ｋと結合した*ｉは、波照間島方言のぱあい語頭でも語中でも舌先母音ｌに

変化している。白保方言のぱあい、語頭では］に変化しているが、語中ではｌがあらわれ

る語もあるが、ｉであらわれる語がおおくなっている。

波照間島方言、白保方言のsgn9u～sUJn9u､sUn9u（肝）の語頭音節でｕがあらわれるの
は、後続音節の母音ｕの遠隔逆行同化によるものであろう。また、波照間島方言、白保方

言のkjtslrl､]Sjtliri(煙管）の語頭音節でki-となっているのは、この単語がki＞slの変化
後にとりいれられた単語である可能`性がある。

＊iと結合した*iは、語頭では摩擦音化してｓになっているが、語中では、ｋであらわれ

る単語もあるが、摩擦音s、あるいは、破擦音ｔｓ伯保方言ではｔＤであらわれる単語が

ある。摩擦音化と破擦音化については「3.4摩擦音化」および「３．５破擦音化」で詳

述する。

ｕ

ｕｍ》
ｎ
ｏ
Ｓ

割
へ

、
間
へ
ｕ

梛
艸
叩
迦
輌
珈

語頭の*ｋｉ

着物（きい）

昨日

肝

傷

煙管

ｕｎ
ｏ

剤へ
ｕ

保
卯
ｍ
・
叫

白
剣
Ｓ
Ｓ

kJs1

kjtliri

語中の*ｋｉ 波照間

息1ｓ～1s９

手斧（よき）ｊｕｓＵ

動物Uiin9usl
神酒'9） mls］

垣根k9tsl

箒（ほうき）poxts9～poxts1

杵（稲搗き？）mas9kl
-月（ひとつき）pstusk1N

剣
Ｓ

，
１
．
１
ｕ

保
へ
肱
ｍ
・

白
狛
・
皿
・
側

軌
狽
ｐ

ｏｐ
｛

鋤
叩
軌
噸

止
ｐ
．
ｍ
．
四

１９「神酒miSI」（「石垣方言辞典｣)｡
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s9k，eN

s9n9us9k1

skldatsl～s9k1datsl

o:s9kl～の:skl

月

霜月

ついたち

天気

隈き臼

skiN～sJlKiN

jjkidat1Jjkitatlj

qljki

pjkiUli

波照間島方言の｢月」は宮良當壯(1930)「八重山語彙｣では[Silp[】､]となっている｡s9k，ｅＮ
は、宮良當壯（1930）以降のあたらしい語形か。

2.1.3.3＊gｉ

これまでの調査で語頭に*giをふくむ単語がえられていない。語中の*giは、kongi（桑

の木）の１例をのぞいて母音が消失して擬音Ｎに変化している20)。

波照間

中ｕＮ

ｐａＮ

ｍｕＮ

のglKoN

kongi

語中の*ｇｉ

釘

足（はぎ）

麦

フクギ（福木）

桑の木

白保

のｕＮ

ｐａＮ

ｍｕＮ

のglKuN

kongi

2.1.3.4＊ｓｉ

語頭の*siは、波照間島方言、白保方言いずれもslによく対〕志している。

語中の*siも波照問島方言、白保方言いずれもs]に対応しているが、白保方言では語頭

にくらべると、」i、tliであらわれる語例がふえている。

波照問

s9n9a～ｓｍａｏ

ｓ９ｔ，ａ～ｓｔ,a

s9parl

SJSl

ssaN～saN

ssaga

jinabi

suxmaxrl

slngotsl

｣in9idzlna､n9idzlna

、Qtslgotsl

s9n9usUk1

語頭の*ｓｉ

島

舌

小便（しばり）

肉（しし）

乱

ふけ（しらが）

汁鍋

汁椀

４月

しめ縄

７月

霜月

白保

s9n9a～ｓｍａｏ

ｓｕｔａ～sta

s9parl

s9sl

ssaN～saN

ssaga

suxnabi

suxmagan

jingwatli

spidz1na､n9idzlna

｣jtlingatlI

２０『八重山語彙』に「saｎ（鷺)」（白保・竹富）がある。
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波照間島方言]in9idzlnaヘミDI9idzlna

でs]になっていないのは、第２音節｜

島方言]1tslgotsl（７月)、白保方言Jiエ
だろうかｂ

~そDI9idzlna（しめ縄）、白保方言spidzlnaﾍpEidzlna（しめ縄）
第２音節めの母音iの逆行同化によるよるものだろう。波照間

白保方言Jingwatli（４月)、ptlIngatli（７月）は、標準語の影響

語中の*ｓｉ

虫

牛

箸21）

動物

石臼

橋

腰

年

櫛

箸

昔

今年

下駄（あしだ）

星

筵

煙

膝（つぶし）

柄杓（さし？）

波照間

mus1

uS1

masl

iim9usl

ilbXli

pqts1

lKgtsl

tgtsl

典tsl

白保

mus1

uS1

ls9n9us

iliuli

p9tll

kgtsl

t叫

仙tli

p§tli

mugalI

kut唖～kutlJ1I

alid3a

pllSu

mussu

kJpuli～l5jpulIN

s9puslN～slppuslN

s§tli

mugas1

kl3tus1

ast，ａ～asUt，a

pgSu

kjpus9～kjpus

slPpuslN

s9tli

波照間島方言､白保方言のｐｇｓｕ（星）でslになっていないのは、語頭音節の母音ｕの

遠隔進行同化によるものであろう。汁鍋l1nabi(汁鍋)、su:nabi(汁鍋)、su:ma:rl(汁椀)、

suxmagari（汁椀）のsuz（汁）は、ｍｕｓ１ｓｕ（筵）と同じく｣iru＞slru＞ssu＞suxと変化し
た結果であろう。

2.1.3.5＊tsi

語頭、語中の*tsiは、波照間島方言、白保方言いずれもtslによく対応している。

謡項の*tsi

血

乳（ち）

問昭
へ
耶
叩

波
ｄ
ｄ

蝦
町
耶

:hh騨繍割瓢↓為麗鴇驫） 宮古島市下里方言umjas（箸）などから＊
を祖形と考えた。
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釣針（ち）

近い

dzlz

sImMN skahaN

語中の*tsi

口

道

蜂

血管（血の道）

７月

８月

ついたち

波照間

①l3tsu

mitli

paztsl

dzlnumitSl

Litslgots1

pqtslgotsl

skldatsl～sJkldatsl

白保

⑪l3tli～純tsl

mitli

padzl

dzlxnumitsl

｣:tlingatli

p9tlmgatlI

Ekidat1､堀kitatlj

2.1.3.6＊dzi

語頭、語中の*dziは、波照間島方言、白保方言いずれもdzlによく対応している。ただ

し、語頭に*dziをふくむ単語はｌ例しかえられていないし、語中の語例もすぐない。語例

をふやして検討したい。

譜項の*dzi

字

波照間

dｚ１Ｘ

白保

dzlX

語中の*dzi

舵（かぢ）

匙（さじ）

頂（つじ？）

肘

クジラ

麹

k§tsl

sad3i

sldzl

pjtsu

gudzlra

goxdzl

1K号tsl

sad3i

d3iN

pjts9

gudz1ra

koxdzl

語中のｄｚがｔｓであらわれているのは、語頭の無声子音の進行同化による無声音化によ

るものである｡

2.1.3.7＊ｍ

これまでの調査でえられた*niをふくむ語例はすぐない｡語頭音節では*ｍは変化せず、

語中音節では母音ｉが消失して擬音Ｎになっている。＊ｍ＞Ｎの変化は、後述する鼻音、

とｉの結合した*ｍｉの母音ｉが消失して擬音Ｎに変化しているのと似るが、調査をすすめ

て語形をふやし検討したい。

謡項の*血

肉

２月

波照間

J1iku

J1iUgotsl

白保

nilKu

ningatll

－４２－



１２月22）

語中の*ｍ

蟹

海胆

d3umOgwatlld3uUningotsl

Ｎ
３
ａ
Ⅳ

Ｕ
Ｋ
ｕ

kaN

uN

2.1.3.8＊ｐｉ

語頭の*ｐｉ

火

昼

紐

手のひら

昼

肘

火の神

髭

左

ニンニク

樋（ひ）

一月(ひとつき）

ひとつ

一人

畷き臼

炎（火花）

樋（急須の口）

白保

plx

pJliu

p3n9u

jinups8sa

p9lru

pjtsu

pjnakaN

psW

pjtari

pJlm

bix

pjtUljki～pJtU1lKi

pjtitlj～p]titli

pjturi

njkiull

pibana

bix

狐汕
ｎ
ｏ

『
ｏ
ｐ

ａＳ
Ｎ

罰
Ｏ

Ｎ

柵叩”岬“剛幽岬率叫岬・艸剛鰄抽帆
訂

pSJbana
blN24）

間
訂
呵
吻

昭
疵
へ
函
伽
御
叫

波
ｌ
ｒ
ｂ
ｐ
ｔ

白保

iZ

ixmagan

bututtli～bututli

pjex

tui

語中の*ｐｉ

飯(いひ）

飯椀

おとつい

灰（はひ）

樋（とひ）

2.1.3.9＊ｂｉ

語中の*ｂｉ

紙（かび）

茄子

波照問

k9pl

nas9pl～naspl

白保

kqpi

naipi

２２語中だが、複合語なので、語頭音節のぱあいと同じく、＞Ｎの変化がおきていない。

２３ｕＮの語形のほかにkqtslという語形もある。
２４］の舌先の摩擦は宮古より弱い。
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海老

あくび

親指（おほ指）

中指

ibl～ibi

akub1

buXbi

nagabl、nagabi

ibl

agob1

buXb1

nagabl

２．１．３．１０＊ｍｉ

＊ｍｉは語頭音節では変化せずｍｉであらわれるが、語中音節では*ｍｉ＞Ｎの変化がおき

ていて、語頭音節と語中音節でことなる。

、
間

司

柵
、
螂
幽
小
畑

・皿

白保

InlX

InitlI

mdz1

mizsux～miKlilx

．
、
僕

＊の
肉

噌
酒
人
つ

識
果
道
水
味
神
三
一
一
一

》Ⅷ
Ｎ
ａ

血
ｎ
ｏ
Ｊｐ

Ｎ
ａ

Ｎ
ｓ

蝿狐ⅢⅢ州倒》》》》
白保

aN

nuN

nuN

naN

p2tsaN
ssaN～saN

lKangaN

kannaTi

pJnakaN

ｊみ
、、

の
神

＊
く

の誹
網
鑿
蚤
波
鋏
軋
鏡
雷
川

宮古島市下里方言や保良方言などの宮古諸方言では語頭の*ｍｉも語末の*血も母音ｉが

消失して成節的な子音ｍになっている。語頭皿の母音ｉの消失は波照間白保方言にはみ

られない。また、波照問白保方言の語末のＮも宮古諸方言のような成節的な子音ｍであ

った可能性もあるが、そのような形跡はない。

mtsU（道)、ｍｓｕ（味噌)、ｍｎｕ（蓑)、ｍｄｚｌ（水）、血:tsl（三つ)､mitliaX1（三人)、
血、（耳)、ｎｕｍ（蚤)、ａ、（網)、ｎａｍ（波)、ｓｓａｍ（武）（下里方言）

２．１．３．１１＊rｉ

これまでの調査で語頭音節に*riのあらわれる語例がなかった。波照間島方言では語中

の*ri＞ｒｌの変化がおきている。白保方言では*ri＞rlの変化もみられるが、ｒｉであらわれ
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る語例がすぐなくない。ｒｉがあらわれる語例のうち、「八重山語彙」で確認できる語は、

murI、kannarlのようにＩ（＝]）であらわれている。「八重山語彙』以降の変化なのか、

発音のゆれなのか、用例をふやして検討したい。

流音に後続する］は摩擦のよわいアロフォンである。宮古諸方言ではｒが消失して*ri＞

1の変化がおきているが、波照間白保方言ではｒの消失はみられない。

波照問

arl

p9n

maXrl

murl

tI3n

kannarl

pSJturl

⑪tarl~伽tarl

Initarl

jutarl

sUparl

①uxrl

naXrl

mgl

pJnarl

nuglrl

、ｍ２Ｅｕｏ品ｗ

辨刎・岬》川魎函》伽》》伽泗伽剛噸叫ｍ
ｏ
ｎ

ｏ
ｎ

ｍ
》
皿

１
１

脚
⑪
劫
㈹

１り
１

か
，
り

し
ふ
り
り

．
、

人
人
人
人
側
劉
ぱ
い
劫

＊
ま
も

く
く

の
〉
」

中
蟻
針
椀
丘
鳥
雷
一
二
三
四
小
陰
実
鱗
左
の

雪叩

2.1.3.12＊ｗｉ

これまでの調査で語頭の*ｗｉの語例がえられていないし、語中の*ｗｉの語例も１例だけ

である。

語中の*ｗｉ 波照間

地震（なゐ）ｎｊｅｘ

白保

ｎｊｅＺ

2.1.4＊ｕの狭母音化

＊n、＊b、＊ｍ、＊j、＊ｒと結合した*ｕは、円唇の奥舌狭母音ｕであらわれる。＊s、＊ts、

*｡ｚと結合した*ｕは、舌先母音］であらわれる。＊k、＊ｐと結合した*ｕは、ｕであらわれ

るが、母音が消失してあらわれることもある。

狭母音化をひきおこしたつよい呼気流は、＊u、および、＊ｕと結合する先行子音、

あるいは*ｕに後続する子音の調音上の特徴に影響をあたえている。＊ｕが*p、＊ｋと結

合するときは、子音を摩擦音化させ、＊b、＊ｇと結合するときは、その子音を摩擦音化

２５他の琉球語諸方言などの語例との比較から*nariを祖形と考えた。
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させたあとで、破裂音化させたり、接近音に変化させたりしている。＊s、＊ts、＊ｄｚと

結合すると、舌先摩擦音、舌先破擦音との同化によって舌先母音に変化している。＊ｕ

は、結合する子音の韻質によって、自らは調音上の特徴にめだった変化をひきおこし

ていないが、先行・後続の子音に影響をあたえているようにみえる。宮古諸方言にみ

られるような*u＞ｖの変化がおきていた可能性もかんがえられる。

2.1.4.1＊ｕ

語頭の*ｕ

臼

腕

牛

馬

瓜（胡瓜）

上唇

天気

柵
呵
叱
呵
》
叩

間
・
１

白保

'llI

udi

uS1

mma

uruN

oXs9pa

のxs9kl～の:skl q1ki

白保方言のoZs9pa(上唇)､kongi(桑の木)､波照間島方言のIitslgotsl(七月)､p鉢slgots1
（八月)、および、首里方言?Waxtntli（｢沖縄語辞典』)、宮古島市下里方言Uaztslklなどの

語形から、波照間島方言のxsUkl(天気)、白保方言のqQki(天気)、祖形を*uwatsukiとか
んがえる。

白保

koxdzl

tomi

basaX

UiulI

pjkiuli

波照間

goxdzl

toU1i

basaz

iIbXli

語中の*ｕ

麹（かうじ）

豚の餌箱26）

芭蕉（ぱせう）

石臼

畷き臼

語中のuは､波照間島方言go:dzl(麹)、白保方言1m:dzl(麹)､および､to;pi(鯛）
では先行母音と相互同化し、波照間島方言、白保方言basax（芭蕉）では語末音脱落によ

って消失している。

2.1.4.2＊ｋｕ

語頭の*ｋｕは､一部にｋｕあるいはｇｕのあらわれる語例があるが、おおくは規則的に摩

擦音化して中ｕあるいは⑩であらわれる｡後続の母音は消失しているか､無声音化したｕで。

あらわれるが､唇のまるめがよわまって､uであらわれることもある｡波照間島方言のagOl〕１
｡

（あくび)、⑪ｌｌｌＫｏＮ(ふくぎ)の語中の音節が*ｋｕであったと想定されるにもかかわらず、

２６語源について仲宗根政善（1983）は「田舟」としている。奄美大和浜方言t`oxnl、今
帰仁与那嶺方言t`ozm、宮古島保良方言tauniなどから祖形を*tauneと考えた。
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母音がｏであらわれていることから、ホモロジーとして祖方言にあったｕが、分岐後にｏ

に変化したとかんがえたい。同様に*ｏに由来する母音がｏであらわれている語例も、＊ｏ

＞ｕの変化ののちに､ｏに変化したのではないかとかんがえる。ただし､ｕがｏに変化した

要因は特定できていない。

波照間白保方言では成節的な子音は発達しておらず､中を成節的な子音とみなくてよい。

音韻論的には、⑭のように中が連続するときは促音として、それ以外は、母音ｕをおぎ

なう。

語中の*ｋｕは、一部に｡bに変化しているものもあるが、おおくはｋｕであらわれる。

波照間

①ｕＮ

⑪⑪ｕ

⑪①ａ

のｌＪｍｏＮ

“tsu

のｕｔｓｕ

伽tsa

軸tsl

gudzlra

kungotsl

白保

⑩ｕＮ

中⑳ｕ

ｌＫｕｒａ
ＯＯ

①I9moN

のutlI

⑪lltsu

伽tsa

伽tli

gudzlra

lKungatll

、＊
一
フ

の
ジ
月

識
釘
黒
倉
雲
口
糞
草
櫛
ク
９

波照間

ｍａ⑩中ａ

in②gtsa

mJagu

rukugotsl

pJaXgcD

nlpJaxgu

agObl

Jmiku

のI3ku

軸koN

白保

ｍａ中⑪ａ

ｍ伽tsa

mjaku、（melKu方言研）

rulKugwatlI

pJazgu

語中の*ｋｕ

枕

海草

脈

６月

百

二百

あくび

肉

肺（ふく

。
Ｎ

畑
山
榊
柳柿（ふく27)）

フクギ（福木）

2.1.4.3＊ｇｕ

語中の*ｇｕ

台所

陰嚢（ふぐり）

波照間

toxra

⑪uXrl

白保

toxra

中uzri

２７他の琉球語諸方言、九州方言などの語例との比較から*pukuを祖形と考えた。
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⑩uxrl（陰嚢(ふぐり)）が沖縄那覇市楚辺方言などの①uguiと同系語であったとすれば、

あるいは､その祖形を*Puguriとみるなら、宮古諸方言におきたような*gu＞V＞、の変化

のあとに、さらにｕになって先行音節に吸収されたのではないかとかんがえられる。しか

し、語例がすぐないので、語例をふやして検討したい。

２．１．４４＊ｓｕ

波照問島方言、白保方言のいずれも*ｓと結合するｕはｌに変化している。奥舌母音*ｕ

の舌先母音１への変化は、狭母音化ではない。舌先母音が歯茎前舌と硬口蓋でのせばめを

特徴とし、歯茎摩擦音ｓと調音位置がちかいので、＊su＞*ｓｌの変化はｓとの同化とみた

ほうがよいであろう。

＊su＞ｓ１の変化の例外となる、波照間島方言、白保方言のU9J3i(脛)、白保方言のna1pi
（茄子）は後続音節の母音iの影響でiになったもので、遠隔逆行同化の例である。

波照間

slx

SOS9～Ｓ９Ｓｌ～ＳＳ１

ＳＳｕ

ｓ９ｐａ～spa

jjJJi

白保

slz

SJS9～SDS］～ＳＳｌ

ＳＳｕＸ

ｓ９ｐａ～spa

jjJ9i

jjtari

語頭の*ｓｕ

巣

煤

裾

唇（すぱ）

脛

すだれ

波照間

naS9pl～naspl

garaS1

s9k,ａ～slK,ａ

ｕＳ１

白保

naljpi

garasl

sk,a

uli

iliIlli

pjkiuli

語中の*ｓｕ

茄子

カラス

囲炉裏

臼

石臼

畷き臼

ilbKII

2.1.4.5＊tsu

波照問島方言、白保方言のいずれも*ｔｓと結合するＵは］に変化している。この変化もｓ

と結合するｕのぱあいと同じく、狭母音化ではなく、舌先母音が歯茎前舌と硬口蓋でのせ

ばめを特徴とし、ｔｓと調音位置がちかいので、＊tsu＞*tslの変化も歯茎破擦音ｔｓとの同

化とみたほうがよいであろう。ただ、白保方言では語中でtliであらわれる例がおおい。

語頭でｕと結合したtsは摩擦音ｓに変化している。語中でもｕと結合したtsが摩擦音

ｓに変化している例がみられるが、語頭のぱあいに比較するとす<ない。摩擦音化につい

ては、子音の摩擦音化の項を参照。

＊su＞slの変化の例外となる、波照間島方言、白保方言のsIlpu（壷)、ｓｌ３ｌｒｕ（腱・つる）

は、後続音節の母音ｕの影響でｕになったものであろう。波照間島方言、白保方言のし1,9ｉ

（爪)Ｊｉｐｉ（尻.つく)、白保方言のnaQpi（茄子）は後続音節の母音iの影響でiになっ
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たものであろう。いずれも遠隔逆行同化の例である。

Ｎ副
塊

ｕ
ａ

卿
ｕ
脚

Ｎ

”
。
ｍ
・
囮
肚
、
。
血
へ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
剣
Ｓ

ｍ
岨

Ｎ

眠雫輕椒捗瀝艸脚脚叩岬柳艸卿
印

波照間

剣弓ａ～ｓｎａｏ

ｓＵｌ『ａ～srao

s91K，ａ～slK，a

s9k，eN

sUFa～ｓｒａｏ

語頭の*tsu

綱

面

柄

月

顔(つら）

角

月経

ついたち

壷

腱（つる）

膝（つぶし）

爪

尻（っぺ）

｣jl9o

sUklnamuN

skldatsl～s91qdatsl

Sllpu

suru
Oo

sI1JpuslN艸
騏

白保

pjt岨ki～pJtll1ki

⑪IHJtsura

itska～its91m

q1ki

patska～patsUka

natli

mattsl

pJtitlj～mtiti

⑪,a:叩～伽t'a:tli

mtli

juxtIi

mi

n:tli～nztlii

nanatli～nanat1

jaxtli

k唱kunutli

s3tutsl～stutsl

maliki

Jbngwatll1ki

ningatli

sangatli

｣Ingwatli

波照問

pSJtuSklN～ps3tusUklN

語中の*tsu波照間

一月（ひとつき）pSJtuSklN～ps3tus
二日のsk'ａ～伽s9k'ａ
五日 ｉｓｋａ～iEUlKa

天気の:s9kl～の:skl

二十日ｐask，ａ～pas9lK，ａ

夏nats9

松mattsl

ひとつ pstutzl

ふたつ ⑪，axtzl～①9t,axtzl
二つ mixtzl

四つ juxtzl

五つｌｓｓｌ

六つpxtzl、muztzl

七つnanatzl

八つ jaXtzl

九つ halK,onatslo

ソテツ s9tuts1～stutsl

杵（稲搗き？）masUkl

l月sagotslsklN

２月ningotsl

３月sangotsl

４月sWgotsl
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５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

霜月

おとつい28）

gungatli

rukugwatli

喝tllngatli

p9tlingatli

kungatn

d3ingwatli、d3uUgwatli

d3mitlIngwatlI

d3uZningwatli

gungotsl

rukugotsl

｣jtslgotsl

p9tslgotsl

kungots1

dzlUgotsl

d3uxitligotsl

d3uxniUgotsl

s9n9us9kl

bututzl bututtli～bututlI

「八重山語彙』では白保方言の月の呼び方は、「ningwatSI」「SIngwatSI」「sangwatSI」

「gungwatSI」「mgugwatll」「｣ItSIgotSI」「p§tSIngwatSI」「lKungwatSI」「dzlngwatSI」

「d3uxitslngwats」のように記載され、語末の*tsuが「tSI」と記載されている。「八重山

語彙』の調査された時期から狩俣が調査をした2006年のあいだにtSI（＝tsl）からtliに

変化したとかんがえたほうがよいのか、調査をすすめて再検討したい。

波照間島方言bututz1､白保方言bututliの祖形を古代日本語の｢をとつひ｣とするか｢を
ととひ｣とするかはただちに断定できない｡小林隆(2006)は､多良間村塩川方言bututSIX、

大浜町（現石垣市）平得方言butuZI、白保方言bututSI、竹富町波照間富嘉方言bututSI

の語例から先島方言（宮古八重山諸方言）の祖形を「をとつひ」としている。小浜島方言

butudi､与那国島方言butudiは、「をとつひ｣とみることができるかもしれない｡しかし、

八重山諸方言のなかには「をととひ」に由来する語形をもつ下位方言があるし、宮古諸方

言も「をととひ」に由来する語形をもつ下位方言がおおい。

石垣市新川方言、大浜方言

石垣市真栄里方言

竹富島方言

宮古島市下里方言、保良方言、伊良部島伊良部方言

。
ｍ
・
１

加
川
柳
川

ｕ
ｕ
ｕ
ｕ

Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ

多良間島をのぞく宮古諸方言の祖形は「をととひ」であろう。奄美沖縄諸方言でも那覇

市楚辺方言,uttix､今帰仁村与那嶺方言，utt，iz､奄美市笠利佐仁方言,uttlなどがあって、

これらの祖形は吃ととひ」である。

波照間島方言bututzl、白保方言bututIiの祖形を「をとつひ」とするなら、これらの地

域の祖形が他の地域が｢をととひ｣系であるのとことなる理由を説明しなければならない。

小林隆（2006）は「をとつひ」系の語形のみられるのは、周辺に古形が分布する周圏分布

の例としている。八重山諸方言全体の詳細な分布を調査し、多良間島方言をふくめ八重山

諸方言の下位区分、「をとつひ」系と「をととひ」系が混在する理由をあきらかにしなけれ

ばならないだろう。

２８「八重山語彙』では波照間島も白保もbututliで記載されている。
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2.1.4.6＊dzu

これまでの調査では語頭に*dzuをふくむ単語をえられていない。語中の語例もすぐな

いが、波照間島方言、白保方言のいずれも*｡ｚと結合するｕはｌに変化している。この変

化もs､ｔｓと結合するｕと同じく、狭母音化ではなく、歯茎破擦音ｄｚとの同化とみたほう

がよいであろう。祖方言において「づ（*ｄｕあるいは*dzu)」と「ず（*dzuあるいは*zu)」

を区別していたことをしめすものはみつかっていない。

白保

mdzl

spidzlna～n9idz1na

kjtsl

波照間

ｍｄｚ１

｣Iin9idzlna､煙idzlna

k9sl

語中の*dzu

水（みづ）

しめ縄

傷（きず）

2.1.4.7＊ｎｕ

語頭の*ｎｕ

布

波照間 白保

ｎｕｎｕｎｕｎｕ

語中の*ｎｕ

着物（きい）

犬

Su弓ｕ
●

ｍｕ
柳
弧

2.1.4.8＊ｐｕ

語頭の*ｐｕは規則的に摩擦音化して⑩ｕあるいは｡であらわれる。後続の母音は消失し

ているか、無声音化したｇであらわれるが、唇のまるめがよわまってｍであらわれること◎

もある｡波照間白保方言では成節的な子音は発達しておらず、⑪を成節的な子音とみなく

てよい。音韻論的には、⑭のように｡が連続するときは促音として、それ以外は、母音

ｕをおぎなう。

語中の*ｐｕは､祖方言の段階ですでに摩擦音化、有声音化、唇音退化していて、＊ｐが消

失して母音単独音節になっていて、先行音節の母音と融合している。

白保

⑩！｢i～のgt｢ｉ

⑪IJJtsUk,ａ

⑪，axtli～伽t,aztlI

中tari～⑩l3tari

のgkuru

①uku

伽kuN

中平，ａ

⑰ｍｕ～のulju

波照間

中tlI～⑩ｕｔｌｉ

⑪slK，ａ～純s91K，ａ

⑪，axtzl~伽t，axtzl

⑪tarl～⑪1ltarl

伽kuru

伽ku

伽koN

伽t'a~⑪t，a
⑪ｉ

語頭の*ｐｕ

筆

二日

ふたつ

二人

袋

肺（ふく）

フクギ（福木）

蓋

冬

－５１－



語中の*pｕ

今日（けふ）

昨日（きのふ）

]fjuZ

snu～ｓ]叩｡

kjux

snu～剣弓ｕｏ

2.1.4.9＊ｂｕ

語中の*ｂｕ

昆布

畦（あぶし）

膝（つぶし）

油

コブシメ

蛇（ハブ）

煙

柄杓（さし？）

冬瓜（しぶり）

波照間

lKubu

abusl

sIPIDuslN
aba

白保

kUbu

abuli

s9puslN～sUJpuslN
aba

lm1n9i

p9ku

lSjpUli～l5jpllIiN
mXbuZ

sWDuruN

kulimi

pqlKu

kjpus9～]5jpus
nibu

s9purlN

kll1mi（コブシメ）が沖縄那覇市楚辺方言などのkubUlimiと同系であり、その祖形を＊
kobusimeとみるなら、語中の*ｂｕが宮古諸方言におきたような*bu＞v＞、の変化のあと

で、ｕになって先行音節に吸収されたのではないかとかんがえられる。

２．１．４．１０＊ｍｕ

語頭の*ｍｕ

村

昔

六日

麦

虫

筵

白保

ｍｕｒａ

ｍｕｇａｌｉ

ｍｍｇａ､ｍｕｉｌＫａ

ｍｕＮ

ｍｕｓ１

ｍｕｓｓｕ

波照間唖函・卿川川
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

語中の*ｍｕ

動物 iEn9uS1 lsUn9us

21411＊ｊｕ

語頭の*ｊｕ

湯

夕焼け

白保波照間

Ｊｕｘ
●●●

JuXJagl

Ｊｕｚ
●●

JuXJage

語中の*ｊｕ

眉 ｍａＪｕｍａＪｕ

－５２－



２．１．４．１２＊ｒｕ

語中の例しかえられていないが、＊ｒと結合したｕは、ｕのままである。波照間島方言の

l5jtslr1(煙管)、白保方言のkjtliri(煙管）は先行音節の母音の影響をうけた遠隔進行同化

によって１，ｉになっているのであろう。波照間島方言の内sｕ（昼）では、先行音節の舌
先母音ｌの隣接進行同化によって摩擦音化(r＞s)がみられる｡suxmazrl(汁椀)､suxmagar，

（汁椀）などでも*siru（汁）＞ssu＞su2の変化がおきたのであろう。

語中の*ｒｕ

煙管

夜

猿

腱（つる）

昼

ニンニク

汁鍋

汁椀

杓子（汁？）

波照間

]Ｓｊｔｓｌｒｌ

Ｊｕｒｕ

ｓａｒｕ
ｏｏ

ｓＩ１ru
Oo

psJsu

pJlru

jinabi

suxmaxrl

sl3pez

白保

kjUIri

Ｊｕｒｕ

ｓａｒｕ
ＯＯ

ｓｕｒｕ
Ｏｏ

ｐＪｌｒＩl

p3lru

suznabi

suxmagan

石垣市大川方言（｢八重山語彙｣）でｓａｒＩ（猿)、ｓａｒｌ（申)、plxrl（昼)、ＳＩｒＩ（汁）など

のようにＩ(＝l）になっているのとことなる｡石垣市新川方言では､parI(針)、turI(鳥)、

kannarl（雷）などのようにｒと結合した*iもＩに変化していて、＊ｒｕと*riがrlに統合さ

れている。その点も波照間島方言、白保方言は石垣市籾I|方言とことなる。

波照間島方言と白保方言の摩擦音化*ru＞ru、＊ri＞ｒｌは、子音*ts、＊ｋと母音*u、＊ｉ

の韻質が重要な要素の同化である。おなじ破擦音でも結合する母音が*iであった*tsiのぱ

あいか語頭でも語中でも狭母音化して*tsOになっているが、摩擦音化はおきていない

（｢2.1.3.4＊si」を参照)。

波照間

juru

sJka

のllts9

mitli

matsl

大浜

jurl

ts9ka

①gtsl

ntsl

matsl

下里

Ju1

ts9ka

ftsl

mtsl

matsl

夜
柄

口

道
松

石垣市新川方言、同大浜方言、宮古島市下里方言、同保良方言では、語頭でも語中でも

*tsu＞tsl、＊tsi＞tslの変化がおきていて、＊tsuと*tsiが統合されている。

２．１．４．１３＊d3uあるいはd3ipu（その他）

－５３－



波照間

dzWgotsl

白保

d3iUgwatlI、d3ungwatli1０月

2.1.5＊ａの狭母音化

狭母音化をひきおこしたつよい呼気流もａの韻質にはおおきな変化をもたらしていない。

しかし､広母音*ａでも無声子音に後続する位置でａを無声音化させている。無声音化した

aはアロフォンとして存在するが、後続の有声子音を無声子音化させている。つよい呼気
Ｏ

流をともなって発せられるときは、無声音化したアロフォンａであらわれるが、呼気流が
Ｏ

よわまって発せられるときは無声音化しないａであらわれる。

波照間白保方言のつよい呼気流は、広母音ａと結合した有声子音を無声子音化させる。

ａと結合した無声子音が有声子音化してあらわれているし、ａと結合した接近音ｗも破裂

音ｂに変化（破裂音化）していている。これらの子音変化についてはそれぞれの子音変化

〆

の項でのべる。

2.1.5.1＊ａ

語頭の*ａ

畦（あぶし）

油

踵（あど）

汗

癖

蟻

アダン

あおさ（海草）

秋

朝焼け

あした

あさって29）

網

青い（あを）

波照間

abus1

aba

adu

ali

adzaN

arl

andaＪ１ｉ

ａｓａ

ａｘｓ１

ａｓａＪａｇｅ

ａｔｚａ

ａｓｕｔ,ｕ
Ｏ

ａＮ

ｏｈａＮ

ａｚ
ａ

’
ｒ

ｍ
ｊ
Ｕａ

辨伽珈汕小畑町》麹血・剛血卿狐伽
・
印
へ
ｕ
Ｎ

ａ
ａ
，

2.1.5.2＊ｋａ

語頭の*ｋａ

風

笠

垣根

波照間

k§t3i
katza

o

k§tsl

白保

kqt3i
katza

O

]Kqtli．

２９『八重山語彙』では波照間島方言、白保方言ともにaSItuo

得asiitu、真栄里aEtus黒島a1t，u･与那国島方言asatti。
石垣市大浜方言as1itu、平

－５４－



総（かせ）

舵（かじ）

紙（かび）

甕

亀

竈

雷

蟹

バッタ30）

カボチャ

皮（かは）

瓦(かはら）

包丁（刀）

おかず（糧物）

k2tli

k9tsl

k9pi
kami
oO

kalni
oＯ

ｋ２１ｍａ
ｏO

kannari

lKaN

kataN
o

lKabutli8L

kax

kaxra

kat,ａｎａ
Ｏ

ｌＫ§tlllnunu

koXdz1

garas1

gaJa

k9t5i

kqtsl

lK9pl
kami
Oｏ

１Ｋａｍｉ
Ｏｏ

Ｉｍｍ２ｎ
ｏO

lKannarl

kaN

kataN
o

1Ka]DutliBl

kax

kaxra

kat,ana
O

lKqtlInlunu

goxdzl

garas1

ｇａＪａ

一
」

ス
ぼ

一
フ

土
一

戸
敷

麹
力
萱
か
影
井
屋
顎

k§n9agu～k§n9agcD
四ez

lqex

hako・
o

h9kotz1

勾
．
ｔ

▽・・・血・血・
腔
蛇
ｋ
ｋ

h9kotz1

白保波照間

na:⑪13k，ｕ

のsk'ａ～伽s9k，a

m1Xga

Juxga

iska～is9ka

mulga

nanga

JaXga

h9konaga

paslK，ａ～pas91K，a

s9k,ａ～ｓｋ，a
lga

nagabl

ａ
ａ
Ｋ

＊
［
ロ

の
風
日
日
［
ロ
日
日
日
日
日
十
賊
指

誹
屏
一
一
三
四
五
六
七
八
九
一
一
柄
烏
中

naka伽ｋｕ~nagaの理ｋｕ

⑪UJts91K,a
mikkH

juzga､julKka

itska～itsUlKa

muiga､muilKa

nanga､nanuka

jaxga､jazka

lmlmnnka
o

patska～patsQlKa

s9ka～slKa

lga

nagabl､nagabi

３０語源は不明だが、宮古諸方言、石垣四箇方言などのlKataと同系の単語で､祖形をｋａｔａ
と考えた。
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夜中

庭（め中？）

昔

椀（まかり）

肋骨31）

甕

火の神

急須

椀（総称）

Junaga

nnnaga、n

mugali

magan

jagatabUni

maga

p9nakaN

tlilkk,ａ

ｍａｇａｎ

Ｊｕｎａｇａ

ｍｌｎａ・ga、m1na▽

mugaS1

maXrl

jattabUJ]i

lraga

pJ]9akaN～ps9弓akaN

ｍｅｎａｇａ

dzok，ａ～dzokk，ａ

maxrl

２．１．５．３＊ｇａ

謡項の*ｇａ

鎌32）

白保

gakkex

波照間

gaklKja

語中の*ｇａ

鏡

羽釜

ふけ（しらが）

kangaN

pangama

ssaga

kangaN

pangama

ssaga

2.1.5.4＊ｓａ

言蔀項の*ｓａ

酒

猿

草履（さば）

皿

匙

柄杓

３月

竿（さを）

白保

saki
O

sarll
oO

s9IDa

sara

sad3ｉ

ｓ§tli、mzbuz

sangatli

SOX

波照間

sak'ｉ
Ｏ

ｓ２１ｒｕ
Ｏｏ

ｓｑＩＤａＮ
ｓａｒａ

ｓａｄ３ｉ

ｓ§tli、nibu

sangotSl

SOZ

白保

ａｓａ

ｋａｔｚａ
Ｏ

中l3tsa

p苧saN

in血tsa

語中の*ｓａ 波照間

あおさ（海草）ａｓａ

笠ｏｋａｔｚａ

草⑪弓tsa

鋏p9tsaN

海草ｍ血tsa

３１語源は不明だが、宮古平良下里方言のjakatabUniと同系の単語と考えた。
３２語源は不明だが、宮良當壯（1930）は「釣」としている。石垣市大川gagl、３２語源は不明だが、宮良當壯（1930）は「釣」としている。石垣市大川gagl、竹富町黒

島gaki、同町新城gal団[、同町小浜gaxkl、同町波照間gaklKjao以上「八重山語彙」より。
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朝焼け asaJaglasaJage

2.1.5.5＊dza

語中の*dza

痔

小皿

大皿（おほ）

白保

adza

kuzdzara

｢buxdzara

波照間

adzaN

kudZara

budza7H

２１．５．６＊ｔａ

語頭の*ｔａ

蛸

煙草

竹

種

薪

豚の餌箱

白保

taku
O

tqIDagu
talKi

O

t9J３ｉ
ｔａｍｕｎｕ

ｔｏｍｉ

波照間

talKu
o

tak2ubu
O

talKi
O

t9J3i
taYｍＩｍｕ

ｔｏｍｉ

白保

bata

bata～batta

mata

lKata
o

中19t,ａ
ｋａｔ，ana

O

jjkida蝿､｣ikitatl；

波照間

bata

bata

mata

kata
o

“t，a～⑪'a
lKat，ａｎａ

。

語中の*ｔａ

綿

腹（わた）

股

眉

蓋

包丁（刀）

ついたち

ふたつ

二人

三人

四人

まな板

skldatsl～s9kldatsl

のt,axtzl~伽t,axtzl

⑩tarl～⑩Htarl

mitarl

jutarl

man｢tsa

⑪,aztli～典t，axtli

⑪ari～①lltari
mittari

juttari

manitsa

2.1.5.7＊ｄａ

語中の*ｄａ

枝（よだ）

太陽

左

すだれ

肌

蝦
汕
蝉
岬
脚
噸

波照問

juda

几弓a

pJnan

2.1.5.8＊ｎａ
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・
１叩

ＳｊＵ
ａ

ａ
ｎ

ｕ
ｎ

ヘ
ピ
ヘ
ａ
ｉ

勾
間柵
州
》
加
州
Ⅷ
咽
呼
剛
剛
”

４
℃

白保

naN

nanatli1
nabi～naxbi

naN

naka①llku～naga⑪ｌ３ｋｕ

語頭の*ｎａ

菜（野菜）

七つ

鍋

縄

屏風

夏

七日

茄子

実（なり）

きのこ33）

natli

nanga､nanuka

na1pi

naXrl

nabaN

波照間

nanatzl

p鱒ａ～ｐ餌ａ

ｓ9弓ａ～snaO

Junaga

lKannarl

lKat，ａｎａ
ｏ

ｎｕｎａ。ga、nnna▽

pSJbana
jinabi

mas9kl
mantsa

白保

nanatlj

p餌ａ～ｐ籾ａ

ｓ弓ａ～sU弓aﾍ<1u9a

Junaga

kannari

kat，ａｎａ
ｏ

ｍｍａｇａ、ｍｅｎaga

pibana

suznabi

ma1ki
mnnitsa

語中の*ｎａ

七つ

花

綱

夜中

雷

包丁（刀）

庭（め中？）

炎（火花）

汁鍋

杵（稲搗き杵（稲搗き？）

まな板

ａ、
△

＊

ａ

９
や

ｐ
Ｈ

５
の

十
月

肌
纈
刃
葉
橋
鋏
蜂
二
８
羽
花
浜
鳰

研
ａ
ｋ

一一一一口
割

ａ
方

ａ
ｎ
ｏ

ｐ｛
伽
四

Ｎ

蝦肌脚剛碑剛》蝋・剛一》》剛
ａｐ

ａ

鉱
ａ

ａｎ
ｏ

Ｄ
△

ａ
ｏ

｛
呵
、
△

ａ
印
へ

梛剛脚鯛鍛剛戯剛・剛岬》剛
間

３３語源は不明だが、 他の方言との比較からｎａｂａを祖形と考えた。
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柱

禿げ

蛇（ハブ）

羽釜

ロ広甕34）

蝿

灰

畑

p鷲a

Pagl

p9ku

pangama

bandox

Pjex

Pjez

pjteXgi

p鷲a

pagl

p9ku

pangama

bandoz

pjeZ

pjex

pjtegi

波照間

lKax

naN

kaYm

語中の*ｐａ

皮（かは）

縄（なは）

瓦（かはら）

白保
２
Ｎ
麺

ａ
ａ
ａ

ｐ
Ｋ
ｎ
Ｕ
Ｋ

２１．５．１０＊ｂａ

語頭の*ｂａ

芭蕉

波照間

basaz

白保

basaX

語中の*ｂａ

草履（さば）

小便（しばり）

きのこ

こぱ

炎（火花）

波照間

s9paN

s9parl

naba

lm3pa

pSJbana

白保

s2pa

s9parl

nabaN

kl3pa

pibana

２．１．５．１１＊ｍａ

語頭の*ｍａ

眉

股

睾丸（まら）

豆

松

米

椀（総称）

まな板

今35）

波照間 白保

ｍａＪｕ

ｍａｔａ

ｍａＪｕ

ｍａｔａ

TｎｍＰａ TｎＨＴａ

ａ

麺
噸
Ｂ
ａ
ａ 可蛤
：
ｎ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

、卿伽
皿
燗
ａ
ａ
ｇ
ａ
ａ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

Tｎａｎａ Tｎａｎａ

３４語源は不明。「飯胴」かｂ今帰仁与那嶺ｐ`aNdox、首里haNd
panduo
35nama波照間、竹富島、鳩間島、石垣大浜。manama鳩間島。
以上『八重山語彙」から。

首里haNduxgaxmi･八重山新城方言

na鳩間島。ｍana波照間島、白保。
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語中の*ｍａ

山

わな

浜

電

島

胡麻

羽釜

かまぼこ

Ｊａｍａ

Ｊａｍａ

ｐ§n９ａ

ｋｎｍａ
ｏo

s91】9ａ～ｓｍａｏ

ｇｕｌｎａ

ｐａｎｇａｍａ

Jama

Jama

p§n９ａ

ｋ２ｍａ
ｏo

sJI】9ａ～sInao

glllnaN

pangalna

k勲agu~k§n9aguD

２．１．５１２＊ｊａ

語頭の*ｊａ

山

わな

戸（家戸）

八つ

八日36）

薬缶

来年

波照問

Jama

Jama

jadu

jaztzl

JaZga

jak，oN

gexN

⑩可ｄ
ａ

Ｎ
ａ・
１
》
可
Ｋ

蝦汕・》汕螂》》』

語中の*ｊａ

萱

朝焼け

夕焼け

波照間 白保

gaJa

asaJagl

JuXJagl

gaJa

asaJage

juXjage

２．１．５．１２＊ｒａ

語中の*ｒａ

村

睾丸（まら）

Ⅲ

小皿

大皿（おほ）

藁

クジラ

カラス

油

波照間 白保

InuYPa

lnara

sara

lKuZdzara

buZdzara

bara

gudzlra

garasl

aba

lｎｕｒａ

ａ
ａ

ａ

麺
麺

、
、
曲
血
、
岬
剛
ａ

、
題
ｎ
ｍ
ｍ
即
餌
汕

３６古代日本語「やうか｣。石垣市大)|Ijauka（｢八重山語彙｣)。宮古島市保良jaulKa・宮古
島市下里joxlKa。＿
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乱

ふけ（しらが）

手のひら

梢（そら）

柱

薑

瓦

台所

倉

大しゃもじ

ssaN～saN

ssaga

jixnup｡sa
s9ra

p無a

1raga（蔓）

kaxra

toxra

⑪①a

ibira

ssaN～saN

ssaga

jinup｡ｓａ
ｓｕｒａ

ｏ

ｐ無ａ～p91ra

lnaga

kaxra

toxra

kura
oＯ

ｉ]Dira（飯箆？）

２．１．５．１３＊ｗａ

語頭の*ｗａ

綿

藁

腹（わた）

波照間

bata

bara

bata

白保

bata

bara

bata

語中の*ｗａ

茶碗

あおさ（海草）

上唇

天気

波照間

sabaN

asa

oxspa～oxs9pa

の:s9kl～のxskl

白保

tlb1baN

asa、

oxspa～oxs9pa

qljki

ａｓａの祖形は何か｡龍郷町瀬留方言osa､与論町麦屋西区osa､今帰仁村与那嶺方言axsa、

宮古島下里方言axsaなど、他の琉球語諸方言などの語例との比較から祖形を*awasaと考

える。奄美方言では*nawa（縄）＞no、＊kawa（皮）＞koのように*awa＞ｏの変化があ

り、沖縄諸方言、宮古諸方言、八重山諸方言では、＊nawa（縄）＞naX、＊lKawa（皮）＞k

axのように*awa＞axの変化がおきているからである。

しかし、「砂糖」を瀬留方言でSato、与那嶺方言でsata、下里方言sataなどにみられる

ように、沖縄諸方言、宮古諸方言などで*ａｕのｕが消失してａになることがあるので、＊

awosa＞ausa＞asａの変化も想定できないわけではないが､語末以外での*au＞ａの変化を

確認できていない。

2.1.5.14＊tlbl（その他）

波照間

カボチャ kabutliBl

茶碗sabaN

白保

lKabutlia

tFBlbaN

２．１．５．１５＊pja（その他）

波照間 白保
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百 pJazgupJazgcD

２．１．５．１６＊gwa（その他）

波照間島方言のJ1ingotsl（２月)、sangotsl（３月）などのｇｏはgwaから変化したもの

である37)。いつぽう、白保方言のningatli（２月)、sangatli（３月）のgaはgwaが唇音

退化して直音化したものであろう。白保方言のぱあい、「八重山語彙」には「ningwatSI」

や｢sangwatSI｣のように記載されていて､1930年以降におきた変化であるとかんがえる。

波照問

sagotslsklN

J1ingotsl

sangotsl

slngotsl

gungotsl

rukugotsl

Litslgotsl

p§tsIgotsl

kungotsl

dzlngots］

d3uZitligotsl

d3umDgotSl

白保

jDUgwatl2ljki

ningatli

saUgatli

jingwatlI-

gungatli

rulKugwatlｉ

｣itlmgatli

p9tllngatlI

kungatli

d3ingwatli、d3ungwatlI

d3u:itlhOgwatlI

d3uUmJgwatlI

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
皿

２．１．５．１７＊kwa（その他）

波照間

桑の木kongi

白保

kongi

２２波照間白保方言の母音の同化

波照間白保方言にみられる母音の同化には、隣接同化と遠隔同化がある。母音同士の隣

接同化は、相互同化だけしか確認できていない。母音間の遠隔同化には進行同化と逆行同

化がみられる。遠隔同化が他の八重山諸方言にもみられるかどうか確認していない。調査

をすすめたい。

３７平山輝男（1988）に「／'ｗａ/のほかにもＣｗａの柏が認められる。（略）これらの柏は、
話者や発話状況によってはＣＯの柏と交替することがある」とあるが､語例はことなるが、

同じ現象があらわれ､gwa＞goの変化が進行中なのであろう。kongi(桑の木)、o2smDa(上
唇）もgwa＞ｇｏと平行的に*kwa＞ko、＊uwa＞ｗａ＞ｏの変化がおきているようだ。語例
がすぐなく、kwa＞lKo、＊uwa＞ｗａ＞ｏが祖方言でおきた変化なのか平行変化なのか、確

定できない。gwa＞goは分岐後の変化であろう。
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2.2.1隣接同化

波照間白保方言のばあい、隣接同化による母音変化には、相互同化のタイプだけがみら

れる。語中の*ｗｏ、＊wiは、波照間白保祖方言の段階で唇音退化によって母音単独音節に

なっていて、先行音節の母音と同化している。同じく*pi、＊pe、＊ｐｕも、波照問白保祖方

言の段階で摩擦音化、有声音化、唇音退化して母音単独音節になっていて、先行音節と同

化している。

2.2.1.1二重母音*ａｕの相互同化

波照間

麹（かうじ）goxdzl

門（じゃう）ｄｚｏｘ

棒（ぱう）ｂｏｘ

牛菩（ごぱう）ｇｕｍｂｏＮ

箒（はうき）poxtsO

豚の餌箱ｔｏ狐

ｏ ▼
▲

服
地
伽
、
伽
剛
叩

2.2.1.2二重母音*aoの相互同化

竿（さを）ｓｏｘ

青い（あを）ｏｈａＮ

ＳＯＸ

ｏｈａＩＶ

二重母音*au、＊ａｏは、いずれも相互同化によってＯｘに変化している。この同化は、波

照間島方言､白保方言ともにみられる｡＊au＞ox､＊ao＞oxは祖方言でおきた変化であろう。

2.2.1.3二重母音*aeの相互同化

蝿（}土へ）ｐｊｅｚ

南（I土へ？）ｐｊｅｘ

前（まへ），njex

pjeZ

pjex

mjeZ

２．２．１．４二重母音*aiの相互同化

灰（はひ）ｐｊｅｘ

甑（たらひ）ｔ甥ｅ
地震（なゐ）ｎｊｅｘ

米（まい）ｍｅｘ

▽
△
配
Ｃ
ａ
臼

卯
、
。
四
ｍ

波照間島方言、白保方言ともに二重母音*aeが相互同化によってexに変化している。ま

た、＊aiがex、あるいは、ｅｘに変化している38)。1988年の波照間島方言の調査、1990年

38平山輝男（1988）は、宮良當壯（1930）が前舌半広母音exでかきあらわした母音を中舌
半広母音/Ｍも]と記述している。

／1K砥/[lKex]卵。／p弧/[p6x]鍬／m6E/[m6x]鍬。
上村幸雄（1997）は、この母音について「標準語/ai/に対応する舌先的母音/３／が存在
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の白保方言の調査ではexとＢ２の区別は混同されながらも区別されていたが､2006年､2007

年の調査では区別が失われ、ｅｘであらわれた。ｅｘとｅｘの区別がどのようにして生じたのか

確定できない｡上にあげた単語のほかにex､exのあらわれるものには以下の単語があった。

波照間

lqex

l6ex

peX

kEx
▼
▲

（←』

叩

眠
船
舶
靭
舶

影
炉
鍬
卵

さらに『八重山語彙』にBzのあらわれる語例は、以下のものがある。ｅｚのあらわれる語

例はexのあらわれるものよりおおくみられる。詳しくは「八重山語彙』を参照。

白保方言

bjeX～bex（芽)、Zjeznun（南京虫)、ne2（苗)、seznama（)||蝦)、jasex（椰子）

波照間島方言

sakas91KeX(盃)、鯛（采)、muge:（胃)、aslkEx（シヤコガイ？)、ｔｅ:（松明)、ｐｅ:ｒｏ
（追剥)、ｐｅｘ（汁用の杓子)、

これらの単語を他の八重山諸方言、あるいは、琉球語諸方言の対応語形と比較しながら

検討しなければならない。

2.2.1.5二重母音*oiの相互同化

樋（とひ）ｔｕ］ tui

2.2.1.6二重母音*ｅｕの相互同化

今日（けふ）ｋｊｕＺ

芭蕉（ぱせう）basax

昨日（きのふ）ｓ】9ｕ～ｓｕ叩

kjuX

basaz

snu～ｓＵ弓ｕ◎

2.2.1.7＊uwaの同化

天気（上つき）の:s9kl～の:skl
上唇

qljki

oxs9pa～oxspa

する。この母音もこれまで中舌的な音色ゆえに中舌母音と誤認されてきたが、観察すれば
わかるように、舌がたいそう前によった母音である」としている。わずかに中舌的な音色
をともなう前舌の半広母音Bxを中舌の半広母音とみたのであろうか。もし、そうでなけれ

ば、宮良（1930）の前舌半広母音のezが中舌半広母音色に変化し、また、前舌半広母音
eｘ（上村（1997）の３）にもどったことになる。３は上村の作字で、非IEAの記号｡
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2.2.2遠隔同化

波照問白保方言のぱあい、遠隔同化による母音変化には、遠隔進行同化と遠隔逆行同化

のふたつのタイプがみられる。奄美諸方言にみられた遠隔相互同化はみられない。

2.2.2.1遠隔進行同化

波照間白保方言の遠隔進行同化には、後続音節の母音ｕによるもの、母音ｉによるもの

のふたつがある。

2.2.2.1.1ｕの同化

＊si＞sl、＊ri＞rlの変化がおおくの語例でみられるが、波照間島方言のＷｓｕ（星)、juru

（夜)、白保方言のｐｇｓｕ（星)、ｕｒｕＮ（瓜)、ｊｕｒｕ（夜）では先行音節の母音ｕの影響を
うけて後続音節の母音］がｕに変化している。

蝿剛剛・川

白保

pgtsg～pllts9
uruN

星
噸
夜

Jｕｒｕ

2.2.2.1.2ｉの同化

＊tsi＞tsl、＊tsu＞tsl、＊ki＞tslの変化がおおくの語例でみられるがく波照間島方言の

ｍｔＩｉ(道)、i1n9usl（動物.いきむし)、白保方言の、１１(道)、kjtliri(煙管）では先行
音節の母音iの影響をうけて後続音節の母音】がｕに変化している。

波照間

mitli

k:tslrl

iP3usl

白保

mitli

kjtliri､lS41lruJ

is9n9us

管
物

道
煙
動

血管（血の道）は、dzlnumts1（波照間島)、dzlxnumitsl（白保）なので、血tli（道）

を単独で使用するぱあいだけで進行同化がおきたのか、標準語の影響なのかをただちに断

定できないが、他にも進行同化の語例がみられるので、ここにふくめた。

2.2.2.2遠隔逆行同化

波照間白保方言の遠隔逆行同化には､後続音節の母音ａによるもの､母音ｕによるもの、

母音ｉによるもののみつつがある。

２．２２．２．１ａの同化

波照間島方言p]弓akaN~psWlkaN（火の神)、h9konaga（九日)、白保方言]qjnakaN
（火の神）では後続母音ａの影響で先行母音ｕがａに変化している。言蔀項音節の母音がａ

になっていることの理由は不明である。白保方言のｋｕｋｕ丁nulKa（九日）が周辺方言から

の影響や借用などによるものでなければ、ｈ§konaga（九日）の遠隔逆行同化は、白保方
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言が分岐したあとに波照間島方言でおきた変化である。

波照問

pJ弓akaN～pSJ弓akaN

hqkonaga

白保

pjnakaN
lEulmnuka

o

火の神

九日

２．２．２２．２ｕの同化

＊tsu＞sl､＊ki＞slの変化がおおくの語例でみられるが､波照間島方言､白保方言のsgpu

（壷)、ｓ９ﾄｌｒｕ（腱)、swm9u（肝）では後続音節の母音ｕの影響をうけて先行音節の母音］
がｕに変化している。

波照間

保
ｕ
ｍ
ｏ
ｍ
・

白
叫
印
。
皿
。

壺

腱（つる）

肝

ＳＵＪＤｕ

ｓｕｒｕ
ｏｏ

ｓｕｍｕ～sIIJ]q9u～sUn9uo。

2.2.2.2.3ｉの同化

＊tsu＞sl､＊su＞slの変化がおおくの語例でみられるが､波照間島方言、白保方言の(Ｐ９ｉ

（爪)､｣ipi(尻)では後続音節の母音iの影響をうけて先行音節の母音]がiに変化してい
る。

間棚
艸
伽
卯
》
叫

白保

｣jIPi

Epi

nJi

pSJ9e

爪

尻（つく）

脛

髭

遠隔進行同化の語例も、遠隔逆行同化の語例もす<ない。語例をふやしたいが、条件が

きびしくなかなかみつからないかもしれない。波照間島方言、白保方言の両方でおなじ単

語におなじ遠隔同化のみられるものもあるが､どちらかの方言にだけみられる単語もある。

この遠隔同化は、波照間白保祖方言でおきたものではなく、したがって語形が同じであっ

てもホモロジーではなく、同じ音環境でおきた平行変化だとかんがえる。

３波照問白保方言の子音変化

波照間白保方言の子音変化には、有声子音の無声音化、無声子音の有声音化、半母音＊

ｗの破裂音化、破裂音の摩擦音化、摩擦音の破擦音化*s＞ts、破裂音の鼻音化*g＞Ｎ、＊。

＞ｎがある。
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3.1無声音化

有声子音の無声音化は、破裂音、破擦音、鼻音、流音でおきている。破裂音ｂ、。、ｇ、

破擦音d3は、無声音化した結果、もとから存在したｐ、ｔ、ｋ、ｔ｢と統合され、安定したフ

ォネームとして波照間島方言、白保方言の音韻体系のなかに位置している。有声子音の無

声音化は、語頭音節に無声子音があり、語頭音節の母音も無声音化するという音環境にお

いておこる変化で、つよい呼気流による無声性が後続の母音、子音を無声音にかえる進行

同化である。波照間白保方言の有声子音の無声音化は、一定の条件でおこるものであり、

無声音化しないb、ｄ、ｇも存在するので、破裂音、破擦音に有声／無声の音韻的対立がう

しなわれるわけではない。

いつぽう、無声音化した鼻音弓、、９，流音§は、つよい呼気流をともなって発音される
ときには無声子音化したアロフォンで実現するが、呼気流のよわい発話においては容易

に有声子音で実現される不安定なアロフォンであり、フォネームとしては、、ｎ、ｒで

ある。

3.1.1＊ｂ＞ｐ

波照間

s9paN

s9pa～s1Da

takabu
O

SU3pu

k9p］

]囚jpus9

Epi

白保

sqpa

sOpa～spa

t9pagu

Sl3pu

k目pi

kjpUli～kjpUliN

｣jpi

草履（さば）

唇（すぱ）

煙草

壷

紙（かび）

煙

尻（っぺ）

3.1.2＊ｄ＞ｔ

波照間

ast，ａ～asOt，a

E49a

pJnarl

ａ

蝦
軸
伽
岬
鰄
蛾

下駄（あしだ）

太陽（てだ）

左

すだれ

肌

3.1.3＊d3＞t「

語中の有声破擦音の無声音化*d3＞t｢、あるいは、＊dz＞ｔｓも先行音節の子音が無声子

音で母音も無声音化しているときにかぎられている。otli～伽tli（筆）では破裂音の破
擦音化もおきている。

波照間

kqt3i

白保

kqt3i風
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舵（かぢ）

去年にぞ）

傷

筆

kqtsl

kgtslN

kJsl

①tli~⑪Ｗｉ

kqtsl

lmltslN

kjtsl

のtlI～靱tli

3.1.4＊ｍ＞ｍ

語中の*ｍ＞､9の変化は､先行音節の子音が無声子音のときにかぎられ、しかも先行音節
の母音が無声音化していることも条件としてなければならない。語中の*皿は、母音が消

失して擬音Ｎになっている。そこでは無声音化は観察できない。

ｕｍｏ則ｕ
ａｍｏ》亜
Ｓ一
ｕ
一
Ｎ
ｈ

副

繍》艸噸柳仙》》艸刎卵刎。抑

ａｍｏｓ

Ｎ

ａ
ａ
ｕ
ｍ
ｏ
ｍ
ｕ

蝦
剛
刎
・
川
副
。
如
幽

月
物

浜
島
紐
肝
雲
紐
霜
爪
亀
甕
動

皿・ト・艸・艸艸 Ｓ

四
ｋ
ｋ
．
１

3.1.5＊、＞ｎ
、

語中の*n＞'3の変化は、先行音節の子音が無声子音のときにかぎられ、しかも先行音節

の母音が無声音化していることも条件としてなければならない。語例は１例しかえられて

いないが、語中の*ｍは、母音が消失して擬音Ｎになっている。そこでは無声音化は観察

できない。語中*ｎｕの語例も１例しかえられていない。用例をふやして検討したい。

波照間

p柳ａ

ｓ9弓ａ～ｓｎａｏ

ｓｎｕ～ｓ]】9ｕｏ

ｊｉ]3ｏ

ｈａｋ,onatslo

h9lKonaga

pJ弓akaN～ｐ狐akaN
pgJ31

⑩lJJ3i

k柳

白保

p無ａ

ｓ弓a～s]弓aﾍ<1]9ａ

ｓｎｕ～剣叫o

sUn9u

lKukunutlio

lmlEunuka
o

]qjnakaN

pIJ91

中叫～4U3i

k柳

花

綱

昨日（きのふ）

角

九つ

九日

火の神

骨

船

金属（かね）
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種
羽
脛

．柳．柳
ｔ
ｐ t3J3i

p期i

EJJi～｣jJ3i｣jJJi

3.1.6＊r＞ｒ
◎

波照間

p9l『a

tare
oo

pSSu

p§n

s9Ha～ｓｒａｏ

ａｒ
ｏ
Ｓ

服岬縦函・卿．叫岬

柱

盟（たらい）

昼

針

頬（つら）

3.1.7＊ｇ＞弓

これまでの調査で語中ｇの無声音化の確実な例はえられていない。波照間島方言ｎｊＪ３ｉ

(髭)、白保方言ｐ弧ｅ（髭）を*ｇの無声音化とみなすことも可能だが、このぱあい、＊ｇ
の鼻音化*g＞、（*ge＞､i＞、）が先行していたとかんがえられる。無声音化が先行し、祖

方言からあった*'Ｋと統合されていれば、＊ｋも同様に鼻音化しているはずで、＊k＞弓を想
定しなければならないが、そのような例はまだみられない。

波照間
●●

pJ31

白保

psJ3e髭

＊iと結合した*b､＊d3が無声音化して*b＞p、＊d3＞Uの変化がおきているのとことなっ

て、語中の*giは、中uＮ（釘)、ｍｕＮ（麦）にみるように無声音化せず、擬音Ｎに変化し

ていて、そこでも無声音化はみられない。語中の*血がaＮ（網）、ｎｕＮ（蚤)、ｎａＮ（波）

のように母音ｉが消失して擬音Ｎに変化し無声音化していないのに似る。「八重山語彙」

にみられる白保方言の県nｉ（杉）は、＊gi＞Ｎの例外となるものだが、＊gi＞ｍの例となる

ものである｡pIi(杉)が八重山諸方言の祖語にさかのぼらず､あらたに流入した可能性が

あるが、pjJ3i(髭）とともに*gi>Ｎの要因や変化過程をかんがえるうえで参考になる39)。
同じく語中の*ｇａも下にしめした例にみるようにＮの語中音挿入（gの前鼻音化）があ

って、無声音化していない。波照間島方言、白保方言ともに、語中*ｇは無声音化するまえ

に、鼻音化、前鼻音化していたとみるのがよいかもしれない。この現象がどれくらい他の

八重山諸方言にみられるのか現段階では不明だが、波照間白保方言の位置づけをみるうえ

で興味深い。

３９語例はすぐないがpjJ]ｉ（髭）から*ge＞､eを想定でき、子音*gのみが鼻音化した*Ui、
*､u、＊､ａが先行した可能性もある。しかし、＊ｍａ、＊ｍｅ、＊ｍｕ、＊ｍｏ、＊na、＊ne、＊ｎｏ
の、、ｎは無声音化するので、鼻音、、ｎの無声音化とその時期（順序）とあわせて再検

討しなければならない。
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波照間

kangaN

pangama

白保

kangaN

pangama

、

鏡

羽釜

3.1.8＊ｍ＞ｐ

下にあげる波照間島方言、白保方言の*ｍ>ｐの変化の語例liEidzlna（しめ縄)では､語
頭の無声子音Fの進行同化によって第２音節めのｍも無声子音化するのだが、ｍの母音へ

の出わたりの唇の開放に際して、Ｐに似た破裂音が観察されることがある。鼻音ｍの調音

のために口蓋帆がさがって鼻腔への通路があけられることによって口腔内圧はたかまらな

いのが通常だが、口腔内に若干のこった呼気が､9の両唇の開放にともなって聞こえる微弱
なｐとして漏れきこえ、それがフォネームとして固定されたものとかんがえられる。しか

し、得られた語例が１例だけなので、類例をさがして検討したい。

波照間

垣ｴqidzlna､煙idzlna

白保

spidzlna､煙idzlnaしめ縄

3.2有声音化

波照間島方言、白保方言ともに、語中の無声破裂音*k、＊p、＊ｔの有声音化がおきてい

る。ただし、＊p、＊tが有声音化している語例がすぐなく、用例をふやして検討したい。

3.2.1＊ｋ＞ｇ

波照間島方言、白保方言ともに、＊a、＊u、＊o、＊ｅと結合した語中の*1Kは、有声音化し

てｇに変化している。先行音節の母音には*a、＊u、＊o、＊iがみられる40)。いつぽう、波

照間島方言、白保方言ともに、＊iと結合した*ｋは、語中にかぎらず語頭でもs、あるいは

tsに変化していて、有声音化していない。

波照間 白保

mikka

juxga､jukka

muiga､muika

nanga､nanuka

jaxga､jaxka

lmlEunuka
o

1ga

日
日
日
日
日
日
賊

三
四
六
七
八
九
烏

mlXga

Juxga

mulga

nanga

JaXga

hakonagao

1ga

４０これまでの調査で先行音節に*ｅをもつ語例はなかった。さらに調査をすすめて確認し
たい。
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夜中

庭（め中？）

昔

椀はかり）

肋骨41）

薑

屏風

朝焼け

夕焼け

池

鱗42）

煙草

大根

脈

百

二百

あくび

煙草

大根

Junaga

lnlnaga、menaga

mugalI

magarl

jagatabUni

lnaga

naka①131ｍ～naga艸ku

asaJagl

JuXJagl

Junaga

mlna▽ga、mlna▽

mugasU

maXrl

jattabUni

lraga

nax⑪13k,u
asaJage

JuXJage

lgl

mgl

takabu
o

dexgUJm

nUagu

PJaxgo

mpJazgu

agObl

takabu43）
O

deXgUJI1

nmgl

t§pagu

deguni

mjalKu、（melKu方言研）

pJaxgu

akub1

t9pagu

degUJn

語中の*1Kは､先行音節の子音が無声子音で母音も無声音化している単語のぱあい､有声

音化していない。

白保

s9ka～ｓｋａ

①UFts9lK，a

itska～itsUlKa

patska～pats91Ra

p9ku
taku
o

sa1Ki
o

t2LlＫｉ
ｏ

側]Ｋｕ

軸kuN

波照間

s9k,ａ～ｓｋ,ａ

中sk，ａ～⑪U}sUk'ａ

iska～is9ka

pask，ａ～pas91K,a

p9ku
taku

O

s8llK,ｉ
ｏ

ｔａｌＫｉ
Ｏ

如ｌＫｕ

伽koN

柄

二日

五日

二十日

箱

蛸

酒

竹

肺（ふく44)）

フクギ（福木）

４１語源は不明だが、宮古島市保良方言のjakatabuniと同系の単語と考えた。
４２宮古島市下里方言imki､保良方言ilki､伊良部方言ilkiの語形との比較から祖形を*irike
と考える｡那覇市首里当蔵方言などで?iritlIとなって､第３音節めにtliがあらわれるのは、
第２音節めの母音iの進行同化によって口蓋音化、破擦音化したためだとかんがえる。

４３波照間島方言のt9kabuは、子音の音位転換がおきている。音位転換の項で詳述する゜
４４他の琉球語諸方言、九州方言などの語例との比較から*pulKuを祖形と考えた。
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６月

急須

肉

rulKugotsl

dzok，ａ～dzokEa

niku

rukugwatlI

tlmKk,a

J1iku

語頭音節でも数は少ないが有声音化した破裂音の例をみることができる｡この単語は、

波照間白保方言にかぎらず､、他の琉球語諸方言でも有声音化しているのをみることができ

る。波照間白保方言の語中の有声子音化とは別の要因をかんがえなければならないかもし

れない。

間
印

ｒ ａ

照
麺
・
叩
呵

波
ｇ
ｇ
印

白保

garas1

gaJa

gudzlra

ス
ー
フ

ー
フ

ジ
カ
萱
●
ク

3.2.2＊ｐ＞ｂ

語頭の*ｐは、＊ｕと結合するばあいをのぞいてｐのままであるが、語中の*Ｐは、はやい

時期（宮古八重山祖方言の想定も可能）に摩擦音化して、有声音化、唇音退化して消失し

て、母音単独音節になっている。＊p＞の＞ｗ＞の（ゼロ)。そのために、語中の*ｐの有声

音化は語例がすぐない｡以下は語中語中の*ｐは有声音化されて保存されている数すぐない

例である。形容詞語幹、あるいは造語成分としての「大（おほ)」は、有声音化しない方言

にあってもｐ、あるいは摩擦音化したｈ（中）が保存されている。

波照間

budZara

buXbl

白保

buZdzara

buxbi

大Ⅲ（おほ）

親指（おほ指）

3.2.3＊t＞ｄ

波照間

skldats1～sUkldatsl

白保

jjkidatMkitatljついたち

3.2.4＊ts＞dｚ

印、
問

副
川

昭
州
叩
叩
耶
帥
司

波
ｄ
ｄ
ｄ
ｐ
ｄ

蝦
町
耶血

乳（ち）

釣針（ち）

蜂

血管（血の道）

padz1

dzlxnumtsl

3.3．破裂音化
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波照間白保方言は、他の八重山諸方言、および宮古諸方言とおなじく、半母音ｗの破裂

音化がみられる。

間
ｔ 司

柵
剛
肌
加
川
、
Ⅸ ｕ
・
１

白保

bata

bara

buXnu

buX

bututtli～bututli

ukki

綿

藁

斧（をの）

麻（を・苧）

おととい

桶（をけ）

ただし、語中の*ｗは、破裂音化するまえに母音間で消失している。

波照間

sabaN

asa

oxspa～oxs9pa

の:s9kl～の:skl

Jux

tux

白保

tFBLbaN

asa

ozspa～oxs9pa

qljki

茶碗

あおさ（海草）

上唇

天気

魚（いを）

十（とを）

川
畑

日本語では語中の*ｐａも摩擦音化、有声音化してｗになるが、波照間白保方言では語中

のｗは破裂音化するまえに唇音退化によって消失している。

問照
鉦
狐
錘

波
ｋ
ｎ
ｋ

白保

lEax

naN

ka2ra

皮（かは）

縄（なは）

瓦（かはら）

調査でえられた語例のなかで破裂音化した語中ｗの例がｌ例だけあった｡波照間島方言

sabaN（茶碗)、白保方言tlblbaN（茶碗）は、語中*ｗａ、＊ｐａの唇音退化がおわったあと

に借用され、その後に*ｗ＞ｂがおきたものとかんがえられる。

3.4摩擦音化

波照問白保方言の子音の摩擦音化には、破裂音の摩擦音化ｋ＞h、ｐ＞h、ｋ＞s、ｔ＞s、

流音の摩擦音③への変化r＞中流音の摩擦音ｓへの変化*r＞ｓがある。いずれの摩擦音化

もそれがあらわれる条件に制限がある。
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3.4.1＊ｋ＞ｈ

＊k＞ｈの変化は、ｋにｕが後続するときにおおくあらわれている。＊lKu＞中ｕは、語頭で

は、いくつかの例外をのぞいて、規則的にあらわれている。いつぽう、語中では１例をの

ぞいて摩擦音化していない。また、語|列はすぐないが、語頭で広母音ａと結合した*ｋが摩

擦音化した*ka＞ｈａがみられる。

3.4.1.1＊ku＞⑪ｕ

＊lKu＞⑪ｕは他の八重山諸方言、あるいは宮古諸方言と類似の変化である。ただし、宮古

諸方言では唇歯摩擦音ｆに変化し、しかもｆは成節的な子音としてふるまう。波照間白保

方言でのが成節的な子音としてふるまっているとはいえない｡加治工真市（1984）には波

照問島方言と黒島方言の*ｋｕが唇歯摩擦音ｆであったことを記述している。くわしくは加

治工（1984）を参照。

ウ段音においても力行子音は音韻変化を起こしてハ行子音化する。その際、ハ行子音

音は両唇音[Ｆ（＝の）］になる方言と、唇歯音[f]になる方言に分かれる。（略）（括弧内

は狩俣の補い）

［fi3tlIri］（薬）波、［fi4Pru］（薬）黒

狩俣は、波照間島方言、白保方言で唇歯音ｆを観察できなかったが、＊1ｍ＞f(u)＞①ｕの

変化が進行しているのだろう。八重山諸方言にも*1ｍ＞fがあったのだが、それが宮古八重

山祖方言にホモロジーとして存在していたものが、個々の下位方言で両唇摩擦音に変化す

る方言がでてきたのかだろうか。あるいは宮古八重山諸方言で平行変化として進行したの

だろうか。現段階では確定できない。波照間白保方言で成節的な子音が発達していないこ

とを重視すれば、＊ｋｕの摩擦音化は平行変化であるのだが、調査対象地点をふやして検討

したい。

、＊
一
フ

の
ジ
月

頭
雲
口
櫛
釘
黒
糞
草
櫛
倉
ク
９

奎叩

波照問

⑪ｇｍｏＮ

⑩uts9

⑪gtsl

⑪ｕＮ

の①ｕ

中gtsu

⑪gtsa

のgtsl

⑭a

gudzlra

kungotsl

白保

③ｇｍｏＮ

のgtli～血tsJ

純tlI

中ｕＮ

⑪中ｕ

⑪gtsu

典tsa

伽tli
kura

oo

glldzlra

kungatlI
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語中の*ｋｕ

語中の*ku＞⑪ｕは､２例をのぞくと摩擦音化していない。宮古諸方言でjaf(厄)、maHbL

（枕)、ｉｆｂａ（戦）のように語中でも摩擦音化しているのとことなる。宮古諸方言でも語中

のぱあいの語例をふやして、語中での摩擦音化がどの程度進行しているのか検討をすすめ

ていく必要があるだろう。

波照問

ｍａ中⑪ａ

ｍ純tsa

mJagu

rukugotsl

pJaZgcD

nlpJaxgu

agob1

JmKu

典ku

⑭lKoN

白保

ｍａ中中ａ

､伽tsa

mjaku、（melKu方言研）

rukugwatll

pJaxgu

枕

海草

脈

６月

百

二百

あくび

肉

肺（ふく45)）

フクギ（福木）

１
Ｎ

伽
山
地
剛

*ka＞ｈａ

波照間

hako▽
o

h9lKotzl

3.4.1.2

白保

kakoマ
０

k§lKotzl、h9kotz1

屋敷

顎

3.4.2＊ｐ＞ｈ

＊p＞ｈの変化は、＊ｐと*ｕが結合して音節を形成するときに限ってあらわれる変化で、

*pu＞①ｕである。＊o、＊e、＊i、＊ａと結合した*ｐは、無声の両唇破裂音としての特徴をよ

く保存している。＊pu＞のｕは、語頭では規則的にあらわれている。いつぽう、語中では、

琉球語祖語、あるいは宮古八重山祖方言の段階で摩擦音化、有声音化、唇音退化によって

消失し、母音ｕの単独音節になっているとかんがえる。しかも、＊ｐｕに由来する語中の母

音単独音節のｕも先行母音と融合している。

＊pu＞⑪ｕも*1ｍ＞①ｕと同じく他の八重山諸方言、あるいは宮古諸方言と類似の変化で

ある。＊ku＞伽のぱあいと同じく*ｐｕに由来する中ｕもｆを経た形跡はなく、成節的な子

音としてふるまっている様子もない｡波照間白保方言をふくむ八重山諸方言の*pu＞のｕも

宮古諸方言の*pu＞ｆとはホモロジーではなく、平行変化である。

ｕ、
ユ

＊の
ｐ
Ｈ

纐筆一一

波照間

のtll～中gtlI

のsk'a～①UJs9k'ａ

白保

⑪tli～①9t｢ｉ

①'弓tsuk,ａ

４５他の琉球語諸方言、九州方言などの語例との比較から*pulKuを祖形と考えた。
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叩
ａｔ
、
ｎ

ｕ
ｏ
ａ

ｕ

①
乢
。

．ｕ
へ
中

の

螂加・》ｎＭ巾娠
ｔ
ｕ
ｏ
ｔ
ｕ
ｏ
ｕ
ｏ
ｕ
。
．
Ｊ

の
⑪
中
中
の
①
①

可ｔａ乢
・
刑

ａ

の
並
。

ｔ①
ニ

ヘ
⑩

町
、
｛
Ｎ
》

胸
汕
伽
仙
仙
舛
⑩

ふたつ

袋

二人

肺（ふく）

フクギ（福木）

蓋

冬

波照間

lEjuX

語中の*pｕ

今日（けふ）

白保

kjux

3.4.3＊r＞の

波照間島方言、白保方言のいずれにおいても、＊ｕに後続する位置の*ｒが摩擦音化して

無声の両唇摩擦音*①に変化している。

波照間

⑪中ｕ

①①ａ

ｍａの中ａ

白保

①①u

lEur2U
oo

ma⑭ａ

黒
倉
枕

3.4.4＊r＞ｓ

波照間島方言、白保方言のいずれにおいても、＊iに後続する位置の*ｒが摩擦音化して無

声摩擦音*ｓに変化している。

波照間

｣ｉｍｕｐ句sa
ssaN～saN

ssaga

pSSu

白保

jinupなsa
ssaN～saN

ssaga

pJl『ｕ

ｍｕｓｓｕ

ｓｕｚｎａｂｉ

手のひら

乱

ふけ（しらが）

昼

筵

汁鍋

汁椀

jinabi

suXmaxrl suzmagam

3.4.5＊1ｍ＞⑪u、＊pu＞①ｕ．

抑sｌ（櫛)、中I3moN（雲)、中gkuru（袋）などの単語をみると、＊ku＞⑩u、＊pu＞①ｕ
の変化がおきていて、＊ｋが①に、＊ｐが①に変化しているようにみえる。＊ｋ＞の、＊p＞①

の変化は、先述したように*a、＊e、＊o、＊ｉと結合した*k、＊ｐのばあいにはおきておら

ず、奥舌母音ｕと結合したときにだけみられるものである｡

＊p＞中の変化は、宮古諸方言の*p＞ｆとおなじ、あるいは、類似の変化であろう。波照

間白保方言の当該の音声の現在の韻質は両唇摩擦音で、沖縄方言などの*p＞①＞ｈに似る
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が、＊p＞中が奥舌狭母音ｕと結合したときにかぎっておこっていること、＊k＞中の変化

と平行しておきていることなどをかんがえると、波照間白保方言の*ｋ＞⑪、＊p＞のの変化

は、宮古諸方言の*k＞ｆ＊P＞ｆと類似の変化なのである。また、宮古諸方言には、有

声破裂音の摩擦音化*gu＞v、＊bu＞ｖが*k＞ｆ＊p＞ｆと平行しておきている。波照問

白保方言の無声破裂音ｋ､ｐの摩擦音化がどのような変化であったのかをみるために､⑭a、

ｍａ⑭ａやaba（油)、waX（おまえ)、toxra（別棟の台所）などの単語などといっしょに、

宮古諸方言の単語と比較しながらみてみる。

波照問

①｡ａ

ｍａ⑪のa

aba

tozra

dax

dongu

p9ku
lKubu

石垣市登野城

⑪のａ

ｍａの⑪a

aba

to2ra

wax

dongu

pabu

kubu

平良下里

Hbl

maI1Bn

avva

toxvva

vva

doXv

pav

kuv

白保

ｋｕｒａ
ｏＯ

ｍａ脚a

aba

tozra

dax

dongu

pqku
lKubu

陰
え

倉
枕
油
師
瀧
騏
勺
跡

3.4.5.1宮古諸方言の*ku、＊pu、＊bu、＊gｕ

宮古島市平良下里方言では、＊ｕをふくむ*gu、＊ｂｕも、はじめに*ｕがｖに変化したの

ち、先行子音*b、＊ｇがｖの影響をうけた逆行同化によって、調音位置と調音方法の変更

があって、ｂは両唇破裂音から唇歯摩擦音ｖへ、ｇは軟口蓋破裂音から唇歯摩擦音ｖへと

変更が生じ、＊ｕに由来するｖと融合して、＊gu＞v、＊bu＞ｖの変化が完了している。ｖに

後続する*r、＊ｗ、＊jは、ｖの完全進行同化によって調音位置、調音方法の変更が生じて摩

擦音化し、ｖに変化している。

*ura＞vra＞Ｗａ（おまえ）

*ｇｕ＞ｇｖ＞ｖ ＊ｂｕ＞ｂｖ＞ｖ ＊bura＞vra＞vva

doxv（道具)、ｋｕｖ（昆布)、ａｖｖａ（油)、lKuvva（脹脛・こぶらに対応）

宮古島市下里方言の*ku＞fも、＊pu＞ｆも、＊ｕから変化したｖが先行子音*p、＊ｋを調

音位置、調音方法に変化を生じさせて唇歯の摩擦音ｆに変化させ、逆に、＊P、＊ｋは、後続

のｖを無声音化させて相互同化がおこり、ｆに融合したとかんがえる。＊ku、＊ｐｕに由来す

るｆは、後続する*r、＊ｗ、＊jを完全進行同化させて無声摩擦音ｆに変化させる。

*ｋｕ＞ｋｖ＞ｆ *ｐｕ＞ｐｖ＞ｆ *kura＞kvra＞hPa＞B[も1

3.4.5.2波照間白保方言の*ku、＊pu、＊bu、＊ｇｕ

語例は、すぐないが、語中の*ｇｕは消失している。＊ｇｕの消失がどのような過程を経た
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か直ちに断定はできないが、①uzrl（陰嚢(ふぐり)）の祖形を*puguriと考え、toxra（台所）

の祖形を*tOguraと考えるなら､宮古諸方言の*gu＞v＞Ｄような摩擦音化を想定すること

は可能であろう。語例をふやして再検討しなければならない。

波照間

toxra

①uxrl

語中の*ｇｕ

台所

陰嚢（ふぐり）

白保

toxra

のuxri

kU1mi（コブシメ）が沖縄那覇市楚辺方言などのkuMimiと同系の語形であったとす
れば、あるいは、その祖形を*kobusmeとみるなら、宮古諸方言におきたような*bu＞ｖ

＞、の変化のあとに､さらにＵになって先行音節に吸収されたのではないかとかんがえら

れる。しかし、kU1mi（コブシメ）以外に*buが摩擦音化した確実な語例がみつかってい
ない。

ａｂａ(油）も宮古島市下里方言のavvaのような摩擦音化をへたとかんがえることも可能

である。しかし、下里方言のｋｕｖ（昆布)、ａｖｓ（畦)、ｐａｖ（蛇)、ｋｉｖｓ（煙）にくらべる

と、波照間白保方言では語中のｂｕを保存している語がおおい。

語中の*ｂｕ

油

コブシメ

昆布

畦（あぶし）

蛇（ハブ）

煙

波照間

aba

kU1mi
kubu

abusl

p9ku

kjpusu～]sjpus

白保

aba

kUljn9i
kubu

abuli

p9ku

kjpUli～lSjpUliN

宮古島市下里方言や保良方言の*1ｍ＞ｆ＊pu＞ｆと*bu＞v、＊gu＞ｖは、平行的におきて

いる変化だが、波照間島方言、白保方言では*pu＞中u、＊1ｍ＞中ｕの摩擦音化はみられるも

のの、＊bu、＊ｇｕの摩擦音化は明確な形ではみとめられない。＊ku、＊pu、＊bu、＊ｇｕの摩

擦音化は、宮古八重山諸方言の祖方言にさかのぼらない変化である。

3.4.6＊ｋ＞ｓ

＊iと結合した語頭の*ｋは摩擦音化して、＊lKi＞slの変化がおきている。先行音節が無声

音化しない語中の音環境では*ki＞ｓｌの変化がおきているが、先行音節が無声音化する音

環境では*ｋが破擦音化した*ki＞ts]の変化と､破擦音化も摩擦音化もない母音変化のみが

みられる。

波照間白保方言をふくむ宮古八重山諸方言において*ｋと結合した*iは､舌先母音］に変

化し、＊klは口蓋音化しない。沖縄中南部諸方言にみられる*ki＞tliの破擦音化や金武方

言にみられる*ki>ｊｉの摩擦音化が後続母音ｉの逆行同化によるものであり、波照間白保

方言の*ki＞sl、あるいは語中での*ki＞tslなどの摩擦音化や破擦音化とは、まったくこと

なる変化で、波照間白保方言の軟口蓋破裂音1Ｋの摩擦音化、破擦音化と、沖縄中南部諸方
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言や金武方言のそれとは収敞変化であろうとかんがえる。

おそらく、宮古諸方言に典型的にみられる舌先母音化が波照問島方言でも白保方言でも

おきていたとかんがえる。舌先母音が無声破裂音に後続するとき、＊pi＞psl、＊ki＞kSlの

ように摩擦音をともなって（あるいは摩擦音そのものとして）あらわれる。そのうちのksl

は、破裂音につづいて摩擦音があらわれる破擦音に類似する調音であるが、舌先母音slの

影響によって調音点が前舌歯茎の位置に移動してｔとなり破擦音化したとのではないかと

かんがえる。さらに呼気流のつよい語頭で摩擦音化したのではないだろうかｂ語中の無声

音化した音節に後続する位置で破擦音tsであられたり､破裂音ｋであらわれたりするのは

無声音化した音節で呼気流がおおく消費されるからではないだろうか。

語頭

着物（きい）

肝

昨日

傷46）

煙管47）

ｕｍｏ
則ｕ、亜ｍｏ
ｓ
印

柵叫》》・噸噸
問

、

白保

ＳＪ１３ｕ

ｓｕｍｕ

Ｓ】9ｕ～S9JJu

kJsl

kjtlIri

語中波照間

手斧（よき）ｊｕｓ９

息1ｓ～,ｓｕ
動物 i1jn9uSl
神酒48） ｍ]ｓ１

垣ｋ§tsl

箒（ほうき）pozts9～poxtsl
月 ｓＵＫｅＮ

ついたちskldatsl～s9kldatsl
隈き臼

杵（稲搗き？）mas9kl
霜月 sJn9us9kl

鱗（いりき）irigi

天気の:s91Kl～oXsk1

-月(ひとつき）pSJtusklN

剣
ｓ

，
１
ｕ

保
血
へ
ｍ
・

白
加
・
娼
・
剛

k2tlr

po狸～poKli

skiN～s9kiN

｣jkidatlMkitatli

pjkiulI

maliki

ｍｇｌ

qljki

pjtUliki～ｍｔＵｌｌｉｋｉ

3.4.7＊ts＞ｓ

*ｕと結合した語頭の破裂音*tsの摩擦音ｓへの変化がみられる｡語中でも*ｕと結合し、

４６＊kiが破擦音化してにtliになる首里方言、今帰仁方言にあって、「傷」は、ｋｉｚｉ（『沖縄
語辞典｣)、ｋｉｚｉ（｢沖縄今帰仁方言辞典｣）のように破擦音化していない。

４７波照間島方言、白保方言で｢煙管」がkiであらわれるのは、ｋｉ＞ｓの変化後に流入した
語である可能性がある。

４８「神酒miSI」（「石垣方言辞典』)。
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かつ、母音が無声音化したアロフォンであらわれる音環境の*ｔｓが摩擦音ｓに変化してい

る。語末で*Ｕと結合した*tSは摩擦音化していない49)。この破擦音の摩擦音化は、波照間

島方言と白保方言に共通にみられ、ホモロジーであろうとかんがえる。また、語例はすぐ

ないが、＊iと結合した破裂音*tSの摩擦音Ｓへの変化はみられない50)。

ｄ ｔ 副ａ

町
ａ

則

、
。
ｍ
・
曲

澳
Ⅲ
一

間
宅
語
手
弧
へ

Ｓ

ａ
ｔ
ｍ
副

Ｎ副

郷
艸
岬
戦
戦
岬
艸
艸
岫
叩
岬
剛
艸
伽

語頭の*tsu

綱

面

柄

月

顔(つら）

角

月経

ついたち

壺

腱（つる）

膝（つぶし）

爪

尻（つく）

白保

s9I9a～ｓｎａｏ-

sUlFa～ｓｒａＯ

ｓＪｋａ～ｓｌ[a

slKiN～ｓＵｋｉＮ

ｓＪｌｒａ～sraO

S3Iqu

sUk1numunu

｣jkida姫～Ljkitatli

SWu

suru
OO

sOpuslN～ｓINJ]PuslN

｣jn9i

｣ipi

語中の*tsu 波照間、

一月（ひとつき）psJtusklN～psJtus91qN
⑩sk'ａ～伽s9lK，ａ二日

五日ｉｓｋａ～iEqlm

天気Oxs9kl～のxskl
二十日 ｐask，ａ～pasUlK，ａ

五つlssl

杵（稲搗き？）mas9k1
霜月 sJn9us91Rl

白保

pjtUljki～pJtU1ki

⑪U1ts9k,a

itska～itsqka

qljki

pats9ka

iUi

ma1ki

＊ａと結合した謡項の破裂音*tlの摩擦音ｓへの変化がみられる。語中では摩擦音化して

いない。しかし、語頭、語中の例いずれも１例のみで、しかもあたらしくとりいれられた

単語である。調査を続行して用例をふやし、検討したい。

波照間

sabaN

lKabutlbl

白保

tliBlbaN

kabutlbl

茶碗

カボチャ

４９母音変化の「2.1.4.5
50母音変化の「2.1.3.5

*tsu」を参照｡。

*tsi」を参照｡。
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3.4.8＊t＞ｓ

現在までの調査でえられた語例は２例だけだが、語頭で*ｅと結合した破裂音*tの摩擦

音ｓへの変化がみられる。語中で*ｅと結合した*tは、破擦音tllこ変化している。「3.5.3．

*t＞t｢」の項を参照。

波照間

仇

｣jl9a

白保

｣ｉｘ

｣jta．

手

太陽（てだ）

3.5耐擦音化

波照問白保方言において、無声摩擦音*ｓの破擦音tsへの変化と、無声軟口蓋破裂音*ｋ

の破擦音tsへの変化がみられる。＊1Kは、破擦音化して破擦音tsになり、さらに摩擦音化

してｓに変化している。

3.5.1＊s＞ｔｓ

波照間白保方言において、無声摩擦音*ｓの破擦音tsへの変化は、語中ではみられるが、

語頭ではみられない。破擦音化している*ｓは、＊ｏと結合したのが１例、＊ｅと結合したの

が２例、＊ｉと結合したのが６例、＊ａと結合したのが４例である。＊ｕと結合した*ｓの破

擦音化した例はえられていない。破擦音化した語中の例はいずれも先行音節の子音が無声

子音で母音も無声音化したものばかりである。先行音節の母音が無声音化しない語ではｓ

は破擦音化していない。「2.1.1.4＊so」「２１２．４＊se」「2.1.3.4＊si」「2.1.4.4＊su」

「2.1.5.4＊sa」の項も参照。

語中の無声音化した母音に後続する位置でのみ破擦音化しているところに破擦音化の要

因をさぐる鍵があるのだろう。周辺方言の例もふくめて検討したい。

波照間

血tsu

k9t5i

l5jts1rl

p9tsl

kgtsl

tgtsl

伽tsl

masl

s2tlI
k2tza

o

白保

中凹tsu

kqtli

kjtlIri

p§tli

k理tsl

tl41i

⑪utli

p9tli

s9tlI
katza

o

*ｓｏ糞

*ｓｅ紹（かせ）

煙管

*ｓｉ橋

腰

年

櫛

箸．

柄杓

*ｓａ笠
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草
草
鋏
海

典tsa

p2tsaN

ilmltsa

のgtsa

p目tsaN

mのgtsa

3.5.2＊のｄ３

イ波}察音化ｄ＞d3は、波照間島方言の語例が２例だけである。なお、③tli～⑩gtlI（筆）の
例は、破|察音化したあとに無声音化したのか、無声音化したあとに､辮音化したのか、確

定できない。さらに調査をすすめ、語例をふやして検討したい。

波照間

のtlI～のgtli

ud3i

白保

⑪tli～のgtli
udi

筆
腕

3.5.3＊t＞可

現在までの調査でえられた破擦音化*t＞tlのみられる語例は、２例だけである。いずれも

*ｅと結合した語中の*tの例である｡語頭で*ｅと結合した*tは､摩擦音ｓに変化している。

さらに調査をすすめ、語例をふやして検討したい。

波照間

kqtllmunu

mutli

白保

坦tlImunu

mutli

おかず（糧物）

顔（おもて）

3.6鼻音化

波照間白保方言のぱあい、＊gi＞Ｎ、＊g＞n、＊d＞ｎなどの有声破裂音*g、＊ｄが鼻音化

している語例がわずかながらみられる。

3.6.1＊ｇ＞ｎ

これまでの調査でえられた語例はすぐないが、波照間島方言でも白保方言でも*iと結合

した*ｇは鼻音化し、＊gi＞*､iの変化がおき、さらに語末の母音ｉが脱落して擬音Ｎに変

化している。＊gi＞*､iは、先行音節に無声子音ｐ、ｋがあってもおきていて、無声音化に

先行している。＊､i＞Ｎは、＊血＞Ｎと平行的におきた語末の音脱落であろう。擬音Ｎは

無声音化しにくいようである。

３．６．１．２＊gi＞Ｎ 錦仙Ⅲ剛

白保

⑪uＮ

ｍｕＮ

ｐａＮ

釘
麦
足
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、

フクギ 血]KCN 典kuN

３．６．１．２＊ｇ＞]９

髭（ひげ）の語形をみると、軟口蓋破裂音ｇの鼻音、への変化がさきにあって、そのの

ちに語頭の無声子音ｐの進行同化による鼻音の無声音化がおきたことがわかる。無声音化

がさきにおきていれば､pjkiのような語形ができていて、鼻音化（有声音化をふくむ）は
おきにくかったとかんがえられるからである。

波照間

njmJi

白保

pSJPeひげ

３．６．１．２＊ｇ＞、ｇ

語中の有声の軟口蓋破裂音ｇの前に擬音Ｎ（､）の音挿入がみられる。これは、厳密に

は鼻音化とはいえないが、鼻音化したのち前鼻音化して､擬音Ｎの音挿入にいたった可能

性もあるので、ここにあげておく。

ａ

間
馴
抑
印

照
刈
刈
町

波
ｋ
ｐ
ｄ

Ｎ
ｍ
ａ

保
》
》
》

白
止
ｐ
ｄ

鏡
鵬
騏

３．６．２＊ｄ＞ｎ

波照間島方言のUiJ9a（太陽)、pjnari(左)、ts9J]ｉＮ(孵る）の語例では有声破裂音*ｄの
鼻音、への変化がみられる。＊t＞ｎの変化の確実な例がみられないことから、＊｡＞ｎが先

行し､そののちにｎが無声音化したとかんがえる｡白保方言では*d＞ｎがみられないので、

波照間島方言と白保方言が分岐したあと、波照間島方言でのみ*d＞ｎがおきたであろうと

かんがえる。

白保方言では同じ単語の*ｄが無声音化してｔであらわれているが､有声破裂音ｄの無声

音化は､波照間白保祖方言にさかのぼるホモロジーではなく､分岐後の平行変化であろう。

ホモロジーであれば､波照間島方言でも｣iitaやpjtariなどの語形であらわれるはずだから
である。

波照間

Lp9a

pJnan

tsmJiN

白保

｣jta・

pjtari

太陽51）（てだ）

左
／

孵でる52）

５１「太陽」の語源は、「天道てんだう」であろう。

５２石垣市大浜方言SIdiN（孵る）（「八重山語彙｣)、宮古島市下里方言sdi1oいずれも卵
が孵化したり、蛇や蚕、蟹などが脱皮したりすることをあらわす動詞。
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nanda nada朕

３．６３＊r＞ｎあるいは*ｎ＞ｒ

語源が不明だが、波照間島方言と白保方言とを対比させたとき、つぎの語では*r＞n、

あるいは、＊n＞ｒの変化がおきているようにみえる。

波照間

jamak無asl

白保

jamangaralI鉈

3.6.4鼻音化のまとめ

同じ鼻音化でも*g＞ｎと*d＞ｎとでは様相がことなっている。＊g＞ｎは波照問島方言で

も、白保方言でもおきているが、＊ｄ＞ｎは波照間島方言でしかみられない。＊gi＞Ｎは、

語末の母音ｉの脱落のまえに*g＞ｎの鼻音化が先行している。鼻音化は、無声音化に先行

していて、＊gi＞*､i＞Ｎは、波照間白保祖方言にさかのぼるホモロジーである可能性がた

かい。

＊gi＞*､i＞Ｎは結合する母音が前舌狭母:音ｉであり、＊g＞ｎと*d＞ｎは先行音節の母音

が前舌狭母音i、あるいは、奥舌狭母音ｕである。全体として鼻音化の現象をしめす語例

がすぐないので断定はできないが、せまい声道を特徴とする狭母音をながれるつよい呼気

流が鼻音化の要因ではないかとおもわれる。波照間白保方言のおおくの音韻変化の要因に

なっている空気力学的な力が発生拘束となって、鼻音化もひきおこしたのではないだろう

か。鼻音化の要因の再検討は今後の重要な課題である。

４その他の音韻変化

波照間島、白保方言ともにつぎの語末音挿入と語中音挿入がある。

４１語末音挿入

語末に成節的な鼻音（擬音）が挿入される語末音挿入が波照間島方言、白保方言ともに

みられる。語末Ｎ音挿入は、波照間白保方言の特徴としてしられるが、以下にしめすよう

に、波照間島方言、白保方言ともに共通にみられる単語と、波照間島方言だけにみられる

単語とがある｡数はすぐないが白保方言の単語にだけ語末のＮ音挿入のみられる単語もあ

る。

語末にＮ音挿入のみられる単語の分布から、Ｎ音挿入は､波照問白保祖方言の段階に発

生したものではなく、波照間島方言と白保方言とが分岐したあとに、それぞれの方言で発

生した平行変化ではないかとかんがえる。Ｎ音挿入をひきおこす要因を共通に有したまま

分岐し、分岐後に発現したのであろう。

4.11波照問白保方言共通の語末Ｎ音挿入

－８４－



波照間

lKataN
o

p9toN

paN

paN

kl3tslN

EpmumiN
aN

naN

naN

urlN

sUJpus1N

andaJ1i

白保

lKataN
O

p9toN

paN

paz、ｐａＮ（方言研）

lKgtslN

jjpmumiN
aN

naN

naN

uruN

s9puslN～sIppuslN

andaJ1ibura

バッタ

鳩

歯

刃

去年（こぞ）

肛門

粟

菜（野菜）

縄

瓜（胡瓜）

膝（つぶし）

アダン

4.1.2波照間島方言の語末Ｎ音挿入

波照間

草履（さば）s9paN
癖adzaN

展 ｐｉＮ

貝（蜷）minaN

根 Ｊ１ｉＮ

蝸牛ｓｔａｍｉＮ～s9tamiN

白保

s9pa

adza

plz

mlzn2

Jnx

stanm～sOtanm

guma

gumboZ

angaN、ａｎｇａ

ｂｉｘ

ｍＴｎ２

１Ｘ

もい
ｊ

ま
ひ

麻
菩
つ
く

胡
牛
さ
樋
馬
柄

gumaN

gumboN

agaN

blN

uInaN

1xN

４１．３白保方言の語末Ｎ音挿入

波照間

額（ひたし､）のgte
きのこｎａｂａ

再来年mixtli

白保

⑩gteN
nabaN

mxtliN

４２語中Ｎ音挿入

波照間

鏡kangaN

羽釜pangama

道具dolJgu

Ｎ
ｍ
ａ

保
噸
珊
輕

白
ｋ
ｐ
ｄ
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■￣

鉈

小刀53）

２月

４月

５月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

涙

アダン

蚊

jamakq11asl

jlgu

nmgots1

slngotsl

gungotsl

｣jtslgotsl

p2ts1gotsl

kungotsl

dzlngotSl

d3uxitligotsl

d3uxniUgots1

naYUda

andaJni

gandzaN

jamangaralI

｣InguX

ningatli

jIngwatli

gungatlＩ

｣jtlingatli

p9tlingatli

kungatf

d3hJgwatli、d3ungwatli

d3uxitlingwatli

d3uXnmgwaUi

nada

andaJ1ibura

gadzaN

4.3語中促音挿入

波照間

三人 mitarl

白保

mittari

4.4音位転換

子音の音位転換metathesisが波照間島方言に１例、母音の音位転換が波照間島方言に

1例、白保方言に１例みられた。

4.4.1子音の音位転換

つぎは、語中のｂとｋがいれかわった子音の音位転換である。この変化は波照間島方言

にみられ、白保方言にはみられない。白保方言のt9pa可ｇｕが周辺方言からの影響でなけれ
ば、波照間島方言と白保方言が分岐したあとの変化なのであろう｡この単語は、外国語由

来の単語で、日本祖語、あるいは琉球語祖語にまではさかのぼらない。

波照問

takabu
O

白保

t§pagu煙草

4.4.2母音の音位転換

つぎはい語頭音節の母音ｏと語中のａがいれかわった母音のみの音位転換の例である。

波照間島方言のsagots]sklN（１月)はJbgwats1sklN(證崩)の語頭音節の母音oと
第２音節の母音ａが音位転換した語形であろう。白保方言のtamuto（トマト）は、あた

５３語源は不明。「石垣方言辞典｣｣ingu、「沖縄語辞典｣｣i:gu・座間味村阿嘉方言に:gu。
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らしくはいってきた外来語で、この音位転換も、波照間島方言と白保方言が分岐したあと

の変化なのであろう。あるいは、波照間島方言にも同様の音位転換がおきたが、標準語形

としてtomatoがはいっているのかもしれない。周辺方言で調査して確認したい。

波照間

sagotslsklN

tomato

白保

jbngwatl:ljki
tamuto

１月

ﾄマト

4.5その他の音韻変化

つぎの単語では、語中のｂがｋに変化している。語頭音節の無声子音と無声音化した母

音による進行同化がはたらいているとかんがえられるので、＊b＞ｇを想定すべきかもしれ

ないし、無声音化が先におきていたとするなら、＊p＞ｋを想定することもできるだろう。

波照間

p§1ｍ

白保

p９ｋｕ蛇（はぶ）

この変化と類似した変化が沖縄島北部の伊江島方言でみられる。

kum（船)、ｋｕｄａ（札)、kubui（獣の陰嚢・ふぐり)、kukunjuN（含む）

＊p＞ｋの変化は、唇でつくる破裂音*Ｐが奥舌母音ｕとむすびついたとき、軟口蓋破裂

音ｋに変化するもので、ｐｕを発音するときの口のかまえ（声道の形）とlKuを発音すると

きのロのかまえ（声道の形）が似ていること、したがって、声の聞こえが似てくることに

よっておこった変化であろう。伊江島方言で*p＞ｋの変化がみられ、＊b＞ｇの変化がみら

れないことから、ｂの無声音化が先行していた可能性がたかいとかんがえる。波照間島方

言や白保方言だけでなく他の八重山諸方言でも類例をふやせるよう調査をすすめたい。

－８７－



第３章竹富町波照間島方言と石垣市白保方言の形容詞

１はじめに

音韻研究にくらべて文法研究は容易ではない。音韻研究にくらべると、文法研究は、お

おきくおくれている。話者の高齢化と減少、方言を有しない若年層の増加、標準語の圧倒

的な影響のもとで琉球語諸方言はおおきく変容し、消滅の危機に瀕している。そんななか

で、方言継承のための重要なやくわりをになう文法を総合的かつ詳細に記述し、研究をす

すめていくことは急を要する。文法的な意味をふくめた文法の比較研究が容易ではなかっ

たとしても、早急におこなわなければならない重要な課題である。琉球語諸方言の文法的

な側面の比較研究は、音韻的な特徴による比較研究にあつみをもたせ、琉球語の多様性を

再確認し、琉球語研究の可能性をひろげるだろう。

1771年の波照間島からの移住は、波照間島方言と白保方言が分岐する契機となったが、

白保方言は石垣島の周囲の方言の影響がすぐなく、波照間島方言の特徴をよく保存してい

る。両方言の音韻的な特徴には類似する点がおおく、両方言を波照問白保方言と総称する

ことが可能である。

第２章でくわしくみたように、波照間島方言と白保方言は、おおくの点で一致するもの

の、ふたつの方言のあいだでことなるものもみられた。分岐後の変化のなかには、一方が

周辺方言や標準語からの影響によって変化したものもある。同じ形式を有していて、分岐

前の形式を保持するホモロジーのようにみえたもののなかには、分岐した後も発生拘束と

なる音韻変化の要因を共通にもつことによって、ふたつの方言で同じ変化がおきた平行変

化によるものもあった。

文法的な形、文法的な機能や意味などのなかにも、音韻変化にみられたような平行変化

や収敦変化、発生拘束や構造的拘束で説明されるような現象がみられるのだろうか。波照

間島方言と白保方言の文法の詳細な比較研究をおこなうことは、音韻変化の比較と同様に

興味ぶかいことをおしえてくれるにちがいないし、琉球語諸方言の比較歴史文法論は、お

おくのことをおしえてくれるにちがいない。

本研究報告では、波照間島方言と白保方言の波照間島方言と白保方言の形容詞の代表形

をとりあげ、ふたつの方言の比較をとおしてえられた新たなかんがえをのべる。

２波照間白保方言の形容詞語尾

琉球語諸方言を形容詞の形のつくりかたの面からみると、奄美沖縄諸方言全体に「サ連

用形」に存在動詞「aＮ（有る)」がくみあわさってできた「サアリ型活用」の形容詞がみ

られ、八重山石垣市新川方言や登野城方言も[takasazN］（高い)、［asasazN］（浅い）など

のように「サアリ型活用」の形容詞がみられる。いつぽう、おおくの宮古諸方言では

[takaka1]（高い)、[asaka1］（浅い）のように「ク連用形」に存在動詞｢a］（有る)」がく
みあわさってできた「クアリ型活用」の形容詞がみられる。クアリ型形容詞は宮古諸島と
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奄美大島の北の笠利町と龍郷町の北半分に分布している。笠利町と龍郷町はクアリ型とサ

アリ型が並存している。宮古島と石垣島のほぼ中間に位置する多良間島方言は、takaSjaxl

（高い）などのようにサアリ型形容詞であり、形容詞活用に関していえば、石垣市新川方

言などと同じである。

宮古八重山諸方言を宮古諸方言と八重山諸方言に区分する特徴のひとつとして、形容詞

の活用のしかたのちがいがあげられると考え、かりまた（2000）は、多良間島方言を八重

山諸方言の下位方言とみるのがよいのではないかという提案をした。また、かりまた

（2003)では､八重山諸方言のなかでも波照間島方言や黒島方言には､talKahaN(高い)、

slKahaN（近い）などの語形がみられ、その語尾にあらわれるｈａＮがクアリ型形容詞のも

のであるとかんがえられること、これまで八重山諸方言の形容詞はサアリ型であろうとみ

られていたが、波照間島方言、黒島方言以外の地域の方言の形容詞の調査と研究がいそが

れることをのべた。そして、クアリ型形容詞とサアリ型形容詞の分布は、八重山諸方言の

下位区分の再検討だけでなく、宮古八重山諸全体の下位区分を再検討するうえで重要な要

素であることも指摘した。

本章では、波照間島方言と白保方言の形容詞の代表形を比較する。波照間島方言と白保

方言の比較の結果、クアリ型形容詞とサアリ型形容詞の分布が八重山諸方言を下位区分す

るうえで、重要な要素のひとつになりうることを再確認した。

2.1語尾ｈａＮと語尾-saN

波照間白保方言の形容詞の語尾は､基本的には､ａｍａｈａＮ(甘い)、mahaN(おいしい)、

dzahaN（にがい）などにみるような、ｈａＮである。この語尾には、amahazN、dzazhaxN

などのようにhazNであらわれることもしばしばである。これは音声的なアロフォンとみ

てよいものであろう（資料ではamaha(x)Ndza(2)haxNのように表記することがある｡）波

照間島方言の形容詞語尾にあらわれる-ｈは、帯気音もやわらかく、声門の有声摩擦音ｆｉ

に聞こえることがしばしばあった。なお、両方言の単語の語尾がともにha(x)Ｎになるの

は、７６語のうち、３９語である。どちらか一方の方言でｈａ(z)Ｎになるのは13語である。

白保方言のlqJUiisaN(苦しい)Ｊｉ:saN(すっぱい)、baJiaN(はずかしい)、s9J3isaN(た
のしい)、nugurilinN（おそろしい)、kozsaN（くすぐったい)、piJblN（さむい)、pirigilbLN

（つめたい)、busaN（おおきい)、mit1saN（ふとい)、ｔｕ:saN（とおい)、ｍｓａＮ（あ
たらしい）の１２語が語尾に-saNがあらわれている。いつぽう、波照間島方言のdarusazN

（だるい)、nazgurilblxN（かなしい)、hagoxsaN（くすぐったい)、nurusaxN（ぬるい）

の４語が語尾にsaNがあらわれている。語尾に-saNをもつ単語は、白保方言の方がおお

く、白保方言と波照間島方言で語尾にsaNをもつ単語で重なるものはみつかっていない。

語尾にあらわれる-haNとsaNの関係をどうかんがえたらよいであろう。

平山輝男編著（1988）で波照問島方言の形容詞についての記述がある。そこで波照間島

方言の形容詞は、サアリ系（＝サアリ型形容詞）に分類されている。以下に引用するよう

に語幹末にｈがあらわれることを指摘している。また、takahaN（高い）の代表的な活用

形が例文とともにあげられていて、その活用形にもｈがあらわれている。しかし、サアリ

系の形容詞にｈがあらわれることの理由についてはふれられていない。
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波照間方言の形容詞はｓ語幹（サアリ系）によって構成されているが、不変化部末尾

音は-h-で実現する。

沖縄島方言にみられるようにｓ＞ｈの変化がおきて、石垣市市街地（四筒）方言のよう

な･saxN語尾がｈａＮ語尾に変化したのであろうか。一部のｓａＮ語尾は変化しないでのこ

ったものなのであろうか。

2.2語尾-haNと語尾-saNの比較

語尾にｈａＮをもつ語と-saNをもつ語とを比較してみると、つぎのことがわかる。語尾

にｈａＮをもつ語は､語幹部分に音声的なちがいをもつものがみられるものの､両方言で共

通する単語がおおい。

波照間

amhaN

kumahaN
oo

ps]sallaN

ps]sohaN

spahaN

takaMN

sln3uitallaN
sndarahaN

⑪uha(2)Ｎ

白保

arahaN

kumahaN
oo

pslsahaN

pslsohaN

spahaN

takaMN

s1n9uttahaN～s1n9utallaN

jindarahaN

中⑪ahaN

あらい

こまかい

ひらたい

ひろい

せまい

たかい

かわいそう

かわいい

くらい

いつぽう、語尾に-saNをもつ語は、白保方言で１２語、波照間方言で４語とす<なく、

しかも両方言に重なる語はみられない。

以上のことから、語尾にｈａＮをもつ語は､ふたつの方言が分岐する以前から共通にもっ

ていたもので､語尾にsaNをもつ語は、ふたつの方言が分岐したのちにそれぞれの方言で

独自に獲得したものであることが想定できる。語尾のsaNはｈ＞ｓの音韻変化がおきてで

きたものなのであろうか。

2.3語尾-sahaN

形容詞語尾のｈａＮとsaNをかんがえるうえで重要なてがかりをあたえてくれるものと

して、白保方言、波照間島方言ともに、pantasahaN（!忙しい)、sabissaha(:)Ｎ（さみし

い）などのような、語尾にあらわれる-saha(x)Ｎがある。これらの語尾の分布状況をみて

みよう。

両方言ともに、語尾にsalla(2)Ｎをもつ語はすぐなく、つぎの２語である。pantasahaN

（いそがしい）が「繁多な、煩多な」に由来しているとすれば、日本語のナ形容詞に対応

するあたらしい語である｡ナ形容詞をサアリ活用の形容詞でとりこんだ方言から､さらに、

haN語尾にしてとりこんだものであろう。
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波照間

muslk，assahaN

pqntasahaN

白保

mutsllKasahaN

pantasahaN

むずかしい

いそがしい

白保方言の形容詞が語尾に-haNをもつ語があらわれ、波照間島方言の形容詞が語尾に

-saha(x)Ｎをもつ語があらわれるばあい､両方言間に単語の重なりはほとんどみられない。

その逆のばあい、すなわち、白保方言の形容詞が語尾に-saha(2)Ｎをもつ語があらわれ、

波照間島方言が語尾にｈａＮをもつ語があらわれるのは１例もない。

波照問

batslsahaN～batssahaN

のurusahaN

nozsahaxN

OzmahaxN、darusazN

sllKaraha(x)Ｎ、sabissaha(x)Ｎ

白保

gumahaN

②uzhaN

nogohaN

oZmaMN

s1karahaN

ほそい

ふるい

あたたかい

だるい1）

さびしい

白保方言の形容詞の語尾にsaN、あるいは、zlblNがあらわれる語は、波照間島方言では

-saha(x)Ｎになってあらわれている。このぱあいも、逆の現象、すなわち、白保方言の形

容詞の語尾にsaha(x)Ｎをもつ語があらわれ、波照間島方言の形容詞の語尾に-saN、ある

いは、jiBlNがもつ語があらわれるのは１例もない。

波照間

piJblllaxN

baKliBLha(z)N

kljts1sahaXN

J1iJallaN

s9m41iBLha(z)N

mtS9sahaN
buSahaN

tusahiIN

mi2sahaN

白保

piXliaN

baKFBlN

klJLljsaN

JliJtlN

s9J3isaN

mitlisaN

busaN

tuXsaN

mizsaN

さむい

おかしい

くるしい

まずい

たのしい

ふとい

おおきい

とおい

あたらしい

2.4その他

白保方言のattsahaN（厚い、暑い）も、ats1sahaNから変化したもののようにもみえ
るが、波照間島方言のatslhaN～atsahaN（厚い）とくらべると、前後の母音の遠隔同化

によってtslがtsaとなり、さらに、natli～nattli(夏）の語１列にみるように破}察音のまえ

１波照間島方言にみられるsaN語尾形容詞にdarusaN(だるい）があるが、波照間方言、
白保方言のいずれにもozmahaN（だるい)、cDzmahaxNがあるので、darusaNは、ｓａＮ語

尾形容詞をもつ方言から波照間島方言に借用されたものではないかとかんがえられる。
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に促音が発生してattsallaNとなった可能性を想定できる。

同様に、波照間島方言、白保方言の両方にみられるjassahaN（安い)、jassahaN（易し

い）も遠隔同化による母音変化の可能性がある。jaslhaN＞jasahaN＞jassahaN6

波照問

atslhaN～atsahaN
attsahaxN

jassahaN

jassaha(x)N

mussaha(x)Ｎ

白保

attsahaN

attsahaN

jassahaN

jassahaN

mussahaN

厚い

暑い

安い

易しい

おもしろい

mussahaN（おもしろい）もumUliruhaN＞umus]l9uhaN＞umussuhaN＞umussahaN
のような遠隔同化による母音変化によってできたもので、語尾がｈａＮであった可能性も

想定できる。

語尾にtsaNのあらわれる単語のうち、つぎのものは、先行音節の進行同化によってｈ

＞ｓの変化がおきた可能性はないか。もしそうだとすれば、本来はｈａＮ語尾の系列にふく

まれるものであろう。

jatssaN~jats1saN（やせた)、jatliEjtu（やせた人）

３まとめ

以上のことから以下の結論がえられる。

(1)波照間方言、白保方言のふたつの方言に共通する形容詞の語尾は、‐haNであり、波

照間白保祖方言の形容詞語尾はｈａＮであった。

(2)白保方言の形容詞には語尾にsaNをもつ語があるが、これは周辺方言の影響でとり

いれられたものである。このぱあい、隣接する宮良集落の方言の形容詞の語尾がｈａＮで

あることから、影響をあたえたのは宮良方言ではなく<石垣島の中心地である四箇方言の

可能性がたかい。

(3)波照間島方言の形容詞の語尾にみられる-sahaNも、白保方言の-saN語尾の形容詞と

おなじく周辺方言の影響によって発生したものであろう。波照間島方言は、白保方言のよ

うに、ｓａＮ語尾の形容詞をそのままうけいれるのではなく、‐saN語尾の形容詞のｓａ連

用形を語幹としてとりいれ､語尾は波照間島方言の語尾-haNにした結果､語尾が-sahaN

となったのではないかとかんがえられる。

琉球方言研究クラブ（1964)、同（1963）にみるように、沖縄島の諸方言にはsaN語尾

の形容詞とｓａＮ語尾の形容詞がある。そこでは、形容詞の語尾にかぎってｓ＞ｈの変化が

おきているので、波照間島方言、白保方言ともに形容詞語尾にかぎってｓ＞ｈの変化がお
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きているようにもみえる。しかし､波照間島方言と白保方言の共通の形容詞語尾ｈａＮは、

宮古諸方言にみられるクアリ型形容詞の語尾である可能性がある｡すなわち、第２章の摩

擦音化でみたように、波照間島方言、白保方言いずれもｓ＞ｈの変化はみられないが、ｋ＞

ｈの変化がわずかながらみられるからである。

波照問

hako・
Ｏ

ｈ§kotzl

h9konaga

白保

kalKo．
。

k§]Kotzl、h9kotzl
lmlEunuka

o

屋敷

顎

九日

クアリ型形容詞の語尾ｈａＮをもっていた波照間島方言、白保方言がサアリ型形容詞の

方言の単語をそのままうけいれたのがsaN語尾の形容詞であり、サ連用形を語幹としてう

けいれたのがsahaN語尾の形容詞だとみると、波照間島方言と白保方言は、分岐後にそ

れぞれでsahaN語尾の形容詞がうまれたことになる。この現象は、平行変化ということ

になるのであろうかｂそして、この平行変化の要因はどこにあるのだろう。

琉球語諸方言の文法にかんする記述をすすめ､比較研究をおこなって､文法における｢平

行変化」「収散変化」はどのようにおこるのか、そしてそれぞれをどう定義すべきか､検討

したい。
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